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世
親

可
法
華
論
』

訳
注
∞

藤
井
教
公
・
油
連
宏
昭
ほ
か

一、

は
じ
め
に

『
法
禁
論
』
は
、
世
競
(
天
親
〈
m
g
z
gロ
門
同
日
記
)
が
著
し
た
と
伝
え
る
司
法
華
経
』
の
注
釈
室
闘
で
、
異
名
を
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』

(
菩
提
留
支
訳
)
あ
る
い
は
『
妙
法
蓮
華
経
論
擾
波
提
舎
』
(
勤
那
摩
提
訳
)
と
い
う
。
本
論
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
、
チ
ベ
ッ
ト

訳
テ
キ
ス
ト
の
い
ず
れ
も
存
せ
ず
、
た
だ
漢
訳
二
種
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
今
日
イ
ン
ド
撰
述
に
か
か
る
唯
一
の
法
華
注
釈
書
と
な
っ
て

い
る
が
、
内
容
は
文
々
匂
々
に
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
は
な
く
、
序
品
に
お
け
る
七
成
就
、
方
便
品
に
お
け
る
五
示
現
、
響
輸
品
に
お
け

る
七
輪
な
ど
の
独
自
の
視
点
か
ら
経
の
大
綱
を
簡
略
に
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
論
の
漢
訳
は
、
六
世
紀
初
め
に
北
朝
に
来
支
し
た
菩
提
留
支
と
勤
那
摩
提
の
二
人
の
イ
ン
ド
人
訳
経
僧
に
よ
っ
て
別
々
に
な
さ
れ
た

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
今
日
二
種
の
漢
訳
が
残
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
両
テ
キ
ス
ト
の
関
に
内
容
的
な
相
違
は
見
ら
れ
、
ず
、
字
句
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役
毅
『
法
禁
論
』
訳
注

ω

の
相
違
や
、
語
句
の
省
略
な
ど
の
差
に
止
ま
っ
て
い
る
。
両
本
を
比
べ
る
と
、
概
し
て
勤
那
摩
提
訳
の
方
が
語
句
の
上
で
す
っ
き
り
と
整

理
さ
れ
て
い
る
印
象
を
与
え
て
い
る
。

本
論
訳
出
後
の
伝
播
の
状
況
は
余
り
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
論
の
引
用
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
惰
の
天
ム
ロ
智
頭
(
印
ω∞
i
u
S
)

の
後
期
時
代
の
著
作
と
さ
れ
る

ゃ
、
海
市
出

G
E
i
g
N
)
が
智
韻
の
法
華
経
講
説
を
ま
と
め
、
智
額
没
後
に
完
成
し
た
吋
法

華
文
句
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
『
法
華
玄
義
』
も
瀧
頂
の
再
三
に
わ
た
る
修
治
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
法
華
論
』

同
市
に
関
し
て
は
智
頭
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
潅
頂
に
よ
っ
て
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

本
論
を
多
く
引
用
、
援
用
し
た
の
は
一
ニ
論
の
吉
蔵

G
S
l
S
ω
)
で
あ
る
。
吉
蔵
は
『
法
禁
玄
論
』

の
ヨi

『
法
華
統
略
」
な
ど
、

大
部
な
法
華
注
釈
蓄
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
本
論
を
引
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
論
に
対
す
る
注
釈
警
で
あ
る
司
法
華
論

疏
』
一
一
一
巻
を
著
し
て
い
る
。
こ
の
注
釈
警
は
菩
提
留
支
訳
に
拠
っ
て
い
る
が
、
吉
蔵
の
ほ
か
、
こ
の
論
議
闘
を
山
引
用
し
た
り
、
注
釈
書
を
製

22-

ず
る
場
合
で
も
、

ほ
と
ん
ど
が
菩
提
留
支
訳
に
依
拠
し
て
い
る
点
は
、
本
論
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
実
を
提
供
し
て
い
る
。

天
台
で
は
上
述
の
如
く
潅
頂
が
修
治
し
た
智
顎
の
著
作
に
引
用
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
の
天
台
教
団
の
中
で
も
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

む
し
ろ
本
論
は
最
澄
以
来
の
日
本
叡
山
天
台
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
最
控
は
自
身
で
本
論
の
科
文
を
製
し
て
い
る
。

あ
る
が
、

ま
た
、
円
珍
(
∞
ニ
i
g
H
)
は
入
唐
し
て
天
台
山
で
天
台
章
疏
を
学
び

十
巻
を
著
し
て
い
る
。

本
論
は
ま
た
中
国
法
相
宗
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
、
慈
愚
大
部
基

(
S
N
l∞
色
)

は
司
法
薬
玄
賛
』

に
お
い
て
引
用
・
援
用
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
少
し
く
触
れ
た
が
、
近
現
代
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
自
体
に
対
す
る
基
礎
研
究
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
そ
う
多
く
は
な
い
。
近
年
の
本
書
一
に
対
す
る
研
究
成
果
で
は
、
潜
水
梁
山
師
の
国
訳
な
ら
び
に
訳
、
証
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、
こ

以
上
、
本
論
の
伝
播
、

の
国
訳
の
不
備
な
点
は
、
底
本
と
し
て
菩
提
留
支
訳
テ
キ
ス
ト
に
拠
り
な
が
ら
、
同
テ
キ
ス
ト
の
難
読
部
分
に
つ
い
て
は
伺
の
断
り
も
な



く
そ
の
部
分
だ
け
勤
那
摩
提
訳
を
採
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
窓
意
的
な
テ
キ
ス
ト
の
用
い
方
が
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
間
訳
以
後
、
本
論
の
研
究
成
果
と
し
て
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
か
ら
刊
行
さ
れ
た
テ
リ
1
・
ラ
エ
舗
の
デ
ィ
サ
テ
1

シ
ヨ
ン
が
あ
別
、
こ
れ
に
本
論
の
英
訳
と
訳
注
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
閣
で
は
清
水
梁
山
師
以
後
、
本
論
に
対
す
る
厳
密
な

国
訳
と
訳
誌
は
未
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
代
語
訳
も
も
ち
ろ
ん
な
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
藤
井
は
、
平
成
八
年
度
に
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
大
学
院
槙
習
「
法
華
論
研
究
L

を
一
年
間
に
買
っ
て
開
講
し
、
大
学
院
生
諸

君
と
と
も
に
『
法
華
論
』
を
最
初
か
ら
演
習
形
式
で
講
読
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
時
に
院
生
諸
君
が
用
意
し
た
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
、

隈
の
統

訳
注
に
つ
い
て
授
業
で
検
討
を
加
え
、
訂
正
加
筆
し
、
書
き
下
し
文
の
ス
タ
イ
ル
、
現
代
語
訳
に
お
け
る
訳
語
、

を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
演
習
に
参
加
し
、
原
稿
作
成
に
関
わ
っ
た
院
生
諸
君
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

の
形
式
な
ど
に
最
小

地
建
宏
昭

石
井
泰
紀

市
}l1 
純
造

小
沢
宜
忠
雄

桂

紹
寿

狐
野
利
文

武
田
和
博

千
野
政
寿

都
築
千
尋

中
村
覚
道

方く
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江
雅
邦

林
寺
正
俊

矢
田

山
口

こ
の
う
ち
、
当
初
か
ら
原
輔
の
と
り
ま
と
め
の
労
を
取
っ
て
く
れ
た
の
は
、
現
在
は
博
士
課
程
を
単
位
取
得
し
て
退
学
し
た
武
田
和
博

君
で
あ
り
、
ま
た
池
護
宏
昭
君
も
途
中
二
年
間
の
イ
ン
ド
留
学
を
挟
み
な
が
ら
も
本
稿
が
こ
の
よ
う
な
形
に
ま
と
ま
る
ま
で
の
加
筆
補
正
、

体
裁
の
統

の
労
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
幾
分
の
功
あ
り
と
す
れ
ば
そ
れ
は
上
記
の
原
稿
作
成
に
携
わ
っ
た
諸

の
甥
で
あ
り
、
報
理
あ
り
と
す
れ
ば
そ
れ
は
私
、
藤
井
の
過
で
あ
る
。
こ
こ
に
大
方
の
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

(
1
)

天
ム
口
組
官
岨
酬
と
司
法
禁
論
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
天
台
智
額
の
『
法
整
経
恥
解
釈

i
i
如
来
蔵
仏
性
思
想
の
立
場
か
ら

i
i」
勝
呂
信
静
編
『
法

禁
経
の
思
想
と
展
開
』
(
平
楽
寺
警
応
)
二

O
O
一
年
、
お
よ
び
奥
野
光
緊
「
天
台
教
学
と
『
法
華
論
』
|
|
士
口
蔵
と
の
比
較
に
お
い
て

i
i
L
q
天
台
大
師
研

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
一
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω

出
九
』
所
収
、
一
九
九
七
年
)
な
ど
の
論
孜
が
あ
る
。

(2)

吉
蔵
の
吋
法
華
論
』
の
援
用
に
関
し
て
は
、
奥
野
光
資
「
古
口
蔵
の
『
法
華
論
』
の
依
用
に
つ
い
て
|
|
七
処
に
仏
性
有
り
の
文
を
め
ぐ
っ
て

i
i
L
(
『
仏
教

晶
子
』
第
幻
号
、
一
九
八
七
年
)
、
「
士
口
蔵
教
学
と
司
法
禁
論
』
」
(
平
井
俊
栄
監
修
『
一
二
論
教
学
の
研
究
』
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
九

O
年)、

J
口
蔵
の
授
記
思

想
i
i
米
光
愛
正
氏
の
批
判
官
に
応
え
て
l
l
L
(
『
駒
漂
短
期
大
学
仏
教
諭
集
』
第
一
号
、
一
九
九
五
年
)
な
ど
の
一
連
の
論
孜
が
あ
る
。
ま
た
同
氏
に
は
日
本

天
台
ま
で
を
含
む
『
法
華
経
論
』
の
依
用
に
つ
い
て
、
「
円
珍
の
『
法
禁
論
』
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
一
巻
第
一
号
、
一
九
九

二
年
)
の
論
孜
が
あ
る
。
さ
ら
に
知
官
接
と
吉
蔵
の
『
法
華
議
』
解
釈
に
つ
い
て
、
『
法
華
論
』
が
挙
げ
る
十
七
の
異
名
部
分
を
円
珍
の
『
法
孝
義
記
』
に
義
づ

い
て
対
印
加
し
た
論
文
に
、
河
村
孝
照
「
土
問
裁
の
法
禁
論
疏
に
つ
い
て
」
(
『
印
疫
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
五
巻
第
二
号
、
一
九
九
七
年
)
が
あ
っ
て
、
歳
代

中
国
仏
教
と
そ
れ
を
移
入
し
た
日
本
仏
教
に
お
げ
る
司
法
禁
論
』
受
容
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(3)

清
水
梁
山
「
開
閉
誇
妙
法
蓮
華
経
侵
波
援
金
口
L

『
際
誇
大
蔵
経
』
論
部
一
一
十
、
一
九
一
一
一
年
。

(
4
)

、H
m吋
弓

刃

向

巾

〉

σσ0同
一
〈
山
田
口

σ山
口
門
出
H
ロ
ゲ

(ucgg巾
ロ
片
山
門
M
N

円
。
同
町
司
会
∞
同
門
山
内
皆
同
門
日
間
七
戸
自
己
記
-
安
出
a
出
口
々
間
三

〉

ω門口門同一可
O
同
芦
田
町
山
田
件
。
吋
可
申
口
弘
氏
明
記
]
九
日
円
山
口

n
m
y
d
三
4
巾
吋
田
町
片
山
、
。
叫
わ
由
民
問
。
門
口

H
P
∞
巾
吋
}
乙
巾
出
〉
]
{
也
∞
印
・

(5)

吋
法
翠
論
』
の
内
容
解
説
に
つ
い
て
の
論
孜
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

丸
山
孝
雄
「
法
華
経
論
の
立
場
」
『
講
腹
・
大
乗
仏
教
4

法
華
思
想
』
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
。
河
村
孝
照
「
『
法
禁
論
』
解
題
L

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
『
法
華
文
化
研
究
』
第
2
5
号
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
。
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一一、

凡

伊j

、
本
稿
は
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
二
十
六
所
収
の
菩
提
罷
支
訳
テ
キ
ス
ト
を
依
揺
す
る
。
尚
、
テ
キ
ス
ト
の
提
示
は
、
『
大
正
蔵
』

な
ど
の
表
記
は
、
『
大
正
蔵
』

に
準
じ
た
が
、
出
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
適
宜
、
句
点
や
中
慰
問
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
の
見
出
し
部
分
に
付
し
た
貰
数

の
該
当
個
所
を
示
す
。
「
勤
L

と
は
鞍
那
摩
提
訳
で
あ
る
。



倒
、
〔
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
-
E
L
-
M
)
(
鞘
七
-
H
O
n
-
N
-
M
)

一
、
本
稿
は
、
『
法
華
論
』
上
下
二
巻
の
う
ち
、
上
巻
所
収
の
『
法
華
経
』
序
品
の
部
分
に
つ
い
て
、
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
、
訳
注
を
付

し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
書
き
下
し
文
は
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
り
、
新
字
体
を
用
い
た
。

、
テ
キ
ス
ト
部
に
は
、
勤
那
摩
提
訳
と
の
一
語
句
の
棺
違
を
注
記
し
、
書
き
下
し
文
中
に
は
、
内
容
的
な
注
目
記
を
付
け
た
。

、
注
番
号
は
当
該
語
の
最
後
に
付
け
た
。

例
、
転
不
退
転
法
輪
。

ー
鞍
那
摩
提
訳
に
は
、
「
転
L

の
字
を
欠
く
。

経
の
如
く
「
婆
伽
婆
は
王
会
城
の
老
間
関
蝿
山
中
に
住
し
た
ま
い
し
」
が
故
な
り
。

2

『
妙
法
華
』
「
仏
住
主
会
城
老
間
関
掘
山
中
」
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、

一
九
行
自
)
と
対
応
す
る
。

-25 

、
経
文
・
法
華
論
の
テ
キ
ス
ト
の
引
用
に
は
鍵
括
弧
「

L

を
付
け
、
語
句
を
補
う
と
き
は
角
括
弧
[

〕
を
、
意
味
の
補
足
・
語
句

い
換
え
等
は
丸
括
弧
(

)
を
用
い
た
。

例
、
経
の
如
く
「
婆
伽
婆
は
王
舎
域
の
警
関
幌
山
中
に
往
し
た
ま
い
し
L

が
故
な
り
。

司
[
法
華
]
経
』
に
お
い
て
「
尊
師
は
、
王
合
域
の
警
簡
掘
山
の
中
に
と
ど
ま
ら
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
八
地
以
上
の
無
功
用
智
は
、
下
(
第
六
地
以
下
)
と
上
(
第
七
地
)
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

、
『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
党
本
(
南
保
・
ケ
ル
ン
本
)
の
文
句
と
の
対
応
を
検
討
し
、
注
記
し
た
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω

「
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
」
科
段
分
け

帰
敬
働

法
華
経
本
文
引
用

分
段

序
分
成
就

衆
成
就
(
分
段
)

衆

成

就

一

数

成

就

衆
成
就
一
一
行
成
就

衆
成
就
一
一
一
摂
功
徳
成
就
(
分
段
)

摂
功
舘
成
就
一
(
芦
間
功
穂
成
就
)

声
聞
功
徳
成
就
一
上
上
起
門

戸
間
功
穂
成
就
二
総
別
相
門

戸
開
功
穂
成
就
一
一
一
摂
取
事
内

撰
功
徳
成
就
ニ
(
菩
薩
功
徳
成
就
〉

菩
薩
功
穂
成
就
一
上
支
下
支
門

菩
躍
功
穂
成
就
二
摂
取
事
門

菩
薩
功
徳
成
就
一
一
一
撰
取
事
門

摂
功
徳
成
就
一
ニ
(
補
足
)

衆
成
就
西
成
儀
如
法
住
成
就

26 



如
来
欲
説
法
時
宝
成
就

依
所
説
法
威
儀
鑓
順
住
成
就

依
止
説
図
成
就

大
衆
欲
開
法
現
前
成
就

文
珠
蹄
利
答
成
就

総
説
成
就
十
事

成
就
十
事

成
就
十
事

成
就
十
事

成
就
十
事

成
就
十
事

成
就
十
事

成
就
十
一
挙

成
就
十
一
挙

成
就
十
事

成
就
十
事

七六五四三

(
分
段
)

一
現
見
大
義
閣
成
就

二
現
見
世
間
名
字
章
句
意
甚
深
図
成
就

一
一
一
現
見
希
有
国
成
就

回
現
見
勝
妙
国
成
就

五
現
見
受
用
大
関
成
就

六
現
晃
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
圏
成
就

七
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就

八
現
見
能
進
入
国
成
就

九
現
見
臆
念
因
成
就

十
現
見
自
身
所
経
事
国
成
就

27 

I 

」
の
科
段
分
け
は
誇
注
釈
に
基
づ
き
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



序

婦
敬
僑

世
相
制
『
法
整
論
』
訳
注
山

{
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
-

z

w

N

-

H

)

(

勤℃・

5
p
戸

川

)

妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
巻
上

〔
書
き
下
し
文
】

妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
、
巻
の
上

大
乗
論
師
婆
薮
繋
一
思
釈

大
乗
論
師
婆
数
繋
豆
、
釈
す
。

後
鏡
北
天
竺
一
一
一
蔵
菩
提
留
支

共
沙
門
曇
林
等

頂
礼
正
覚
海

為
、
深
利
智
者

紙
農
牟
尼
尊

令
法
自
他
利

帰
命
過
来
世

弘
慈
降
神
力

大
悲
止
四
魔

【
現
代
語
訳
】

訳

後
貌
北
天
笠
一
一
一
蔵
菩
提
皆
支
、

沙
門
曇
林
等
と
共
に
訳
す
。

浄
法
無
為
僧

正
覚
の
海
と
浄
法
と
無
為
僧
と
に
頂
礼
し
、
深
き
利
智
者
の
為
に
毘
銅
典
を

28 

開
示
毘
髄
典

開
示
す
。

う
や
ま

紙
に
牟
尼
尊
と
及
び
菩
薩
・
湾
問
と
を
慶
い
て
、
法
を
し
て
自
他
を
科
せ
し

め
、
略
し
て
鞍
伽
弁
を
出
す
。

及
笠
岡
藤
声
聞

略
出
勤
伽
弁

現
在
仏
菩
薩

過
未
世
と
現
在
と
の
仏
・
菩
薩
に
帰
命
す
。

護願
菩施
提我
増無
長I畏

弘
慈
も
て
神
力
を
降
し
、
願
わ
く
ば
我
に
無
畏
を
施
し
、
大
悲
も
て
間
魔
を

止
め
、
菩
提
を
護
り
増
長
せ
し
め
た
ま
え
。

正
し
い
さ
と
り
の
海
〔
で
あ
る
仏
]
と
、
浄
ら
か
な
法
と
、
不
滅
な
る
僧
と
に
環
礼
し
て
、

深
く
鋭
い
智
あ
る
者
の
た
め
に
字
句
を
解
釈
す
る
典
籍
を
開
き
示
し
ま
す
。



ま
さ
に
仏
と
菩
藤
と
芦
田
山
と
を
敬
っ
て
、

教
法
に
よ
っ
て
自
ら
と
他
を
利
議
せ
し
め
、
簡
潔

の
論
を
創
出
し
ま
す
。

過
去
・
未
来
・
現
在
の
仏
と
菩
蕗
と
に
帰
命
し
ま
す
。

広
大
な
[
仏
の
〕

い
つ
く
し
み
に
よ
っ
て
神
通
力
を
及
ぽ
し
、

願
わ
く
ば
私
に
揺
る
ぎ
な
い
確
信
を
与
え
、

大
い
な
る
あ
わ
れ
み
に
よ
っ
て
、

四
つ
の
魔
を
止
め
、

さ
と
り
を
護
り
増
大
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

2 

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
前
四
礼
正
覚
海
L

以
下
の
帰
敬
偽
を
欠
く
。

箆
倣
典
と
は
、

J
Q削
}
内
田
辺
口
出
の
こ
と
で
、
九
部
経
・
十
二
部
経
の
一
つ
。
も
と
も
と
は
教
説
の
分
析
的
な
解
説
を
意
味
し
て
い
た
。

勃
倣
弁
と
は
、
古
口
蔵
に
依
れ
ば
、
摩
徳
勤
倣
(
H
H

阿
倍
吋
片
山
)
の
こ
と
。
日
間
同
門
広
と
は
十
二
部
経
の
一
つ
で
、
も
と
も
と
論
議
の
内
容
を
意
味
し
て
い
た
が
、

こ
れ
が
発
達
し
て
論
蔵
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
『
法
華
経
』
に
対
す
る
論
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

問
問
魔
と
は
人
々
を
悩
ま
せ
る
四
つ
の
存
在
。
(
一
)
煩
悩
魔
(
身
心
を
悩
ま
す
食
な
ど
の
煩
悩
)
、
(
二
)
纏
魔
(
稜
々
の
管
し
み
を
生
ず
る
五
纏
)
、
(
一
一
一
〉
死

魔
(
死
)
、

(
m
間
)
天
魔
(
人
々
の
善
行
を
妨
げ
る
他
化
自
在
天
の
魔
)
の
こ
と
。
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設
親
司
法
筆
論
』
訳
注

ω

争刀

以
七
成
就
釈
序
説
分
七

法
華
経
本
文

〔
テ
キ
ス
ト
}
(
七

-zw
九
九
・
ロ
・
自
)
(
鞍
刊
)
・

5
p
ロ・

∞z
M
匂
)

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
時
仏
住
王
舎
域
誉
関
掘
山
中
。
与
大

比
丘
衆
万
二
千
人
倶
。
皆
目
疋
阿
羅
漢
。
諸
漏
己
尽
無

復
積
悩
。
心
得
自
荘
善
得
心
解
脱
善
得
慧
解
脱
。
心

善
調
伏
。
人
中
大
捷
。
応
作
者
作
。
所
作
己
弁
。
離

諸
重
担
。
逮
得
日
利
。
尽
諸
有
結
。
善
得
正
智
心
解

脱
。
一
切
心
得
自
在
型
第
一
彼
岸
。
菩
護
摩
詞
薩
八

万
人
。
皆
於
開
鰐
多
議
一
ニ
窺
一
一
一
菩
提
不
退
転
。
皆
得

陀
羅
尼
大
弁
才
楽
説
。
転
不
退
転
法
輪
。
供
養
無
量

百
千
諸
仏
。
於
諸
仏
所
種
諸
善
根
。
常
為
諸
仏
之
所

称
歎
。
以
大
惑
悲
市
修
身
心
。
益
出
入
仏
慧
通
達
大
智

到
於
彼
岸
。
名
称
普
間
無
量
世
界
。
能
度
無
数
百
千

衆
生
。

如
是
我
問
。

〔
書
き
下
し
文
】

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

「
是
く
の
如
く
、
我
、
開
け
り
。
一
時
、
仏
は
王
舎
域
の
遊
間
関
幅
山
中
に
住

し
た
ま
い
き
。
大
比
丘
衆
万
ニ
イ
ヤ
人
と
慎
な
り
き
。
皆
、
是
れ
、
開
羅
漢
な
り
。

諸
の
漏
は
己
に
尽
き
、
復
た
煩
悩
無
く
、
心
に
自
在
を
得
、
善
く
心
解
脱
を

得
、
善
く
慧
解
脱
を
得
、
心
は
善
く
調
伏
し
、
人
中
の
大
龍
な
り
。
応
に
作

す
べ
き
は
作
し
、
作
す
所
は
巴
に
弁
じ
、
諸
の
重
担
を
離
れ
、
己
利
を
逮
得

し
、
諸
の
有
結
を
尽
く
し
、
善
く
正
智
・
心
解
説
を
得
、
一
切
心
に
自
在
を

得
、
第
一
な
る
彼
岸
に
到
れ
り
。
菩
薩
・
摩
詞
薩
は
八
万
人
な
り
。
皆
、
問

鵜
多
羅
一
一
一
読
一
ニ
菩
提
に
於
い
て
退
転
せ
ず
、
皆
、
陀
羅
尼
を
得
、
大
弁
才
も

て
楽
説
し
、
不
退
転
の
法
輪
を
転
、
ず
。
無
且
一
黒
百
千
の
諸
仏
を
供
養
し
、
諸
の

仏
所
に
於
い
て
諸
の
善
根
を
種
え
、
常
に
諸
仏
の
称
歎
す
る
所
と
為
り
、
大

慈
悲
を
以
て
身
、
む
を
修
し
、
善
く
仏
慧
に
入
り
、
大
智
に
通
達
し
、
彼
岸
に

30 

到
り
、
名
称
は
普
く
無
量
の
世
界
に
聞
こ
え
、
能
く
無
数
百
千
の
衆
生
を
度



せ
り
O

L

〔
現
代
語
訳
}

妙
法
蓮
華
経
序
品
第

「
こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
は
開
い
た
。
あ
る
時
、
仏
は
王
舎
域
の
警
閣
制
崎
山
の
な
か
に
と
ど
ま
ら
れ
、
大
勢
の
比
丘
た
ち
、

万
二
千
人

と
と
も
に
お
ら
れ
た
。
彼
ら
は
み
な
弼
羅
漢
で
、
諸
々
の
心
の
汚
れ
を
滅
し
尽
く
し
、

ま
た
煩
悩
な
く
、
心
に
自
在
を
得
て
、
心
の
解
脱

を
得
、

に
よ
る
解
脱
を
得
、
心
を
普
く
制
御
し
、
人
々
の
う
ち
の
偉
大
な
龍
で
あ
っ
た
。
作
す
べ
き
こ
と
を
作
し
、
作
す
べ
き
こ
と

は
既
に
作
し
終
わ
り
、
諸
々
の
重
荷
を
離
れ
、
自
己
の
さ
と
り
と
い
う
利
益
を
得
て
、
す
べ
て
の
生
死
の
迷
い
を
ひ
き
お
こ
す
煩
悩
の
束

縛
を
断
ち
、
よ
く
正
し
い
智
慧
と
心
の
解
説
を
得
、
す
べ
て
の
心
に
自
在
を
得
、
究
槌
の
さ
と
り
の
彼
岸
に
到
っ
て
い
た
。
L

「
ま
た
、
偉
大
な
窓
口
羅
た
ち
八
万
人
が
い
た
。
み
な
、
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
に
達
し
よ
う
と
し
て
退
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
み

な
ダ
!
ラ
ニ
ー
を
得
て
お
り
、
人
々
に
自
在
に
法
を
説
く
弁
舌
の
才
を
有
し
て
い
て
、
退
き
後
戻
り
す
る
こ
と
の
な
い
教
え
の
輪
を
廻
し
、

31 

数
え
切
れ
な
い
程
の
仏
た
ち
を
供
養
し
て
、

そ
れ
ら
の
仏
の
み
も
と
で
多
く
の
善
の
根
本
を
つ
ち
か
い
、
常
に
仏
た
ち
に
讃
歎
さ
れ
、
大

い
な
る
慈
し
み
と
あ
わ
れ
み
を
も
っ
て
そ
の
身
と
心
を
修
め
て
、
巧
み
に
仏
の
智
慧
に
入
り
、
大
い
な
る
智
慧
に
達
し
て
、

さ
と
り
の
彼

に
到
達
し
、

そ
の
名
は
あ
ま
ね
く
無
量
の
世
界
に
聞
こ
え
て
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
数
の
衆
生
を
〔
彼
岸
に
〕
渡
し
た
。
L

5 

戦
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
転
L

の
字
を
欠
く
。

吋
法
華
論
』
で
は
肺
門
羅
漢
の
叙
述
に
十
六
匂
を
挙
げ
る
が
、
林
凡
文
吋
法
華
経
』
で
は
十
八
勾
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
附
表
を
参
照
。

吋
法
華
論
』
で
は
袋
町
薩
摩
詞
議
の
叙
述
に
十
三
匂
を
挙
げ
る
。
焚
文
『
法
華
経
』
で
も
十
三
句
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
附
表
を
参
照
。
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世
親
『
法
華
論
』
訳
注
川

8 

円
山
宮
山
吋
山
口
問
の
北
日
写
。
「
保
持
す
る
こ
と
L

の
窓
で
、
教
法
を
心
に
と
ど
め
て
忘
失
し
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
普
通
は
神
秘
的
な
カ
を
有
す
る
章
句
・
呪
文

を
指
す
。

分
段
{
テ
キ
ス
ト
〕
(
匂
-
H
m
y
N
・
忠
也

-gw
戸

切

)

(
動
向
)
・

5
p
q・

zsM品)

釈
臼
。
此
経
法
門
。
初
第
一
品
示
現
七
種
功
徳
成
就
。

此
義
応
知
。
何
等
為
七
。
一
者
序
分
成
就
。
二
者
衆

成
就
。
王
者
如
来
欲
説
法
時
歪
成
就
。
問
者
依
所
説

法
威
儀
髄
願
住
成
就
。
五
者
依
止
説
閣
成
就
。
六
者

大
衆
現
前
欲
開
法
成
就
。
七
者
文
殊
部
利
菩
寵
答
成

就。【
現
代
語
訳
】

注
釈
し
て
い
う
。
こ
の
」
法
華
〕
経
』

【
書
き
下
し
文
〕

釈
し
て
日
く
。
此
の
経
の
法
門
、
初
め
の
第

口
聞
は
、
七
種
の
功
纏
の
成

就
を
示
現
す
。
此
の
義
、
応
に
知
る
べ
し
。
何
等
を
か
七
と
為
す
や
。

-32 

一
に
は
、
序
分
成
就
。

こ
に
は
、
衆
成
就
。

一
一
一
に
は
、
如
来
欲
説
法
時
至
成
就
。

四
に
は
、
依
所
説
法
威
儀
随
頗
住
成
就
。

五
に
は
、
依
止
説
圏
成
就
。

六
に
は
、
大
衆
現
前
欲
開
法
成
就
。

七
に
は
、
文
殊
師
利
菩
露
答
成
就
な
り
。

の
教
え
の
う
ち
、
初
め
の
第
一
章
は
、
七
つ
の
特
性
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



こ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
つ
と
は
何
か
。

第
一
に
、
序
の
部
分
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
で
あ
る
。

第
二
に
、
〔
教
え
を
関
こ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
い
る
〕
人
々
と
い
う
〔
特
性
の
]
完
成
で
あ
る
。

第
一
一
一
に
、
如
来
が
法
を
説
こ
う
と
す
る
持
が
来
て
い
る
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
で
あ
る
。

第
四
に
、
〔
あ
る
こ
と
に
〕
依
拠
し
て
説
法
し
、
蔽
か
な
る
張
る
舞
い
に
準
拠
し
て
維
持
し
て
い
る
と
い
う
[
特
性
の
]
完
成
で
あ
る
。

[
衆
生
に
]
依
っ
て
い
る
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
で
あ
る
。

第
五
に
、
法
を
説
く
原
田
副
が

第
六
に
、
法
を
開
き
た
い
と
い
う
望
み
が
大
衆
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
[
特
性
の
〕
完
成
で
あ
る
。

第
七
に
、
文
殊
師
利
菩
寵
が
答
え
て
い
る
と
い
う
{
特
性
の
]
完
成
で
あ
る
。
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2 

勅
那
摩
提
訳
ぜ
は
、
「
釈
臼
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
此
経
法
門
L

安
「
此
法
門
中
」
と
す
る
。

勅
那
摩
援
訳
で
は
、
「
一
苦
境
L

を
「
間
切
L

と
す
る
。

勃
抑
抑
摩
提
訳
で
は
、
「
此
義
応
知
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
依
所
L

を
「
一
所
依
L

と
す
る
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
威
儀
随
願
」
を
「
随
順
威
儀
L

と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
ぷ
非
同
薩
L

を
欠
く
。

3 4 5 6 7 

北
大
文
学
研
究
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紀
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世
毅
『
法
華
論
』
訳
注

ω

序
分
成
就

〔
テ
キ
ス
ト
〕
(
℃
・

5
w
N戸
。
e
M
M
)

(勤℃・

5
p
~
-
N守・
H

H

P

戸

ω)

序
分
成
就
者
。
此
法
門
中
示
現
二
種
勝
義
成
就
。
此

義
応
知
。
何
等
為
二
。
一
者
一
不
現
諸
法
門
中
最
勝
義

成
就
。
一
一
者
一
不
現
自
在
功
徳
義
成
就
。
如
王
舎
域
。

勝
於
一
切
諸
余
城
舎
。
者
間
掘
山
勝
余
諸
山
。
顕
此

法
門
最
勝
義
故
。
如
経
婆
伽
婆
住
王
本
一
口
域
老
岡
南
幌
山

中
故
。

{
現
代
語
訳
】

「
序
の
部
分
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
L

と
は
、
こ
の

{
書
き
下
し
文
】

「
序
分
成
就
L

と
は
、
此
の
法
門
中
、
二
種
の
勝
義
の
成
就
を
示
現
す
。
此

の
義
、
応
に
知
る
べ
し
。
何
等
を
か
ご
と
為
す
や
。

一
に
は
、
諸
の
法
門
中
の
最
勝
義
の
成
就
を
示
現
す
。

一
に
は
、
自
在
な
る
功
徳
の
義
の
成
就
を
示
現
す
。
王
舎
域
の
、

一
切
の
諸

の
余
の
域
全
口
よ
り
勝
れ
、
誉
関
掘
山
の
、
余
の
諸
山
よ
り
勝
れ
た
る
が
如
き

は
、
此
の
法
問
け
の
最
勝
義
を
顕
す
が
故
な
り
。
経
の
如
く
「
婆
蜘
婆
は
王
舎

34 

域
の
誉
閤
掘
山
中
に
住
し
た
ま
い
し
L

が
故
な
り
。

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
一
種
と
は
何
か
。
第
一
に
、
諸
々
の
教
え
の
中
で
最
も
優
れ
た
意
義

[
『
法
華
経
』
と
い
う
〕
教
え
の
中
で
、
一
一
種
の
す
ぐ
れ
た
意
義
が
完
成
し
て
い

が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

に
、
自
在
で
あ
る
功
徳
の
意
義
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
老
回
関
幅
山
が
他
の
す
べ
て
の
山
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
よ

王
舎
域
が
他
の
す
べ
て
の
域
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

に
お
い
て
「
尊
師
は
、

う
な
こ
と
は
、
こ
の
つ
法
華
経
』
と
い
う
]
教
え
が
最
も
優
れ
た
意
義
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
o
A法
華
〕
経
』

王
会
域
の
老
間
関
堀
山
の
な
か
に
と
ど
ま
ら
れ
L

と
あ
る
よ
う
に
。
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勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
又
序
分
成
就
者
」
と
し
、
「
又
L

の
字
を
加
え
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
中
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
勝
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
援
訳
で
は
、
「
此
義
応
知
」
を
欠
く
。

動
那
摩
援
訳
で
は
、
「
一
不
現
一
切
諸
法
門
中
」
と
あ
り
、
「
一
切
L

の
字
を
加
え
る
。

紡
那
摩
援
訳
で
は
、
「
義
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
臨
時
援
訳
で
は
、
「
成
就
」
の
後
に
「
放
」
の
字
を
加
え
る
。

紡
那
摩
援
訳
で
は
、
「
勝
於
一
切
箔
域
金
口
」
を
「
勝
余
一
切
域
会
放
」
と
す
る
。

勅
那
臓
障
提
訳
で
は
、
「
諸
山
L

の
後
に
「
故
」
の
字
を
加
え
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
顕
此
法
門
最
勝
義
放
」
を
欠
く
。

勅
那
麻
路
援
訳
で
は
、
「
婆
伽
婆
住
L

を
「
如
回
定
我
間
一
一
時
仏
住
」
と
す
る
。

『
妙
法
華
』
「
仏
住
五
合
城
者
間
関
幌
山
中
」
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
資
下
、
十
九
行
呂
)

8 

衆
成
就

(
分
段
)

O 

{
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
-
H
F
q・
5aM品
)

(勤
H
V
-
H
H
P

ミ・

ω
・ω)
衆
成
就
者
。
有
田
種
義
故
。
成
就
示
現
応
知
。
何
等

為
回
。

者
数
成
就
。
二
者
行
成
就
。
三
者
摂
功
穂

し
。
何
等
を
か
四
と
為
す
や
。

四
種
の
義
あ
る
が
故
に
、
成
就
の
示
現
、
応
に
知
る
べ

成
就
。
四
者
威
儀
如
法
住
成
就
。

【
書
き
下
し
文
〕

「
衆
成
就
」
と
は
、

と
対
応
す
る
。

35 

に
は
、
摂
功
徳
成
就
。
四
に
は
、
威
儀
如
法
住
成
就
な
り
。

一
に
は
、
数
成
就
。
二
に
は
、
行
成
就
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω

〔
現
代
語
訳
〕

「
〔
教
え
を
聞
こ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
い
る
]
人
々
と
い
う
[
特
性
の
]
完
成
L

と
は
、

四
種
の
意
義
が
あ
る
。
完
成
の
示
現
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
閤
穣
と
は
伺
か
。

に
、
数
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
で
あ
る
。

第第
二
に
、
行
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
で
あ
る
。

第
三
に
、
功
徳
を
あ
わ
せ
て
い
る
と
い
う
{
特
性
の
]
完
成
で
あ
る
。

第
四
に
、
厳
か
な
振
る
舞
い
が
法
に
従
っ
て
持
続
し
て
い
る
と
い
う
{
特
性
の
]
完
成
で
あ
る
。
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l 

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
故
L

の
学
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
一
空
域
応
知
L

を
欠
く
。

2 衆
成
就

数
成
就

{
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
・

5
w
~・
5
)
(鞍℃・
M

M

P

戸
。
)

数
成
就
者
。
諸
大
衆
無
数
故
。

〔
書
き
下
し
文
〕

「
数
成
就
」
と
は
、
諾
の
大
衆
は
無
数
な
る
が
故
な
り
。

{
現
代
語
訳
】

「
数
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
」
と
(
い
う
の
〕
は
、
諸
々
の
[
教
え
を
開
こ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
い
る
〕
大
勢
の
人
々
の
数
は
無
数
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。



衆
成
就

行
成
就

【
テ
キ
ス
ト
〕

(
U
・

5w
ミ・

5者
N
H
)
(
勤
U
-
M
H
P
N
~
・

A
Y
H
N
)
 

行
成
就
者
有
四
種
。
一
者
謂
諸
声
関
修
小
乗
行
。
一

者
謂
諸
菩
薩
修
大
乗
行
。
一
一
一
者
謂
諸
菩
龍
神
通
自
在

髄
時
一
部
現
。
能
修
行
大
乗
。
如
臆
陀
波
羅
菩
寵
等
十

六
大
賢
士
。
具
足
菩
謹
不
可
思
議
事
。
荷
常
示
現
種

種
形
相
。
謂
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
比
丘
・
比
丘
尼
等
。

問
者
謂
出
家
声
関
威
儀
一
定
。
不
問
菩
薩
故
。

【
現
代
語
訳
〕

〔
書
き
下
し
文
】

「
行
成
就
L

と
は
、

四
種
有
り14

一
に
は
、
諸
の
声
聞
の
、
小
乗
の
行
を
修
す
る
を
謂
う
。

二
に
は
、
諸
の
菩
薩
の
、
大
乗
の
行
を
修
す
る
を
謂
う
。

一
ニ
に
は
、
諸
の
菩
薩
の
、
神
通
自
在
に
し
て
、
随
時
に
示
現
し
、
能
く
大
乗

を
修
行
す
る
を
謂
う
。
融
問
柁
波
羅
菩
薩
等
の
十
六
大
賢
士
、

の
不
可
思

議
事
を
具
足
し
て
、
常
に
種
種
の
形
精
を
示
現
す
る
が
如
し
。
謂
く
、
優
婆

-
優
婆
夷
・
比
丘
・
比
丘
尼
等
な
り
。

37 

自
に
は
、
出
家
せ
る
声
閣
の
、
威
儀
一
定
な
る
を
謂
う
。
菩
薩
と
同
じ
か
ら

ざ
る
が
故
な
り
。

「
行
と
い
う
〔
特
性
の
]
完
成
」
に
は
四
種
あ
る
。
第
一
に
、
諸
々
の
声
閣
で
あ
っ
て
、
小
乗
の
行
を
修
め
る
者
た
ち
で
あ
る
。

第
二
に
、
諸
々
の
菩
薩
で
あ
っ
て
、
大
乗
の
行
を
修
め
る
者
た
ち
で
あ
る
。

る
。
臆
陀
波
羅
菩
寵
等
の
十
六
大
賢
士
が
、

一
に
、
諸
々
の
菩
薩
で
あ
っ
て
、
神
通
力
を
思
う
ま
ま
に
し
、
随
時
に
示
現
し
、
巧
み
に
大
乗
[
の
行
]
を
修
行
す
る
者
た
ち
で
あ
優
婆

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆

の
不
可
思
議
な
事
柄
を
具
え
、
常
に
種
々
の
様
棺
を
示
す
よ
う
に
。
[
そ
れ
は
]



世
親
吋
法
華
論
』
訳
注

ω

塞
、
優
婆
夷
、
比
丘
、
比
丘
尼
等
で
あ
る
。

第
四
に
、
出
家
し
た
声
簡
で
あ
っ
て
、
振
る
舞
い
は
一
定
の
者
た
ち
で
あ
る
。
菩
躍
[
の
援
る
舞
い
の
場
合
〕
と
同
じ
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

3 

勤
那
摩
相
究
訳
で
は
、
「
讃
L

の
字
、
そ
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
讃
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
協
批
判
訳
で
は
、
「
諮
」
の
也
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
抽
内
通
自
在
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
摂
訳
で
は
、
「
修
」
の
也
子
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
臆
陀
波
羅
強
口
薩
等
十
六
大
賢
土
L

を
「
践
陀
婆
器
撤
等
十
六
人
L

と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
常
L

の
字
を
「
能
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
謂
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
放
L

の
字
を
加
え
る
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
謂
L

の
{
子
を
欠
く
。

勅
那
態
提
訳
で
は
、
「
声
問
問
L

を
「
人
」
と
す
る
。

吋
法
泰
弘
棚
』
は
行
に
よ
り
人
々
を
四
種
に
分
け
る
が
、
『
妙
法
華
』
は
こ
穫
に
分
け
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
其
名
日
間
若
矯
煉
如
。
摩
一
部
迦
葉
。
L

以

下
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
、
阿
羅
漢
や
学
・
無
学
と
一
言
わ
れ
る
者
た
ち
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
頁
下
、
一
一
二
一
行
自
tJ
二
真
上
、
一
一
行
自
)
と
、
「
其
名
臼
文

殊
師
利
菩
薩
。
観
世
音
菩
薩
。
」
以
下
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
、
菩
薩
摩
諮
援
と
替
わ
れ
る
者
た
ち
(
『
大
正
蔵
L

第
九
巻
、
二
真
上
、
八
行
自

1
一
四
行
自
)

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
『
法
華
論
』
の
一
言
う
「
一
者
謂
諮
戸
間
修
小
乗
行
L

と
「
一
一
者
議
諸
菩
薩
修
大
乗
行
」
と
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一

方
、
焚
文
『
法
華
教
』
(
ケ
ル
ン
潟
燦
本
(
州
内
Z
)
は
、
コ
一
種
に
分
げ
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
法
華
論
』
の
第
一
、
第
二
、
第
一
一
一
の
グ
ル
ー
プ
に
穏
当

す
る
と
思
わ
れ
る
(
第
一
グ
ル
ー
プ
一
同
2
・匂
-
Y
F
∞
'
匂

-
N
L
S。
第
二
グ
ル
ー
プ
一
次
戸
℃
・

ω入
ζ
』
巴
。
第
一
一
一
グ
ル
ー
プ
一
次
Z-H)・ω
L・5
4℃
'A??

4 5 6 7 8 14 13 12 11 10 9 
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15 

N
)
O

吋
妙
法
華
ご
、
党
文
『
法
禁
経
』
と
も
、
『
法
華
一
諭
』
の
第
四
グ
ル
ー
プ
に
相
当
す
る
者
た
ち
は
挙
げ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

パ
ド
ラ
パ
!
日
ブ
(
資
護
)
を
長
と
す
る
十
六
人
の
賢
土
(
由
民
℃
尽
忍
同
)
。
林
凡
文
『
法
華
経
』
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
日
う
。

σ吉
弘
吋
同
℃
同
日
間
同
)
口
ヨ
間
同
慣
習
阿
国
知
山
由

g
q
o
a

す
山
田

σyS出
向
付
匂
戸
河
口
叩
白
山
ザ
印
問
丘

g
g
¥け
包
可
担
任
問
¥
(
一

)
σ
g己
吋
若
山
一
四
口
開
門
出
(
一
一
)
門
出
門
口
出
昨
白
吋
呂
田

E
(一
ニ
)
自
由
同
込
町
長
〈
同
町
内
口
出
門
出
(
閉
山

)
E
S仏山口
g
白

g
(五
)
聞
各
百
羽
田

3
8同
門
出
(
ム
ハ

)SEHM即
応
向
洋
巾
口
同
門
出
(
七
)
自
門
町
乱
開
口

g
山
口
出
(
八
)
ロ
江
田

5
8即
位
口
開
口
同
(
九

)
4
H
r
g
g丸
山
口
山
口
出
(
十
)

g
E
E目前
5
5由
江
口
開
門
知
(
十
一
)
出

5
0
m
g念
門
出
目
白
山
門
出
(
十
一
一

)
g
g
g買出田昨日比
Z
E
g
(十一一一
)
2
2
r
H
M
E仲
間
〈
宗
門
前
日
目
沼
山
門
出
(
十
四
)

E
C℃
即
日
出
自
由
民
ロ
山
門
出
(
十
五
)
印
ロ
ミ
担
問
一
回
-
吋
ぴ

y
g開
門
出
(
十
六
)
門

H
E
g
a
g門
津
田
吋
巾
ロ
即
門
知
¥
(
州
内
Z
・
℃
い
い
い
や
℃
-P~-N)

こ
の
う
ち

σ町
田
仏
吋
与
問
]
叫
が
腿
陀

波
羅
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
は
、
議
官
提
流
支
訳
吋
勝
怒
排
他
党
天
一
助
関
経
』
(
『
大
蕊
蔵
』
第
十
五
巻
、
六
二
頁
中
)
に
挙
げ
ら
れ
る
十
六
菩
鐙
の
名
称

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
(
経
什
訳
『
怒
益
林
凡
夫
所
関
経
』
で
は
一
部
異
な
る
)
。
漢
訳
法
華
経
で
は
十
六
名
を
一
回
と
し
て
扱
う
こ
と
は
し
な
い
が
、
吋
妙
法
華
』

(
『
大
五
歳

L第
九
巻
、
二
百
見
上
)
に
は
「
毅
柁
婆
緩
L

「
宝
積
L

「
導
制
L

の
一
一
一
菩
緩
、
『
立
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
六
一
二
頁
上
)
に
は
「
大
導
邸
L

「水

天
L

J

晴
天
L

の
一
二
菩
薩
の
名
が
見
ら
れ
る
。

衆
成
就

摂
功
徳
成
就

O 

(
円
分
段
)
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{
テ
キ
ス
ト
〕
(
℃
・

5wNN・
N
N
E
N
ω
)
(
勤
匂
-
M
H
P
戸

{
書
き
下
し
文
}

H
N
e
]
E
u
)
 

皆
是
阿
羅
漢
等
有
十
六
句
。
一
部
現
声
開
功
徳
成
就
。

皆
於
間
鰐
多
羅
一
ニ
窺
三
菩
提
不
退
転
等
有
十
三
匂
。

示
現
菩
薩
功
徳
成
就
。

「
皆
、
是
れ
阿
纏
漢
な
り
」
等
、
十
六
句
有
り
。
声
問
問
功
徳
成
就
を
一
部
現

す。
「
皆
、
開
鵜
多
羅
三
窺
一
一

に
於
て
退
転
せ
ず
」
等
、
十
一
一
一
句
有
り
。

菩
薩
功
徳
成
就
を
示
現
す
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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〔
現
代
語
訳
】

「
彼
ら
は
み
な
蹄
羅
漢
で
あ
っ
た
L

去
々
に
は
十
六
の
語
句
が
あ
る
。
[
こ
れ
ら
の
語
句
は
〕
声
聞
の
功
徳
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

の
功
徳
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
み
な
、
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
に
達
し
よ
う
と
し
て
退
く
こ
と
が
な
か
っ
た
L

云
々
に
は
十
三
の
語
句
が
あ
る
。
[
こ
れ
ら
の
語
句
は
〕

19 18 17 16 

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
有
L

を
「
者
」
と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
故
」
の
学
を
加
え
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
比
自
不
退
転
阿
務
多
羅
一
一
一
毅
一
一
一
菩
援
等
者
L

と
す
る
。

勅
那
臓
障
提
訳
で
は
、
「
故
」
の
字
を
加
え
る
。
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衆
成
就

摂
功
徳
成
就

(
湾
問
功
徳
成
就

{
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
-
H
?
ミ
-

N

。，N
∞)
(
鞍
℃
・
口
州
グ
ロ

]

{

ι

1

]

{

吋
)

戸
間
功
徳
成
就
者
。
彼
十
六
匂
一
一
一
門
摂
義
一
不
現
応
知
。

者
総
別
相
門
。
コ
一

何
等
一
一
一
門
。

一
者
上
上
起
門
。

者
摂
取
事
門
。

O 

同
分
段
)

門
書
き
下
し
文
〕

「
声
間
関
功
徳
成
就
」
と
は
、
彼
の
十
六
句
、
一
ニ
聞
け
の
摂
の
義
の
示
現
な
り
。

応
に
知
る
べ
し
。
何
等
を
か
一
ニ
門
と
な
る
。

総
別
相
門
。
一
ニ
に
は
、
喪
取
事
門
な
り
。

一
に
は
、
上
上
起
門
。

一
に
は
、



〔
現
代
語
訳
〕

「
戸
慣
の
功
徳
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
」
と
は
、
上
述
の
十
六
の
語
句
が
、
三
つ
の
観
点
か
ら
、
包
括
的
に
意
義
を
示
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
〔
こ
の
こ
と
を
]
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
ニ
つ
の
観
点
と
は
何
か
。
第
一
に
、
上
上
起
丹
(
先
々
の
文
句
に
基
づ
い
て
後
々
の

文
句
が
起
こ
る
と
い
う
観
点
)
、
第
二
に
、
総
別
相
内
(
総
論
各
論
と
い
う
観
点
)
、
第
三
に
、
摂
取
事
門
(
事
柄
を
包
括
す
る
と
い
う
観

点
)
で
あ
る
。

22 21 20 

動
那
麻
原
援
訳
で
は
、
「
市
出
品
開
」
を
「
阿
羅
漢
」
と
す
る
。

勅
那
腕
時
提
訳
で
は
、
「
彼
十
六
句
示
現
三
種
間
川
摂
義
L

と
す
る
。

摂
功
徳
成
就
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
(
『
大
正
蔵
』
二
六
巻
、

衆
成
就

(
芦
間
功
徳
成
就

摸
功
徳
成
就

【
テ
キ
ス
ト
〕
(
匂
-

H
ダ

N
N
C
'
℃
-

r

w

N
・
N
φ
)

(
山
靭
七
戸
m
w
w
N

・
H

吋也・

上
上
起
門
者
。
謂
諸
漏
巳
尽
故
名
為
阿
羅
漢
。
以
心

得
自
在
故
名
為
諸
漏
日
尽
。
以
無
復
償
悩
故
名
為
心

お

得
自
在
。
以
善
得
心
解
脱
蕎
得
慧
解
脱
故
名
為
心
得

約

却

自
在
。
以
遠
離
能
見
所
見
故
名
為
無
復
慣
悩
。
以
養

戸

吋

)

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

一
資
中
、
一
三
行
自
)
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上
上
起
門
)

門
書
き
下
し
文
】

「
上
上
起
門
」
と
は
、
謂
く
、

「
諸
の
漏
は
己
に
尽
く
る
」
が
故
に
、
名
づ
け
て
「
向
羅
漢
な
り
」
と
為
す
。

「
心
に
自
在
を
得
る
L

を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て
「
諸
の
漏
は
巴
に
尽
く
L

と
為
す
。



社
毅
吋
法
華
論
』
訳
注

ω

得
心
解
説
善
得
慧
解
脱
故
名
為
心
益
口
調
伏
。
人
中
大

龍
者
。
行
諸
悪
道
如
平
抱
一
路
無
所
拘
擬
。
応
行
者
自

行
。
応
到
処
日
到
故
。
応
作
者
色
。
人
中
大
龍
己
儀

対
治
降
伏
煩
脳
之
怨
敵
故
。
所
作
己
弁
者
。
更
不
後

生
如
相
応
事
巳
成
就
故
。
離
諸
品
嗣
一
一
担
者
。
以
応
作
者

作
所
作
己
弁
後
生
重
担
日
捨
離
故
逮
得
己
利
者
巳
捨

持

重
担
証
混
般
市
故
。
氏
、
諸
有
結
者
。
以
逮
得
己
利
断
諸

煩
悩
国
故
。
善
得
正
智
心
解
脱
者
。
諸
漏
日
尽
故
。

一
切
心
得
自
在
者
。
議
問
知
見
道
修
道
智
故
。
判
別
第
一

彼
岸
者
。
益
出
得
正
智
心
解
脱
善
得
神
通
無
誇
三
昧
等

諾
功
徳
故
。
大
向
羅
漢
等
者
。
心
得
自
在
型
彼
岸
故
。

衆
所
知
識
者
。
諸
王
王
子
大
臣
人
民
帝
釈
天
王
党

天
王
皆
識
知
故
。
又
復
湾
関
窓
口
寵
仏
等
是
勝
智
者
。

彼
勝
智
者
皆
悉
善
知
。
是
故
名
為
衆
所
知
識
。

「
復
た
煩
悩
無
き
」
を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て
「
心
に
自
在
を
得
」
と
為

す。
「
替
く
心
解
説
を
得
、
益
出
く
慧
解
脱
を
得
る
L

を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て

「
心
に
自
在
宇
佐
得
L

と
為
す
。

能
見
・
所
見
を
遠
離
す
る
を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て
「
復
た
煩
儲
無
し
L

と
為
す
。
「
養
く
心
解
脱
を
得
、
善
く
慧
解
脱
を
得
る
L

を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て

「
心
は
善
く
調
伏
す
」
と
為
す
。

「
人
中
の
大
龍
な
り
L

と
は
、
諸
の
悪
道
を
行
く
こ
と
、
平
坦
の
路
の
拘
擬

す
る
所
無
き
が
如
く
に
し
て
、
応
に
行
や
す
べ
き
は
己
に
行
じ
、
応
に
到
る
べ

き
処
は
巴
に
到
る
が
故
な
り
。

42 

「
応
に
作
す
べ
き
は
作
し
L

〔
と
は
、
]
「
人
中
の
大
龍
L

は
、
巴
に
対
治
を

得
、
積
悩
の
怨
敵
を
降
伏
す
る
が
故
な
り
。

「
作
す
所
は
巳
に
弁
じ
」
と
は
、
更
に
後
に
生
ぜ
ず
、
相
応
の
事
の
如
く
日

に
成
就
す
る
が
故
な
り
。

「
諸
の
重
相
一
を
離
れ
」
と
は
、
「
応
に
作
す
べ
き
は
作
し
、
作
す
所
は
巴
に

弁
ず
る
」
を
以
て
、
後
生
の
重
担
を
己
に
捨
離
す
る
が
故
な
り
。



「
己
利
を
逮
得
し
」
と
は
、
己
に
重
担
そ
捨
て
、
浬
繋
を
証
す
る
が
故
な
り
。

「
諸
の
有
結
を
尽
く
し
」
と
は
、
「
日
利
を
逮
得
し
」

の
煩
悩
の
困
を
断

ず
る
を
以
て
の
故
な
り
。

「
善
く
正
智
・
心
解
脱
を
得
し
と
は
、
「
諸
の
、
漏
は
巴
に
尽
く
る
L

が
故
な

り
「
一
切
の
心
に
自
在
を
得
L

と
は
、
善
く
見
選
と
修
道
と
の
智
を
知
る
が
故

な
り
。「
第
一
な
る
彼
岸
に
到
れ
り
L

と
は
、
「
善
く
正
智
・
心
解
脱
を
得
」
、

「
大
阿
羅
漢
等
」
と
は
、
「
心
に
自
在
な
得
」
、
彼
岸
に
到
る
が
故
な
り
。
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神
遇
、
無
静
一
一
一
味
等
の
諸
の
功
徳
を
得
る
が
故
な
り
。

「
衆
の
知
識
す
る
所
」
と
は
、
諸
の
王
・
王
子
・
大
臣
・
人
民
・
帝
釈
天
王
・

党
天
王
等
、
皆
識
知
す
る
が
故
な
り
。
又
復
た
、
声
聞
・

-
仏
等
、

れ
勝
智
者
な
り
。
彼
の
勝
智
者
、
皆
悉
く
善
く
知
る
。

の
故
に
、
名
づ
け

て
「
衆
の
知
識
す
る
所
」
と
為
す
。

〔
現
代
語
訳
〕

「
上
上
起
門
」
(
先
々
の
文
句
に
基
づ
い
て
後
々
の
文
句
が
起
こ
る
と
い
う
観
点
)
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
す
べ
て
の
心
の
汚
れ
を
滅
し
尽
く
し
L

て
い
る
の
で
「
阿
羅
漢
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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「
心
に
自
在
を
得
」
て
い
る
の
で
「
す
べ
て
の
心
の
汚
れ
を
滅
し
尽
く
し
」
た
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ま
た
煩
悩
も
な
く
」
な
っ
て
い
る
の
で
「
心
に
自
在
を
得
」
た
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

「
よ
く
心
の
解
脱
を
得
、

よ
く
智
慧
に
よ
る
解
脱
を
得
」
て
い
る
の
で
「
心
に
自
在
を
得
L

た
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

主
観
客
観
の
対
立
を
離
れ
て
い
る
の
で
「
ま
た
慎
悩
も
な
く
」
な
っ
て
い
る
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

「
よ
く
心
の
解
脱
を
得
、

よ
く
智
慧
に
よ
る
解
脱
を
得
」
て
い
る
の
で
「
心
を
よ
く
制
御
し
」
て
い
る
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

「
人
々
の
中
の
偉
大
な
龍
L

と
(
一
一
お
わ
れ
る
の
〕
は
、
妨
げ
の
な
い
平
坦
な
道
を
行
く
よ
う
に
悪
路
を
行
き
、
行
う
べ
き
こ
と
を
す
で
に

行
い
、
到
る
べ
き
処
に
す
で
に
到
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
作
す
べ
き
こ
と
を
作
し
た
L

〔
と
一
言
わ
れ
る
の
は
〕
「
人
々
の
中
の
偉
大
な
龍
」
は
、
す
で
に
煩
悩
と
い
う
〔
敵
の
]
対
治
手
段
を
得
て
、

-44 

脱
降
伏
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
作
す
べ
き
こ
と
を
す
で
に
作
し
終
え
た
」
と

れ
る
の
〕
は
、
再
び
来
世
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、

ふ
さ
わ
し
い
事
柄
を
す
で

に
完
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
諸
々
の
重
荷
を
離
れ
た
L

[

と
一
言
わ
れ
る
の
は
〕
「
作
す
べ
き
こ
と
を
作
し
、
作
す
べ
き
こ
と
を
す
で
に
作
し
終
え
た
L

こ
と
に
よ
っ
て
、

来
世
に
生
ま
れ
る
重
荷
を
す
で
に
捨
て
去
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
自
己
の
さ
と
り
と
い
う
利
益
を
鐸
た
」
〔
と
言
わ
れ
る
の
は
]
す
で
に
重
街
を
捨
て
去
り
、
混
繋
を
体
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
す
べ
て
の
生
苑
の
迷
い
を
ひ
き
お
こ
す
煩
悩
の
束
縛
を
断
つ
」
と

る
の
は
〕
「
自
己
の
さ
と
り
と
い
う
利
益
を
得
」
て
、
諸
々

の
煩
悩
の
原
悶
を
断
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
よ
く
正
し
い
智
慧
と
心
の
解
説
を
得
た
」
[
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
の
は
]
「
諸
々
の
心
の
汚
れ
を
滅
し
尽
く
し
L

た
か
ら
で
あ
る
。



「
す
べ
て
の
心
に
自
在
を
得
た
L

[

と
一
言
わ
れ
る
の
は
]

よ
く
見
道
と
修
道
の
智
慧
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
究
極
の
さ
と
り
の
彼
岸
に
到
っ
た
」
〔
と
言
わ
れ
る
の
は
〕
「
よ
く
正
し
い
智
慧
と
心
の
解
脱
を
得
」
て
、

さ
と
り
の
彼
岸
に
到
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

「
偉
大
な
阿
羅
漢
た
ち
」
[
と
一
言
わ
れ
る
の
は
〕
「
心
に
自
在
を
得
L

て
、
さ
と
り
の
彼
岸
に
到
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
た
L

(

と
替
わ
れ
る
の
は
]
諸
々
の
玉
、
王
子
、
大
臣
、
人
民
、
帝
釈
天
王
、
党
天
王
等
が
み
な
[
彼
ら
を
〕
知
つ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
声
問
、

仏
等
は
勝
れ
た
智
者
で
あ
る
が
、

そ
の
勝
れ
た
智
者
が
み
な
[
彼
ら
を
〕
知
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
「
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
た
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
制
門
」
の
学
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
為
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
諸
漏
日
尽
L

の
後
に
、
「
諸
漏
巳
尽
故
名
為
阿
緩
漢
L

を
加
え
る
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
以
無
復
煩
悩
故
」
を
「
以
心
飯
山
煩
悩
故
L

と
す
る
。

動
那
摩
嬰
訳
で
は
、
「
為
」
の
学
を
欠
く
。

勅
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
為
」
の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
為
L

の
{
子
を
欠
く
。

紡
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
以
L

を
「
己
L

と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
善
得
L

を
欠
く
。

勃
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
為
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
応
作
者
臼
作
」
と
し
「
巳
L

の
字
を
加
え
る

-45-
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勃
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
得
L

を
「
尽
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
之
」
の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
援
訳
で
は
、
「
就
L

の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
離
」
の
学
を
欠
く
。

動
那
摩
捻
訳
で
は
、
「
以
」
を
「
巳
L

と
す
る
。

紡
那
摩
擦
訳
で
は
、
五
回
得
立
智
心
解
脱
L

を
「
議
官
得
豆
町
和
国
心
得
解
脱
」
と
す
る
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
何
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
諸
支
子
大
何
回
帝
釈
焚
天
王
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
又
」
の
字
を
欠
く
。

駒
郡
摩
提
訳
で
は
、
「
者
」
の
{
子
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
悉
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
間
定
故
名
為
衆
所
知
識
L

そ
「
故
名
血
球
所
知
識
」
と
す
る
。

衆
成
就

摂
功
徳
成
就

(
声
聞
功
徳
成
就

〔
テ
キ
ス
ト
}
(
℃

-rwN・
N
H
a
H
)
-
N
m
f
目

。

)

(
勤
℃
・
M

M

P

ロ
・
吋
z
N
H
)

総
別
相
門
者
。
皆
日
疋
問
羅
漢
等
十
六
勾
。
初
旬
是
総
。

余
匂
別
故
。
彼
開
羅
漢
名
之
為
略
。
十
何
十
五
種
応
義

応
知
。
何
等
十
五
。

一
者
応
受
飲
食
臥
具
供
護
恭
敬

等
故
。
二
者
応
将
大
衆
教
化
一
切
故
。
三
者
応
入
緊

46 

A
b
H
U
V
間
出
向
j
J

幸
市
甲

nz車
脅
際
i
也、、

{
書
き
下
し
文
】

総
別
相
門
と
は
、
「
皆
同
定
れ
開
羅
漢
L

等
の
十
六
匂
に
し
て
、
初
旬
は
是
れ
総
、

余
匂
は
到
な
る
が
故
な
り
。
彼
の
阿
羅
漢
は
之
を
名
づ
け
て
「
応
L

と
為
す
。

十
五
種
の
「
応
」

の
義
有
り
。
応
に
知
る
べ
し
。
何
等
を
か
十
?
な
な
る
。

一
に
は
、
応
に
飲
食
・
臥
呉
・
供
養
・
恭
敬
等
を
受
く
べ
き
が
故
な
り
。



蕗
域
邑
等
故
。
四
者
応
降
伏
諸
外
道
等
故
。
五
者
応

以
智
慧
速
観
察
法
故
。
六
者
応
不
疾
不
運
説
法
如
法

相
応
不
疲
倦
故
。
七
者
応
静
坐
空
関
処
。
飲
食
衣
服

一
切
資
生
不
穣
不
緊
少
欲
知
足
故
。
八
者
応
一
向
行

善
行
不
著
諸
禅
故
。
九
者
応
行
空
軍
行
故
。
十
者
応

行
無
相
聖
行
故
。
十
一
者
応
行
無
願
聖
行
故
。
十
二

者
応
降
伏
世
間
禅
浄
心
故
。
十
一
一
一
者
応
起
諸
通
勝
功

ぽ

徳
故
。
十
四
者
応
証
第
一
義
勝
功
諮
故
。
十
五
者
応

如
実
知
同
生
諸
衆
得
諾
功
纏
為
利
益
一
切
諸
衆
生

故。
北
大
文
学
研
究
科
紀
要

切
を
教
化
す
べ
き
が
故
な
り
。

三
に
は
、
応
に
衆
落
・
域
邑
等
に
入
る
べ
き
が
故
な
り
。

四
に
は
、
応
に
諸
の
外
道
等
を
蜂
伏
す
べ
き
が
故
な
り
。

二
に
は
、
応
に
大
衆
参
)
将
い
て

五
に
は
、
応
に
智
慧
を
以
て
速
や
か
に
法
を
観
察
す
べ
き
が
故
な
り
。

六
に
は
、
応
に
疾
か
ら
ず
遅
か
ら
ず
法
を
説
く
に
、
法
の
如
く
相
応
し
て
疲

槽
せ
、
ざ
る
べ
き
が
故
な
り
。

七
に
は
、
応
に
空
関
所
に
静
坐
し
、
飲
食
・
衣
服
・
一
切
の
資
生
を
積
ま
ず

褒
め
ず
、
欲
少
な
く
足
る
を
知
る
べ
き
が
故
な
り
。

八
に
は
、
応
に
一
向
に
善
行
を
行
じ
、
諸
の
禅
に
著
せ
ざ
る
べ
き
が
故
な
り
。

九
に
は
、
応
に
空
の
盟
行
を
行
、
ず
べ
き
が
故
な
り
。

十
に
は
、
応
に
無
相
の
聖
行
を
行
、
ず
べ
き
が
故
な
り
。

十
一
に
は
、
応
に
無
願
の
聖
行
を
行
命
す
べ
き
が
故
な
り
。

十
二
に
は
、
応
に
世
間
禅
の
浄
心
を
降
伏
す
べ
き
が
故
な
り
。
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十
三
に
は
、
応
に
諸
通
の
勝
る
る
功
徳
を
起
す
べ
き
が
故
な
り
。

十
四
に
は
、
応
に
第
一

の
勝
る
る
功
徳
を
証
す
べ
き
が
故
な
り
。

時

に
は
、
応
に
如
実
に
間
生
の
諸
衆
を
知
り
、
諸
の
功
徳
を
得
て
、
為
に

一
切
の
諸
の
衆
生
を
利
益
す
べ
き
が
故
な
り
。



世
親
『
法
議
論
』
訳
注
山

{
現
代
語
訳
】

「
総
別
相
門
L

(

総
論
各
論
と
い
う
観
点
)
と
い
う
の
は
、
「
皆
是
れ
阿
犠
漢
」
等
の
十
六
匂
の
う
ち
の
初
め
の
匂
が
総
論
で
あ
り
、
残
り

の
匂
は
各
論
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
阿
羅
漢
は

J
応
(
け
汁
ふ
さ
わ
し
い
ご
と
も
名
付
け
ら
れ
る
。
「
応
(
日
ふ
さ
わ
し
い
ご
に
は
、

十
五
種
の
意
味
が
あ
る
。
[
こ
の
こ
と
を
〕
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
は
何
か
。

第

に
、
飲
食
・
臥
具
・
供
養
・
恭
敬
な
ど
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
大
勢
の
衆
生
を
率
い
て

[
彼
ら
を
〕

み
な
教
化
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

に
、
緊
落
や
都
市
な
ど
に
入
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
諸
々
の
外
道
な
ど
を
説
き
伏
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
五
に
、

に
よ
っ
て
速
や
か
に
法
を
観
察
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
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第
六
に
、
疾
く
も
な
く
運
く
も
な
く
教
え
を
説
く
場
合
に
、
[
そ
れ
が
]
理
法
に
合
致
し
て
お
り
、
〔
し
か
も
〕
倦
み
疲
れ
な
い
の
に
ふ

さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
七
に
、
閑
静
な
所
に
静
か
に
座
り
、
飲
食
・
衣
服
・
一
切
の
必
需
品
な
ど
を
蓄
え
る
こ
と
が
な
く
、
少
欲
知
足
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら

で
あ
る
。

第
八
に
、

ひ
た
す
ら
に
善
行
を
行
じ
、
諸
々
の
禅
定
に
執
着
し
な
い
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
九
に
、

の
聖
一
行
を
行
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
に
、
無
栢
の
聖
行
を
行
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
一
に
、
無
願
の
聖
行
を
行
、
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。



第
十
二
に
、
世
間
的
な
禅
定
に
お
け
る
浄
ら
か
な
心
を
降
伏
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
一
一
一
に
、
諸
々
の
神
通
力
の
勝
れ
た
功
徳
を
起
こ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
四
に
、
第

の
勝
れ
た
功
植
を
体
得
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
五
に
、
あ
る
が
ま
ま
に
仏
の
教
え
を
奉
ず
る
人
々
を
知
り
、
様
々
な
功
徳
を
得
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
一
切
の
衆
生
を
利
設
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

54 53 52 51 50 49 48 47 46 

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
相
」
の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
阿
L

の
学
を
欠
く
。

勤
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
楚
L

の
学
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
余
句
那
故
」
の
後
に
、
「
皆
同
疋
羅
漢
者
L

を
加
え
る
。

動
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
彼
附
緩
漢
名
之
為
応
。
有
十
五
種
」
を
、
「
彼
羅
漢
名
有
十
五
種
L

と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
何
等
十
五
」
を
欠
く
。

動
那
摩
援
訳
で
は
、
「
勝
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
諸
L

の
字
を
欠
く
。

「応
L

と
し
て
い
る
の
は
、
担
任
え
の
字
義
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
吾
氏
は
し
ば
し
ば
「
応
供
(
日
供
養
に
値
す
る
ご
と
訳
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
十
五
の
意
味
の
う
ち
の
第
一
に
相
当
す
る
。

こ
れ
ら
空
・
無
相
・
無
願
は
、
一
一
一
つ
の
禅
定
、
す
な
わ
ち
三
解
説
円
で
あ
る
。

北
口
蔵
は
こ
の
「
間
生
」
を
仏
の
口
か
ら
生
ま
れ
た
者
と
す
る
(
『
大
正
蔵
』
第
間
十
巻
、
七
八
九
真
中
)
。
仏
の
口
か
ら
生
ま
れ
た
者
と
は
、
司
法
華
経
』
「
方

使口問
L

の
記
述
に
市
出
来
す
る
(
『
大
友
蔵
』
第
九
巻
、
六
真
下
)
。

56 55 

北
大
文
学
研
究
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紀
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司
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衆
成
就

摂
功
徳
成
就

(
戸
間
功
徳
成
就

{
テ
キ
ス
ト
〕
(
℃
-
N
P
戸
。
警
官
)

(
鞍
℃

-
H
g
w
~
-
N
H
a℃
-HHF
戸

匂

)

摂
取
事
門
者
。
此
十
五
匂
。
摂
取
十
種
功
徳
。
応
知
。

示
現
可
説
来
不
可
説
楽
故
。
何
等
為
十
。
一
者
摂
取

徳
功
徳
二
勾
示
現
。
如
経
諸
漏
己
尽
無
復
煩
悩
故
。

二
者
一
ニ
句
摂
取
諸
功
徳
。
一
句
降
伏
世
間
功
徳
。
如

経
心
得
自
在
故
。
二
匂
降
伏
出
世
間
学
入
功
徳
。
如

経
善
得
心
解
脱
善
得
慧
解
脱
故
。
一
ニ
者
接
取
不
違
功

田

徳
。
髄
順
如
来
教
作
故
。
如
経
心
益
口
調
伏
故
。
居
者

摂
取
勝
功
徳
。
如
経
人
中
大
龍
故
。
五
者
摂
取
所
応

作
勝
功
徳
。
所
感
作
者
。
謂
能
依
法
供
養
恭
敬
尊
重

如
来
。
如
経
応
作
者
作
故
。
六
者
摂
取
満
足
功
徳
。

満
足
学
地
故
。
如
経
所
作
日
弁
故
。
七
者
三
勾
接
取

印

刷

過
功
徳
。
一
者
遍
愛
。
一
一
者
過
求
命
供
養
恭
敬
。
三

者
過
上
下
界
。
己
過
学
地
故
。
知
経
離
諸
重
担
故
。

連
得
己
利
故
。
尽
諸
有
結
故
。
八
者
援
取
上
上
功
徳
。

摂
取
事
門
)

〔
書
き
下
し
文
〕

前

接
取
一
挙
門
と
は
、
此
の
十
五
勾
も
て
、
十
種
の
功
徳
を
摂
取
す
。
応
に
知
る

べ
し
。
可
説
の
果
と
不
可
説
の
果
と
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
何
等
を
か
十

と
為
す
や
。

冊

一
に
は
、
摂
取
の
徳
・
功
徳
を
こ
匂
も
て
示
現
す
。
経
の
如
く
「
諸
の
漏
は

日
に
尽
き
、
復
た
煩
悩
無
き
し
が
故
な
り
。

こ
に
は
、
三
勾
も
て
諸
の
功
認
を
摂
取
す
。
一
句
は
、
世
間
の
功
徳
を
降
伏

す
。
経
の
如
ノ
川
「
心
に
自
在
を
得
る
」
が
故
な
り
。
二
匂
は
、
出
世
間
の
学

人
の
功
徳
を
降
伏
す
。
経
の
如
く
「
善
く
心
解
脱
を
得
、
善
く
慧
解
説
を
得

る
L

が
故
な
り
。

一
ニ
に
は
、
不
違
の
功
儲
閣
を
摂
取
す
。
如
来
の
教
・
作
に
随
顕
す
る
が
故
な
り
。

経
の
如
く
「
心
は
養
く
調
伏
せ
る
」
が
故
な
り
。

四
に
は
、
勝
る
る
功
徳
を
摂
取
す
。
経
の
如
く
「
人
中
の
大
龍
L

な
る
が
故
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な
り
。

五
に
は
、
所
誌
作
の
勝
る
る
功
簡
を
摂
取
す
。
所
応
作
と
は
、
能
く
法
に
依



如
経
善
得
正
智
心
解
脱
故
。
九
者
摂
取
応
作
利
益
衆

り
、
如
来
を
供
養
・
恭
敬
・
尊
重
す
る
を
謂
う
。
経
の
如
く
「
応
に
作
す
ベ

生
功
徳
。
如
経
一
切
心
得
自
在
故
。
十
者
摂
取
上
首

き
を
作
せ
る
」
が
故
な
り
。

功
徳
。
如
経
到
第
一
一
彼
岸
故
。

ム
ハ
に
は
、
満
足
の
功
徳
を
摂
取
す
。
学
地
を
満
足
す
る
が
故
な
り
。
経
の
如
く

「
作
す
所
は
己
に
弁
ぜ
る
」
が
故
な
り
。

七
に
は
、
一
一
一
匂
も
て
過
の
功
徳
を
喪
取
す
。

一
は
愛
を
過
ぐ
。
二
は
求
命
の

供
養
・
恭
敬
を
過
ぐ
。
三
は
上
下
界
を
過
ぐ
。
己
に
学
地
を
過
ぐ
る
が
故
に
。

経
の
如
く
「
諸
の
重
担
を
離
れ
た
る
」
が
故
な
り
。
「
己
利
を
逮
得
せ
る
」
が

故
な
り
。

の
有
結
を
尽
く
せ
る
」
が
故
な
り
。

八
に
は
、
上
上
功
徳
を
摂
取
す
。
経
の
如
く
「
普
く
正
智
・
心
解
脱
を
得
た

る
」
が
故
な
り
。
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九
に
は
、
応
に
衆
生
を
利
益
す
べ
き
功
徳
を
摂
取
す
。
経
の
如
く
「
一
切
の

心
に
自
在
そ
得
た
る
L

が
故
な
り
。

十
に
は
、

の
功
徳
を
摂
取
す
。
経
の
如
く
「
第

な
る
彼
岸
に
到
れ
る
L

が
故
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

「
摂
取
事
門
L

(

事
柄
を
包
括
す
る
と
い
う
観
点
)
と
は
、
こ
の
〔
初
匂
以
外
の
〕
十
五
句
に
よ
っ
て
、
十
種
の
功
舘
を
包
括
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
[
こ
の
こ
と
を
]
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
[
十
五
勾
は
〕
説
く
こ
と
の
で
き
る
巣
と
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
果
を
示
し

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



設
親
司
法
華
論
』
訳
注
山

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
十
と
は
何
か
。

第

に
、
〔
間
羅
漢
の
〕
摂
取
す
べ
き
穂
や
功
徳
を
ニ
つ
の
匂
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ユ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
諸
々
の

心
の
汚
れ
を
滅
ぽ
し
尽
く
し
、

ま
た
煩
悩
も
無
い
し
と
あ
る
よ
う
に
。

第
二
に
、
一
一
一
つ
の
匂
に
よ
っ
て
諸
々
の
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。

一
つ
の
句
は
、
〔
弼
羅
漢
が
〕
世
間
の
人
々
の
功
諸
に
勝
っ
て
い

る
[
こ
と
を
示
し
て
い
る
]

0

『

経
』
に
お
い
て
「
心
に
自
在
を
得
て
い
る
L

と
あ
る
よ
う
に
。
〔
残
り
の
〕
二
つ
の
匂
は
、
〔
悶
羅

経
』
に
お
い
て
「
議
く
心
の
解
脱
を
得
て
い

漢
が
]
出
世
間
の
学
人
の
功
徳
に
極
め
て
勝
っ
て
い
る
[
こ
と
を
示
し
て
い
る
〕
。
『

る
L

「
善
く
智
慧
に
よ
る
解
脱
を
得
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

一
に
、
(
教
え

連
わ
な
い
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
〔
阿
羅
漢
は
み
な
〕
如
来
の
教
え
・
行
い
に
揺
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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コ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
心
を
善
く
制
御
し
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
四
に
、
〔
阿
羅
漢
の
〕
勝
れ
た
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
コ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
人
々
の
中
の
偉
大
な
龍
で
あ
る
L

と
あ
る

よ
う
に
。

第
五
に
、
作
す
べ
き
こ
と
の
勝
れ
た
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
作
す
べ
き
こ
と
と
は
、
法
に
従
っ
て
、
如
来
を
供
養
・
恭
敬
・

る
こ
と
で
あ
る
。
コ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
作
す
べ
き
こ
と
を
作
し
て
い
る
L

と
あ
る
よ
う
に
。

第
六
に
、
[
尚
子
地
を
]
満
た
し
た
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
[
間
羅
漢
は
み
な
〕
学
地
を
満
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
〔
法
華
〕

経
』
に
お
い
て
「
作
す
べ
き
こ
と
を
す
で
に
作
し
終
わ
っ
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
七
に
、
一
ニ
つ
の
匂
に
よ
っ
て

[
あ
る
も
の
を
]
超
克
し
て
い
る
と
い
う
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。

一
に
は
渇
愛
を
超
克
し
て
い
る
。



一
一
に
は
生
活
手
段
と
し
て
供
養
・
恭
敬
を
〔
受
け
る
こ
と
を
]
超
克
し
て
い
る
。

一
一
一
に
は
上
下
界
[
で
あ
る
三
界
〕
を
超
克
し
て
い
る
。
{
阿
羅
漢
は
み
な
〕
す
で
に
学
地
を
学
び
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕

経
』
に
お
い
て
「
諸
の
重
荷
を
離
れ
て
い
る
」
「
自
己
の
さ
と
り
と
い
う
利
益
を
得
て
い
る
L

「
諸
々
の
有
結
を
尽
く
し
て
い
る
」
と
あ
る

よ
〉
つ
に
。

第
八
に
、
[
陪
羅
漢
の
〕
最
高
の
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
『

経
』
に
お
い
て
「
善
く
正
し
い
知
慧
と
心
の
解
脱
を
得
て
い

る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
九
に
、
衆
生
を
利
益
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
『

経
』
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
心
に
白

在
を
得
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
十
に
、
長
と
し
て
の
功
徳
を
摂
取
す
る
の
で
あ
る
。
『
〔
法
華
]
経
』
に
お
い
て
「
究
極
の
さ
と
り
と
い
う
彼
岸
に
到
達
し
て
い
る
」
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と
あ
る
よ
う
に
。

63 62 61 60 59 58 57 

戦
那
摩
援
訳
で
は
、
「
応
知
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
何
等
為
十
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
捷
一
訳
で
は
、
「
得
L

と
す
る
が
、
土
口
蔵
の
疏
が
「
徳
功
徳
」
と
し
て
い
る
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
八
九
真
下
)

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
作
L

を
「
一
行
」
と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
謂
能
L

を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
故
」
の
学
を
加
え
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
愛
」
を
「
受
」
と
す
る
。

の
に
従
う
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
殺
『
法
華
論
』
訳
注
川

70 69 68 67 66 65 64 

勃
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
故
L

の
字
を
加
え
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
故
L

の
字
を
欠
く
。

十
六
句
の
う
ち
の
「
景
山
世
間
阿
羅
漢
」
と
い
う
匂
を
除
く
残
り
十
五
句
の
こ
と
。

土
口
蔵
に
よ
る
と
、
説
く
こ
と
の
で
き
る
楽
は
有
為
で
あ
り
、
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
巣
は
無
為
で
あ
る
。
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
八
九
頁
中
)

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
頁
下
、
一
一

0
1一
一
一
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
員
下
、
一
一
一

i
二
二
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
党
本
に
は
、
出
℃
島
田
仲
間
σ
V
問
答
一
司
出
口
名
門
M
M

写
山
田
〈
出
}
内
出
ー
込
町
田
町
民
廿
丘
四
山
田
谷
と
あ
り
『
法
華
論
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い

る
。
(
同
日
4
u
a
y
戸
吋
)

「
益
百
得
心
解
脱
。
議
口
得
慧
解
脱
L

と
い
う
匂
は
、
阿
羅
漢
が
山
山
笠
間
の
学
人
の
徳
よ
り
も
緩
め
て
優
れ
て
い
る
、
異
体
的
に
は
阿
部
職
漢
の
解
脱
は
出
没
間
何
人
の

解
説
に
勝
る
と
い
う
趣
意
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
類
似
し
た
解
釈
は
、
『
智
度
論
』
に
お
い
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
智
度
論
』
は
阿
羅
漢
の
特
府
民
を
一
万

す
「
心
得
好
解
脱
葱
得
好
解
脱
」
と
い
う
文
句
を
次
の
よ
う
に
解
す
る
。
学
人
心
掛
跡
得
解
脱
。
非
好
解
脱
。
何
以
故
。
有
残
結
使
故
。
(
『
大
正
蔵
』
第
二

十
五
巻
、
八
十
頁
中
)

『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
焚
文
司
法
華
経
』
に
は
、
同
〕
出
口
弓
即
日
と
あ
り
『
法
華
論
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い
る
。
(
州
内
沼
℃
グ
「
吋
)

『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
党
文
『
法
華
経
』
に
は
、
自
由
}
戸
間
口
出
向
田
同
町
と
あ
り
吋
法
禁
論
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い
る
。
(
田
内
Z-
匂

-
Y
F
吋)

『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
党
文
『
法
業
経
』
に
は
、
}
内
『
片
山
}
内
『
々
出
iHY
と
あ
り
『
法
禁
論
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い
る
。
(
田
内
Z
℃
ゲ
}
・
吋
)

吋
妙
法
薬
』
に
は
日
比
ら
れ
な
い
。
焚
文
『
法
懇
経
』
に
は
、

}
Q片
山
}
内
山
門
出
口
々
即
日
吋
法
整
論
恥
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い
る
。
(
同
日
4

・
u
-
Y
円
吋
)

『
妙
法
整
十
』
で
は
「
逮
得
弓
利
。
同
州
、
諸
有
給
L

の
二
匂
の
み
あ
る
。
(
『
大
五
歳
』
第
九
巻
、
一
頁
下
、
二
一

1
二
二
行
間
口
)
「
離
諸
重
一
担
。
逮
得
己
利
。
尽
諸

有
結
」
の
三
匂
は
、
党
文
『
法
薬
経
』
に
は
、
告
白
町
田
門
出
ぴ
町
山
門
白
山
門
出
門
戸
口
℃
円
山
℃
仲
間
的

g
w同
2
Y山
町
三
y
r円
白
山
白
山
町
と
あ
り
吋
法
禁
論
』
の
山
引
用
文
句
と
対
応
し
て

い
る
。
(
相
内
Z'
℃
Y
}

吋)

『
妙
法
薬
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
党
文
『
法
禁
経
』
に
は
、
印
ロ
JAHUロ
r
g
n吉
田
町
甘
さ
え
円
H
g
r
g℃
門
出
回
吉
田
町
げ
と
あ
り
司
法
華
論
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い

る
。
(
町
内
2

日U
-
Y
戸
吋
)

『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
党
文
司
法
華
経
』
に
は
、

g
3
R
2
0即
日
仲
間
と
あ
り
、
『
法
整
詳
細
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い
る
。
(
同
内
Z-
℃
ゲ
戸
∞
)
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『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
党
文
吋
法
華
経
』
に
は
、
合
同
開
ヨ
若
山
吋
出

HHME-℃
吋
同
℃
仲
間
際
と
あ
り
『
法
華
論
』
の
引
用
文
句
と
対
応
し
て
い
る
0

(
州
内

Z
匂

y
~
由
)

衆
成
就

摂
功
徳
成
就

(
諮
問
龍
功
徳
成
就

O 

介
段
)

一
ア
キ
ス
ト
】
(
℃
-
N
N
Y
N
~
・
お
も
出
)

(山朝刊
v
-
H
H
P

ロ・

〔
書
き
下
し
文
}

h
v
g
M
M
)
 

応、菩
矢口80薩

何暮
雪成

可白書
彼
十

匂

門
摂
義
示
現
。

者
上
支
下
支
門
。
ニ
者
摂
取

「
窓
口
藤
功
徳
成
就
」
と
は
、
彼
の
十
三
旬
、

一
門
の
摂
の
義
の
示
現
な
り
。

応
に
知
る
べ
し
。
何
等
を
か
ニ
門
な
る
。

一
に
は
上
支
下
支
門
、
一
一
に
は
摂

事
門
。

取
事
門
な
り
。

の
功
徳
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
」
と
は
、
前
述
の
十
三
の
語
句
が
、
こ
つ
の
観
点
か
ら
包
括
的
に
意
義
そ
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ

{
現
代
語
訳
〕

る
。
〔
こ
の
こ
と

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
一
一
つ
の
観
点
」
と
は
何
か
。
第

は
、
上
支
下
支
門
(
上
下
の
部
分
が
あ
る
と
い
う

観
点
)

で
あ
り
、
第
二
は
、
摂
取
事
門
(
事
柄
を
包
括
す
る
と
い
う
観
点
)

で
あ
る
。
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勃
那
摩
擦
】
訳
で
は
、
「
彼
諸
菩
縫
十
一
一
一
匂
功
徳
二
門
摂
応
知
」
と
す
る
。

勃
那
摩
捻
訳
で
は
、
「
何
等
ニ
門
」
を
欠
く
。

北
大
文
学
研
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世
毅
司
法
華
論
』
訳
注

ω

衆
成
就

摂
功
徳
成
就

(
寄
躍
功
徳
成
就

一
ア
キ
ス
ト
】
(
匂
-
N
m
y
N
・
お
も
-
N
ダ
戸

N
ω
)

(動日)・
M
M
F
N
・ロ・℃・
H
N
F

戸
。
)

上
支
下
支
門
者
。
所
謂
総
相
別
相
。
此
義
路
知
。
皆

於
階
縛
多
羅
三
窺
一
ニ
菩
提
不
退
転
者
間
疋
総
相
。
余
者

是
別
相
。
彼
不
退
転
十
種
示
現
。
此
義
応
知
。
伺
等

為
十
。
一
半
背
任
問
法
不
退
転
。
如
経
皆
得
陀
羅
尼
故
。

二
者
楽
説
不
退
転
。
如
経
大
弁
才
楽
説
故
。
王
者
説

不
退
転
。
如
経
転
不
退
転
法
輪
故
。
四
者
依
止
義
知

識
不
退
転
。
以
身
心
業
依
色
身
接
取
故
。
如
経
供
養

無
量
百
千
諸
仏
故
。
於
諸
仏
所
種
諸
善
根
故
。
五
者

断
一
切
疑
不
退
転
。
如
経
常
為
諸
仏
之
所
称
歎
故
。

六
者
為
何
等
伺
等
事
説
法
入
彼
彼
法
不
退
転
。
如
経

以
大
慈
悲
荷
修
身
心
故
。
七
者
入
一
切
智
如
実
境
界

不
退
転
。
如
経
善
入
仏
慧
故
。
八
者
依
我
空
法
空
不

退
転
。
如
経
通
達
大
智
故
。
九
者
入
如
実
境
界
不
退

転
。
如
経
弼
於
彼
岸
故
。
十
者
作
所
応
作
不
退
転
。

上
支
下
支
門
)

〔
書
き
下
し
文
〕

「
上
支
下
支
門
L

と
は
、
所
謂
、
総
指
と
別
報
な
り
。
此
の
義
、
応
に
知
る

べ
し
。
「
皆
、
阿
鵜
多
羅
一
ニ
毅
三
菩
提
に
於
て
退
転
せ
ず
L

と
は
、
是
れ
総
棺

な
り
。
余
は
是
れ
別
相
な
り
。
彼
の
「
不
退
転
L

は
、
十
種
も
て
示
現
す
。

此
の
義
、
応
に
知
る
べ
し
。
伺
等
を
か
十
と
為
す
や
。

一
に
は
、
開
法
に
住
す
る
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
皆
、
陀
羅
尼
を
得
る
」

が
故
な
り
。
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回

一
一
に
は
、
楽
説
す
る
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
大
弁
才
も
て
楽
説
す
る
L

が
故
な
り
。

叩

一
ニ
に
は
、
説
く
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
不
退
転
の
法
輪
を
転
ず
る
L

が

故
な
り
。

間
に
は
、
善
知
識
に
依
止
す
る
不
退
転
な
り
。
身
、
む
の
業
は
、
色
身
に
依
り

て
摂
取
す
る
を
以
て
の
故
に
。
経
の
如
く
「
無
量
百
千
の
諸
仏
を
扶
養
す
る
」

が
故
な
り
。
「
諸
の
仏
所
に
於
い
て
諸
の
善
根
を
種
う
る
」
が
故
な
り
。

町
出

一
切
の
疑
を
断
ず
る
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
常
に
諸
仏
の
称

五
に
は
、



如
経
能
度
無
数
百
子
衆
生
故
。

歎
す
る
所
と
為
る
」
が
故
な
り
。

ム
ハ
に
は
、
伺
等
何
等
の
事
の
為
に
説
法
し
、
彼
の
彼
の
法
に
入
る
不
退
転
な

り
。
経
の
如
く
「
大
惑
悲
を
以
て
身
、
む
を
修
せ
る
L

が
故
な
り
。

七
に
は
、

切
智
の
如
実
の
境
界
に
入
る
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く

仏
慧
に
入
れ
る
」
が
故
な
り
。

八
に
は
、
我
の
空
・
法
の
空
に
依
る
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
大
智
に
通

達
す
る
」
が
故
な
り
。

川
町

九
に
は
、
如
実
の
境
界
に
入
る
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
彼
岸
に
到
る
れ
」

が
故
な
り
。
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十
に
は
、
応
に
作
す
べ
き
所
を
作
す
不
退
転
な
り
。
経
の
如
く
「
能
く
無
数

百
千
の
衆
生
を
度
せ
る
L

が
故
な
り
。

〔
現
代
語
訳
}

「
上
支
下
支
門
」
(
上
下
の
部
分
が
あ
る
と
い
う
観
点
)

と
い
う
の
は
、

つ
ま
り
総
論
的
な
柑
と
各
論
的
な
栢
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
す
べ
て
の
者
は
無
上
な
る
正
し
い
さ
と
り
か
ら
退
転
し
な
い
L

と
い
う
の
が
総
合
的
な
様
相
で
あ
り
、

そ
の
他
(
の
語
句
の
表
す
も
の
〕
は
個
別
的
な
諜
棺
で
あ
る
。

そ
の
「
退
転
し
な
い
」
〔
と
い
う
語
〕
は
十
種
類
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
と
は
伺
か
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
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静
一
毅
『
法
華
十
件
調
』
訳
注
山

第
一
に
、
教
え
を
開
く
こ
と
に
止
ま
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
〔
法
華
〕
経
』
に
「
彼
ら
は
み
な
ダ

l
ラ
ニ
ー
を
得
て

い
る
L

と
あ
る
よ
う
に
。

第
一
一
に
、
人
々
に
自
在
に
法
を
説
く
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』

に
「
人
々
に
自
在
に
法
を
説
く
弁
舌
の
才

を
有
し
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
一
一
一
に
、
説
示
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
〔
法
華
]
経
』
に
「
退
き
後
戻
り
す
る
こ
と
の
な
い
教
え
の
輪
を
廻
す
」

と
あ
る
よ
う
に
。

第
四
に
、
優
れ
た
人
物
に
依
拠
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
[
菩
離
の
仏
に
対
す
る
供
養
な
ど
と
い
っ
た
〕
身
心
の
業
は

[
仏
た
ち
の
〕
物
質
的
な
身
体
に
依
拠
し
て
取
り
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
法
華
]
経
』
に
「
数
え
切
れ
な
い
程
の
数
の
仏
た
ち
を
供
養

-58-

し
て
」
「
そ
れ
ら
の
仏
の
み
も
と
で
多
く
の
善
の
張
本
を
つ
ち
か
い
」
と
あ
る
よ
う
に
。

第
五
に
、
す
べ
て
の
疑
念
を
遮
断
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』
に
「
常
に
仏
た
ち
に
よ
っ
て
讃
歎
さ
れ
L

と
あ
る
よ
う
に
。

第
六
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
の
た
め
に
説
法
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
に
悟
入
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
コ
法
華
〕

経
』
に
「
大
い
な
る
慈
し
み
と
あ
わ
れ
み
を
も
っ
て
そ
の
身
と
、
む
を
修
め
L

と
あ
る
よ
う
に
。

第
七
に
、
す
べ
て
の
事
柄
を
知
る
智
慧
と
い
う
真
実
の
領
域
(
如
実
境
界
)

に
罷
入
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
コ
法

華
〕
経
』
に
「
巧
み
に
仏
の
智
慧
に
入
り
L

と
あ
る
よ
う
に
。

第
八
に
、

ア
ー
ト
マ
ン
が
空
で
あ
る
こ
と
と
事
物
が
空
で
あ
る
こ
と
に
依
拠
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』

に
「
大
い
な
る
智
慧
に
達
し
」
と
あ
る
よ
う
に
。



第
九
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
対
象
に
悟
入
す
る
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』
に
「
さ
と
り
の
彼
岸
に
到
達
し
」

と
あ
る
よ
う
に
。

第
十
に
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
か
ら
退
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
コ
法
華
〕
経
』
に
「
数
え
切
れ
な
い
程
の
数

の
衆
生
を
〔
彼
岸
に
〕
捜
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
。
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動
制
抑
摩
提
訳
で
は
、
「
此
義
」
を
欠
く
。

勤
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
有
」
の
字
を
加
え
る
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
批
義
応
知
。
何
等
為
十
」
を
欠
く
。

勤
那
摩
嬰
訳
で
は
、
「
転
」
の
{
子
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
作
所
応
作
L

を
「
応
作
所
作
住
持
L

と
す
る
。

勃
那
摩
擬
訳
で
は
、
「
数
」
を
「
還
し
と
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
頁
上
、
一
一
一
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
頁
上
、
一
二

1
四
行
自
)
の
「
楽
説
弁
才
」
と
対
応
す
る
。

吋
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
頁
上
、
四
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
整
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
頁
上
、
四

1
五
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
五
歳
』
第
九
巻
、
二
頁
上
、
五

1
ム
ハ
行
目
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
華
ご
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
頁
上
、
六
行
自
)
の
「
以
慈
修
心
L

と
対
応
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
頁
上
、
六
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
夜
す
る
。

吋
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
ニ
頁
上
、
六
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
貫
上
、
六

1
七
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。
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世
親
『
法
禁
論
』
訳
注
山

97 

『
妙
法
薬
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
ニ
真
上
、
七

i
八
一
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

衆
成
就

撰
功
徳
成
就

(
警
護
功
徳
成
就

【
テ
キ
ス
ト
〕
(
ち
-
N
ダ
ミ
・

5
・N
ω
)
(
鞘
円
y
H
E
W
N
N
・

吋
守
]
{
A
F
)

摂
取
事
門
者
。
示
現
語
菩
藍
住
向
等
清
浄
地
中
。
以

何
等
方
便
。
於
伺
等
境
界
中
。
作
所
応
作
故
。
地
清

浄
者
。
八
地
日
上
コ
一
地
無
相
行
寂
静
清
浄
故
。
方
使

者
有
四
種
。

一
者
摂
取
妙
法
方
使
。
住
持
妙
法
以
楽

説
力
為
人
説
故
。
二
者
摂
取
善
知
識
方
便
。
以
依
善

知
識
作
所
応
作
故
。
三
者
摂
取
衆
生
方
便
。
以
不
捨

衆
生
故
。
困
者
摂
取
智
方
便
。
以
教
化
衆
生
令
入
彼

智
故
。

撰
取
事
門

【
書
き
下
し
文
】

「
摂
取
事
門
L

と
は
、

の
菩
曜
の
、
何
等
の
清
浄
の
地
の
中
に
住
し
、
伺

等
の
方
便
を
以
て
、
何
等
の
境
界
の
中
に
於
て
、
応
に
作
す
べ
き
所
を
作
す

を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

60 

地
の
清
浄
と
は
、

八
地
己
上
の
コ
一
地
の
無
相
行
、
寂
静
に
し
て
清
浄
な
る
が

故
な
り
。

方
便
に
は
、

四
種
有
り
。

一
に
は
、
妙
法
を
摂
取
す
る
方
便
な
り
。
妙
法
を

住
持
し
、
楽
説
力
を
以
て
人
の
為
に
説
く
が
故
な
り
。
二
に
は
、
善
知
識
を

摂
取
す
る
方
便
な
り
。
善
知
識
に
依
り
て
応
に
作
す
べ
き
所
を
作
す
を
以
て

の
故
な
り
。
一
二
に
は
、
衆
生
を
摂
取
す
る
方
便
な
り
。
衆
生
を
捨
て
ざ
る
を

以
て
の
故
な
り
。
自
に
は
、
智
を
摂
取
す
る
方
便
な
り
。
衆
生
を
教
化
し
、

彼
の
智
に
入
ら
し
む
る
を
以
て
の
故
な
り
。



【
現
代
語
訳
}

「
撰
取
事
門
」
(
事
柄
を
包
括
す
る
と
い
う
観
点
)

と
い
う
の
は
、
諸
々
の
菩
薩
が
、

い
か
な
る
清
浄
な
る
地
の
中
に
住
し
、

ど
の
よ
う

な
方
揮
を
用
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
象
に
向
か
っ
て
、
作
す
べ
き
こ
と
を
作
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

地
の
清
浄
と
は
、
第
八
地
以
上
の
一
ニ
一
地
は
、
形
あ
る
も
の
の
出
現
が
な
く
、
寂
静
で
あ
り
、

そ
し
て
清
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

方
便
に
は
四
種
が
あ
る
。
第
一
に
、
す
ぐ
れ
た
教
え
を
撰
め
取
る
方
便
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
教
え
を
自
ら
保
ち
、
楽
説
の
力
に
よ
っ
て

人
々
の
た
め
に

[
教
え
を
〕
説
く
か
ら
で
あ
る
。

一
に
、
優
れ
た
人
物
そ
摂
め
取
る
方
便
で
あ
る
。
優
れ
た
人
物
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
作
す
べ
き
こ
と
を
作
す
か
ら
で
あ
る
。

一
に
、
衆
生
を
摂
め
取
る
方
便
で
あ
る
。
衆
生
を
見
捨
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
智
を
摂
め
取
る
方
便
で
あ
る
。
衆
生
を
教
化
し
て
、
彼
ら
を
仏
智
に
入
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
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勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
以
L

を
「
因
L

と
す
る
。

勅
那
臓
障
提
訳
で
は
、
「
於
」
の
字
を
欠
く
。

鮎
制
那
摩
摂
訳
で
は
、
「
作
所
応
作
L

を
「
応
作
所
作
」
と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
作
所
応
作
L

を
「
応
作
所
作
」
と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
令
入
彼
智
放
」
の
後
に
、
「
境
界
者
間
明
解
L

を
加
え
る
。

北
大
文
学
研
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役
親
『
法
議
論
』
訳
注

ω

【
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
-
N
σ
w
~・
2a℃
-
N
F
N・
H
)

(
勤
℃
-
M
N
P

ロ-
z
s
N
H
)

間

又
復
更
有
摂
取
事
円
。
一
部
現
諸
地
摂
取
勝
功
徳
不
問

刷

出

二
乗
諸
功
徳
故
。
謂
第
八
地
中
無
功
用
智
不
同
下
上

故
。
不
問
下
者
。
下
功
用
行
不
能
動
故
。
不
同
上
者
。

上
無
相
行
不
能
動
自
然
而
行
故
。
第
九
地
中
得
勝
進

開

問

陀
羅
尼
門
真
足
回
無
礎
自
在
智
故
。
第
十
地
中
不
退

転
法
輪
得
受
仏
位
如
転
輪
王
之
太
子
故
。
以
得
間
摂

功
抽
出
義
故
。

衆
成
就

摂
功
徳
成
就

(
菩
薩
功
徳
成
就

【
現
代
語
訳
】

{
書
き
下
し
文
〕

又
復
た
、
更
に
「
摂
取
事
門
L

有
り
。

の
地
に
勝
功
徳
を
摂
取
す
る
こ
と
、

二
乗
の
諸
の
功
徳
と
同
じ
か
ら
ざ
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

第
八

地
の
中
の
無
功
用
智
、

と
同
じ
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
下
と
同
じ
か
ら

ず
と
は
、
下
の
功
用
行
は
、
動
ず
る
能
わ
ざ
る
が
故
な
り
。
上
と
同
じ
か
ら

ず
と
は
、
上
の
無
相
行
は
動
ず
る
能
わ
ず
、
自
然
に
し
て
行
ず
る
が
故
な
り
。

第
九
地
の
中
に
、
勝
進
陀
羅
尼
門
を
得
、
四
無
礎
自
在
智
を
口
比
一
定
す
る
が
故

62 

な
り
。

第
十
地
の
中
に
、
不
退
の
法
輪
を
転
じ
、
仏
位
を
受
く
る
を
得
る
こ
と
、
転
輪

王
の
太
子
の
如
き
が
故
な
り
。
間
接
の
功
徳
の
義
を
得
る
を
以
て
の
故
な
り
。

摂
取
事
門

… 
) 

乗
(
芦
間
乗
と
独
覚
乗
)

ま
た
さ
ら
に
「
摂
取
事
内
L

(

事
柄
を
包
括
す
る
と
い
う
観
点
)
が
あ
る
。
諸
々
の
地
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
功
徳
を
撰
め
取
る
こ
と
は
、

の
諸
功
徳
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第
八
地
に
お
け
る
無
功
用
智
は
、
下
(
第
六
地
以
下
)

と
上
(
第
七
地
)

と
は
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
下
と
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
[
第
六
地
以
〕
下
の
功
舟
行
は
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
上
(
第



七
地
)
の
無
柏
行
は
動
く
こ
と
が
で
き
ず
、
[
し
か
る
に
、
第
八
地
以
上
の
無
相
行
は
]
自
然
に
行
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
九
地
の
中
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
陀
羅
尼
門
を
得
て
、
回
無
擬
自
在
智
を
具
足
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
第
十
地
の
中
に
お
い
て
、
不
退
の
法
輪
を
転
じ
て
仏
の
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
あ
た
か
も
転
輪
王
の
太
子
の
如
く
で
あ
る
。

〔
仏
と
]
同
じ
と
し
て
摂
め
と
ら
れ
る
功
徳
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
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勃
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
又
復
更
」
を
「
復
L

と
す
る
。

勃
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
諸
L

の
ん
予
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
謂
第
八
地
中
無
功
周
知
閣
」
を
「
八
地
者
無
功
用
相
官
L

と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
第
L

を
「
於
」
と
す
る
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
智
L

の
字
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
第
L

の
前
に
「
於
」
の
字
を
加
え
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
受
仏
位
」
を
「
仏
受
佼
」
と
す
る
。

動
那
摩
援
訳
で
は
、
「
王
子
L

と
す
る
。

鞍
那
摩
提
訳
で
は
、
「
義
L

の
字
を
欠
く
。

四
無
擬
智

(
E
g
g
g門戸田知
514庄
の
こ
と
。
法
無
擬
知
官
(
広
町
田
吋
自
由

U
S片
山
田
知
ヨ
ヨ
門
同
)
、
義
銀
…
磯
町
四
官
(
同
込
町
田
匂
吋
由
民
的
即
日
三
応
)
、
辞
無
擬
知
潤
(
口
町
呉
氏
e

℃叶注目的出
g
i
a
)
、
楽
説
無
磯
知
同
(
℃
吋
出
片
山
印
vy間口出℃叶由民
8
5
4
H仏
)
と
い
う
、

m
悶
つ
の
磯
げ
の
な
い
智
慧
を
一
言
う
。
『
十
地
経
』
で
は
、
第
九
地
の
菩
薩
に
は
こ

れ
ら
四
つ
の
智
慧
が
絶
え
ず
起
こ
る
と
一
言
い
、
天
親
『
十
地
経
論
』
(
『
大
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
一
九

O
頁
上
)
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
法
体
」
「
法
境
界
体
L

「
正
得
与
衆
生
L

「
正
求
与
無
震
門
」
を
対
象
と
す
る
と
い
う
。

陀
羅
尼
門
(
仏
日
戸
山
門
出
口
円
g
z
r
y向
。
陀
羅
尼
(
仏

g
s
aと
は
、
教
え
を
心
に
と
ど
め
て
失
わ
な
い
記
憶
力
の
こ
と
。
『
十
地
経
』
(
羅
什
訳
一
『
大
正
蔵
L

第
十

巻
、
五
二
六
頁
上
。
?
怒
途
臨
時
訳
一
『
大
正
蔵
』
第
十
巻
、
五
六
五
一
員
中
)
に
よ
れ
ば
、
第
九
地
に
至
っ
た
菩
縫
は
、
無
量
の
陀
緩
尼
門
を
獲
得
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
無
議
の
諸
仏
の
も
と
で
法
を
聴
閉
し
て
忘
れ
ず
、
聴
関
し
た
通
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
説
示
す
る
と
い
う
。
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設
親
『
法
務
十
論
』
訳
注

ω

{
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
-

N

P

た
い
∞
)
(
鞍
阿
y

H

N

P

N
目・

N
H
e
N吋
)

摂
功
徳
成
就
者
。
示
現
依
伺
処
・
依
何
心
・
依
何
智
・

依
伺
等
境
界
行
依
何
等
能
弁
故
。
依
何
処
者
。
依
善

知
識
故
。
依
何
心
者
。
依
教
化
衆
生
心
準
寛
利
益
一

切
衆
生
故
。
依
何
智
者
。
依
コ
一
種
智
。
一
者
授
記
密

智
。
二
者
諸
通
智
。
二
一
者
真
実
智
。
依
伺
等
境
界
行
・

依
何
等
能
弁
者
。
即
コ
一
種
智
所
摂
。

衆
成
就

槙
功
徳
成
就

(
補
足
)

【
現
代
語
訳
〕

{
書
き
下
し
文
】

「
摂
功
徳
成
就
L

と
は
、
何
れ
の
処
に
依
り
て
、
何
れ
の
心
に
依
り
て
、
伺

れ
の
智
に
依
り
て
、
何
等
の
境
界
の
行
に
依
り
て
、
何
等
の
能
弁
に
依
る
を

示
現
す
る
が
故
な
り
。

「
伺
れ
の
処
に
依
り
て
」
と
は
、
善
知
識
に
依
る
が
故
な
り
。

「
伺
れ
の
心
に
依
り
て
L

と
は
、
衆
生
宇
佐
教
化
す
る
心
に
依
り
て
、
暴
寛
じ

て
一
切
衆
生
を
利
益
す
る
が
故
な
り
。

「
何
れ
の
智
に
依
り
て
」
と
は
、
一
ニ
種
の
智
に
依
る
な
り
。

64-

一
に
は
、

授
記

の
密
智
。
こ
に
は
、
諸
通
の
智
。
一
ニ
に
は
、
真
実
智
な
り
。

「
何
等
の
境
界
の
行
に
依
り
て
、
向
等
の
能
弁
に
依
り
て
L

と
は
、
郎
ち
、

ニ
種
の
智
の
所
摂
な
り
。

「
功
徳
を
あ
わ
せ
て
い
る
と
い
う
〔
特
性
の
]
完
成
L

と
い
う
の
は
、
ど
の
場
所
に
依
っ
て
い
る
か
、

ど
の
心
に
依
っ
て
い
る
か
、
ど
の

智
に
依
っ
て
い
る
か
、
ど
の
対
象
へ
の
行
に
依
っ
て
い
る
か
、
ど
の
能
弁
に
依
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
応
る
。

「
ど
の
場
所
に
依
っ
て
」
と
い
う
の
は
、
棋
院
れ
た
人
物
に
依
る
か
ら
で
あ
る
。



「
ど
の
心
に
依
っ
て
L

と
い
う
の
は
、
衆
生
を
教
化
す
る
心
に
依
っ
て
、

「
ど
の
智
に
よ
っ
て
L

と
い
う
の
は
、
一
ニ
種
の
智
に
依
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
授
記
の
密
か
な
智
、
第
二
に
諸
々
の
神
通
の
智
、
第
三

つ
い
に
は
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
利
益
す
る
か
ら
で
あ
る
。

の
智
で
あ
る
。

「
ど
の
対
象
へ
の
行
に
依
っ
て
、

ど
の
能
弁
に
依
っ
て
」
と
い
う
の
は
、

つ
ま
り
三
種
の
智
が
摂
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

116 115 114 

戦
那
摩
提
訳
で
は
、
「
等
L

の
学
を
欠
く
。

戦
那
摩
援
訳
で
は
、
「
依
教
化
衆
生
心
L

を
「
我
依
衆
生
心
教
化
L

と
す
る
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
所
L

の
字
を
欠
く
。

衆
成
就

四

威
儀
如
法
住
成
就
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【
テ
キ
ス
ト
}
(
U
-
N円

ν
戸
∞
'
H
H
)

【
書
き
下
し
文
】

(勤日)・

M
N
P
~
-
N
M
E
H
)
・
ロ
グ
戸
川
)

応
知
。
威
儀
如
法
住
成
就
者
。
四
種
一
不
現
。
何
等
為

者
衆
圏
緯
。

応
に
知
る
べ
し
。
「
威
儀
如
法
住
成
就
」
と
は
、

四
種
も
て
示
現
す
。
何
等
を

に
は
、
前
後
。
一
一
一
に
は
、
供
養
恭

敬
。
四
に
は
、
尊
重
讃
歎
な
り
。
経
の
如
く
「
繭
の
時
世
尊
は
、

か
四
と
為
す
や
。

一
に
は
、
衆
国
繰
。
一

四

者
前
後
。
一
一
一
者
供
養
恭
敬
。

四
者
尊
重
讃
歎
。
如
経
爾
時
世
尊
閤
衆
毘
緯
供
養
恭

敬
尊
重
讃
歎
故
。

四
衆
に
囲

緯
せ
ら
れ
、
供
養
・
恭
敬
せ
ら
れ
、

-
讃
歎
せ
ら
れ
し
」
が
故
な
り
。
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世
親
吋
法
禁
論
』
訳
設

ω

{
現
代
語
訳
〕

ま
さ
に
知
る
べ
き
で
あ
る
。
」
教
え
を
開
こ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
い
る
大
勢
の
人
々
の
〕
厳
か
な
握
る
舞
い
が
法
に
従
っ
て
持
続
し
て

い
る
と
い
う
(
特
性
の
〕
完
成
」
と
は
、

四
種
の
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
西
と
は
伺
か
。

第
一
に
[
閤
〕
衆
の
間
続
、
第

に
前
後
の

〔
威
儀
]
、

一
に
供
養
・
恭
敬
す
る
こ
と
、
第
四

-
讃
歎
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。

コ
法
華
]
経
』
に
、
「
そ
の
時
世
尊
は
、

四
衆
に
閤
擁
さ
れ
て
、
供
養
・
恭
敬
せ
ら
れ
、

-
讃
歎
せ
ら
れ
L

と
あ
る
よ
う
に
。
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1
 
1
 
勅
那
摩
援
訳
で
は
、
「
有
」
の
学
を
加
え
る
。

勅
那
摩
援
訳
で
は
、
「
問
問
」
の
{
子
を
加
え
る
。

吋
妙
法
華
』
(
叶
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
頁
中
、
七
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。
尚
、
吋
法
禁
論
』
が
「
威
儀
如
法
伎
成
就
L

の
二
番
目
と
し
て
挙

げ
る
「
議
後
」
と
い
う
語
は
、
『
妙
法
華
』
の
こ
の
箆
所
に
は
日
比
ら
れ
な
い
。
林
凡
文
吋
法
華
経
』
に
は
、
窓
口
出

r
g日
ロ
℃
ロ
ロ
田
町
田
知

g
a
g出
ぴ
宮
ぬ

2ー悶
gm

g片山田守
Eσ
℃
印
『
叩
怠
σ
y
S
℃
白
ユ
〈
吋
片
山
ザ
吉
吋
回
出
}
内
吋
門
出
ザ
田
由
美
江
O

間口門
z
r吋付
0

日
間
口
日
付
回
目
戸
℃
口
]
円
件
。
ィ
n-Zぜ
出
口
間
三

g
y
と
あ
り
、
「
前
後
」
に
は
、
党
文
の

同
)
ロ
吋
山
田
戸
内
同
円
山
町
が
対
応
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
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如
来
欲
説
詩
主
成
就

【
テ
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ス
ト
}
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F
N
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ω
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N
N
)

【
書
き
下
し
文
}

(
勤
匂
-
H
N
ダ
戸
ゲ
同
)
・

H
N
P
~
・
吋
)

如
来
欲
説
法
時
歪
成
就
者
。
為
諸
窓
口
薩
説
大
乗
経
故
。

此
大
乗
修
多
羅
有
十
七
種
名
。
顕
示
甚
深
功
徳
応
知
。

「
如
来
欲
説
法
時
歪
成
就
」
と
は
、
の
菩
離
の
為
に
大
乗
の
経
を
説
く
が

故
な
り
。
こ
の
大
乗
の
修
多
羅
に
、
十
七
醸
の
名
有
り
、
謀
、
深
な
る
功
徳
を



伺
等
十
七
。
一
五
何
顕
示
。
一
名
無
量
義
経
者
。
成
就

字
義
故
。
以
此
法
門
説
彼
甚
深
法
妙
境
界
故
。
彼
甚

深
法
妙
境
界
者
。
諸
仏
如
来
最
勝
境
界
故
。
二
名
最

勝
修
多
羅
者
。
於
一
一
一
蔵
中
最
勝
妙
蔵
。
此
法
門
中
善

成
就
故
。
コ
一
名
大
方
広
経
者
。
無
議
大
乗
門
中
善
成

就
故
。
隠
顕
衆
生
根
住
持
成
就
故
。
間
名
教
菩
薩
法

者
。
以
為
教
化
根
熟
菩
薩
髄
順
法
器
善
成
就
故
。
五

名
仏
所
護
念
者
。
以
依
如
来
有
此
法
故
。
ム
ハ
名
一
切

諸
仏
秘
密
法
者
。
此
法
甚
深
唯
仏
知
故
。
七
名
一
切

諸
仏
之
蔵
者
。
如
来
功
穂
一
一
一
昧
之
蔵
在
此
経
故
。
八

名
一
切
諸
仏
秘
密
処
者
。
以
根
未
熟
衆
生
等
非
受
法

器
不
授
与
故
。
九
名
能
生
一
切
諸
仏
経
者
。
問
問
此
法

門
能
成
諸
仏
大
菩
提
故
。
十
名
一
切
諸
仏
之
道
場
者
。

以
此
法
門
能
成
諸
仏
阿
蒋
多
羅
一
一
一
窺
一
一
一
菩
提
非
余
修

多
羅
故
。
十
一
名
一
切
諸
仏
所
転
法
輪
者
。
以
此
法

門
能
破
一
切
諸
樟
擬
故
。
十
二
名
一
切
諸
仏
思
田
舎

利
者
。
謂
如
来
真
実
法
身
於
此
修
多
羅
不
敗
壊
故
。

北
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顕
示
す
。
応
に
知
る
べ
し
。
伺
等
を
か
十
七
な
る
。
云
伺
が
顕
示
せ
ん
や
。

加

一
に
、
「
無
量
義
経
L

と
名
づ
く
る
は
、
字
義
を
成
就
す
る
が
故
な
り
。
此

の
法
門
を
以
て
、
彼
の
甚
深
な
る
法
の
妙
な
る
境
界
を
説
く
が
故
な
り
。
彼

の
甚
深
な
る
法
の
妙
な
る
境
界
と
は
、
諸
の
仏
・
如
来
の
最
勝
の
境
界
な
る

が
故
な
り
。

ニ
に
、
「
最
勝
修
多
羅
」
と
名
づ
く
る
は
、
三
蔵
中
に
於
い
て
最
勝
の
妙
蔵
、

此
の
法
門
中
に
善
く
成
就
す
る
が
故
な
り
。

三
に
、
「
大
方
広
経
」
と
名
づ
く
る
は
、
無
量
一
の
大
乗
の
門
、
衆
生
の
根
に

髄
願
し
て
住
持
す
る
を
成
就
す
る
が
故
な
り
。

四
に
、
「
菩
薩
に
教
う
る
法
」
と
名
づ
く
る
は
、
根
熟
の
菩
麓
を
教
化
せ
ん

が
た
め
に
、
法
器
に
髄
顕
し
て
善
く
成
就
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。

話

五
に
、
「
仏
の
護
念
す
る
所
」
と
名
づ
く
る
は
、
如
来
に
依
り
て
此
の
法
有

る
を
以
て
の
故
な
り
。
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六
に
、
「
一
切
諸
仏
秘
密
の
法
」
と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
、
甚
深
に
し
て
、

唯
だ
、
仏
の
み
知
る
が
故
な
り
。

訂

七
に
、
「
一
切
諸
仏
の
蔵
L

と
名
づ
く
る
は
、
如
来
功
徳
と

お

の
経
に
在
る
が
故
な
り
。

昧
の
蔵
、
此
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切
諸
仏
大
巧
方
便
経
者
。
依
此
法
門
成
大

菩
提
日
為
衆
生
説
天
人
声
間
辞
支
仏
等
諾
善
法
故
。

十
四
名
説
一
乗
経
者
。
以
此
法
門
顕
一
部
如
来
向
精
多

ニ
菩
提
究
寛
之
体
。
彼
二
乗
道
非
究
寛
故
。

義
住
者
。
以
此
法
門
部
是
諸
仏
如
来
法

名

羅十
五
名
第

身
究
寛
住
処
故
。

八
に
、
「
一
切
諸
仏
の
郵
密
処
」
と
名
づ
く
る
は
、
根
の
未
熟
な
る
衆
生
等
、

受
法
器
に
非
ず
、
授
与
せ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

九
に
、
「
能
く
一
切
諸
仏
を
生
ず
る
経
」
と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
門
を
開

き
て
、
能
く
諸
仏
の
大
菩
提
を
成
も
す
る
が
故
な
り
。

切
諸
仏
之
道
場
」
と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
門
も
て
、
能
く
諾
仏
の

何
轄
多
羅
一
ニ
窺
一
ニ
菩
提
を
成
じ
、
余
の
修
多
羅
に
非
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

十
一
に
、
「
一
切
諸
仏
の
所
転
の
法
輪
L

と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
門
も
て
、

十
に
、
「

能
く
一
切
の
諸
障
確
を
破
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。

十
二
に
、
「
一
切
諸
仏
の
堅
闘
な
る
舎
利
」
と
名
づ
く
る
は
、
謂
わ
く
、
如

来
の
真
実
の
法
身
、
此
の
修
多
羅
に
於
い
て
敗
壊
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
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十
三
に
、
「
一
切
諸
仏
の
大
巧
方
便
経
L

と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
門
に
依

り
て
大
菩
提
を
成
じ
巴
わ
り
て
、
衆
生
の
為
に
天
・
入
・
声
聞
・
辞
支
仏
等

の
諸
善
法
を
説
く
が
故
な
り
。

十
四
に
、
「
一
乗
を
説
く
経
」
と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
門
は
、
如
来
の
阿

鵜
多
羅
コ
一
窺
三
菩
提
の
究
寛
の
体
を
顕
示
し
、
彼
の
二
乗
の
道
、
究
寛
に
非

ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
義
の
住
」
と
名
づ
く
る
は
、
此
の
法
門
、
即
ち
、
走
れ
諸



十
六
名
妙
法
蓮
華
経
者
。
有
一
一
種
義
。
何
等
二
種
。

一
者
出
水
義
。
以
不
可
尽
出
離
小
乗
泥
濁
水
故
。
又

復
有
義
。
如
彼
蓮
葉
出
於
泥
水
轍
。
諸
声
聞
得
入
如

来
大
衆
中
坐
。
如
諸
菩
薩
坐
蓮
華
上
。
聞
説
如
来
無

上
智
慧
清
浄
境
界
。
能
誼
如
来
臨
密
蔵
故
。
ニ
薬
開

義
。
以
諸
衆
生
於
大
乗
中
其
心
怯
弱
不
能
生
倍
。
是

故
開
示
諸
仏
如
来
浄
妙
法
身
令
生
信
心
故
。
十
七
名

最
上
法
門
者
。
摂
成
就
故
。
摂
成
就
者
。
撰
取
無
量

制

町

名
句
字
身
。
有
頻
婆
羅
阿
男
婆
等
辞
麗
迦
故
。
日
疋
十

回

日

七
句
法
門
是
総
。
余
匂
是
到
。
如
経
為
諸
笠
口
蕗
説
大

乗
経
名
無
量
義
如
是
等
故
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

の
仏
・
知
来
の
法
身
の
、
究
寛
の
住
処
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。

十
六
に
、
「
妙
法
蓮
華
経
L

と
名
づ
く
る
は
、
ニ
種
の
義
有
り
。
何
等
を
か

一
種
な
る
。
に
は
、
出
水
の
義
な
り
。
不
可
尽
な
る
を
以
て
小
乗
の
、
指
濁
水
を
出
離

す
る
が
故
な
り
。
又
復
た
義
有
り
。
彼
の
蓮
華
の
泥
水
よ
り
出
る
が
如
き
は
、

諸
の
声
聞
の
、
如
来
の
大
衆
中
に
入
る
を
得
て
坐
す
る
に
轍
う
。
諸
の
菩
麓

の
如
き
は
、
蓮
華
上
に
坐
し
、
如
来
の
無
上
智
慧
と
清
浄
境
界
と
を
説
く
を

開
聞
き
て
、
如
来
の
深
密
蔵
を
4

証
す
る
を
得
る
が
故
な
り
。

こ
に
は
、
議
開
の
義
な
り
。
諸
の
衆
生
の
、
大
乗
中
に
於
い
て
、
設
(
の
心

怯
弱
に
し
て
、
倍
、
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
以
て
、

69 

の
故
に
、
諸
の
仏
・

如
来
の
浄
妙
法
身
、
を
開
示
し
て
、
倍
、
む
を
生
ぜ
し
む
る
が
故
な
り
。

十
七
に
、
「
最
上
法
門
L

と
名
づ
く
る
は
、
摂
成
就
の
故
な
り
。
摂
成
就
と

町

四

回

目

は
、
の
名
句
字
身
を
摂
取
す
。
頻
婆
羅
阿
関
婆
等
の
辞
麗
迦
の
有
る
が

故
に
。此
の
十
七
句
法
門
は
、
是
れ
総
な
り
。
余
匂
は
、
是
れ
別
な
り
。
経
の
如
く

「
諸
の
菩
寵
の
為
に
大
乗
経
の
無
量
義
と
名
づ
く
る
を
説
く
L

、
是
く
の
如
き

等
の
故
な
り
。
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〔
現
代
語
訳
】

「
如
来
が
法
を
説
こ
う
と
す
る
時
が
来
て
い
る
と
い
う
[
特
性
の
〕
完
成
」
と
い
う
の
は
、
諸
々
の
菩
薩
の
為
に
大
乗
の
経
を
説
く
[
と

吋
法
華
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
〕
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
乗
の
ス
ー
ト
ラ
に
は
、
十
七
種
類
の
名
が
あ
っ
て
、
甚
、
深
な
功
徳
を
顕
示
し
て
い

る
。
マ
」
の
こ
と
を
〕
ま
さ
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
七
と
は
鰐
か
。
ど
の
様
に
顕
示
し
て
い
る
の
か
。

第

に
、
「
無
量
義
経
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
字
と
い
う
意
義
を
完
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
法
門
(
『
法
華
経
』
)
に
よ
っ

て
、
き
わ
め
て
奥
深
い
法
の
す
ぐ
れ
た
境
界
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
き
わ
め
て
奥
深
い
法
の
す
ぐ
れ
た
境
界
と
は
、
諸
仏
、
如

来
の
最
も
す
ぐ
れ
た
境
界
の
こ
と
で
あ
る
。

(
『
法
華
経
』
)

の
中
で
善
く
完
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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第
二
に
、
「
最
も
す
ぐ
れ
た
ス
!
ト
ラ
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
一
一
一
蔵
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
て
見
事
な
〔
教
え
の
〕
蔵
が
、
こ
の
法
門

一
に
、
「
大
方
広
の
経
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
無
量
な
る
大
乗
の
門
は
、
衆
生
の
機
根
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
従
っ
て
、
失
わ
な
い

よ
う
に
止
ま
っ
て
完
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
「
菩
薩
を
教
誠
ず
る
法
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
つ
法
華
経
』
が
、
〕
機
根
が
熟
し
て
い
る
菩
薩
を
教
化
す
る
た
め
に
、
法

を
受
容
す
る
器
に
応
じ
た
こ
と
を
普
く
完
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
に
、
「
仏
に
護
り
念
わ
れ
る
も
の
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
知
来
に
依
拠
し
て
こ
の
法
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
六
に
、
「
一
切
諸
仏
の
秘
密
の
法
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
は
甚
深
で
あ
っ
て
、
た
だ
仏
だ
け
が
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
七
に
、
「
一
切
諸
仏
の
蔵
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
如
来
の
優
れ
た
特
性
と
一
一
一
味
の
蔵
が
、
こ
の
経
の
中
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。



第
八
に
、
「
一
切
諸
仏
の
秘
密
の
場
所
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
機
根
が
未
だ
に
熟
し
て
い
な
い
衆
生
等
は
、
法
を
受
容
す
る
器
で
は

な
い
の
で
、
つ
法
華
経
』
を
〕
授
与
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
九
に
、
「
能
く
一
切
諾
仏
を
生
じ
る
経
L

ヒ
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
門
(
『
法
華
経
』
)
を
開
い
て
、
諸
仏
の
大
い
な
る
さ
と
り

を
成
、
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
十
に
、
「
一
切
諸
仏
の
道
場
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
門
(
『
法
華
経
』
)
は
、
諸
仏
と
し
て
の
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
を
完

成
さ
せ
、
部
余
の
経
典
は
、

そ
う
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
一
に
、
「

切
諸
仏
が
転
じ
ら
れ
た
法
輪
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
門
(
『
法
薬
経
』
)
は
、
す
べ
て
、
諸
の
さ
と
り
の
障

な
る
も
の
を
打
ち
破
る
か
ら
で
あ
る
。

第
十
ニ
に
、
「
一
切
諸
仏
の
堅
間
な
る
舎
利
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
如
来
の
真
実
の
法
身
が
こ
の
経
典
に
お
い
て
、
襲
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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第
十
一
一
一
に
、
「
一
切
諸
仏
の
大
い
に
巧
み
な
方
便
の
経
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
〔
諸
仏
は
〕
こ
の
法
門
に
依
拠
し
て
、
大
い
な
る
さ

と
り
を
成
し
遂
げ
て
、
衆
生
の
為
に
、
天
と
人
と
声
問
問
、
辞
支
仏
等
の
諸
の
善
法
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。

第
十
四
に
、
「
説
一
乗
経
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
門
は
、
如
来
の
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
と
い
う
究
極
の
そ
の
も
の
自
体
を

顕
示
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
し
、
彼
の
二
乗
(
声
間
関
乗
と
独
覚
乗
)

の
さ
と
り
は
究
極
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
十
五
に
、
「
第

の
住
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
門
が
、
そ
の
ま
ま
諸
仏
、
如
来
の
法
身
の
究
極
の
住
処
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
十
六
に
、
「
妙
法
蓮
華
経
L

と
い
う
名
で
あ
る
の
に
は
、
一
一
種
の
意
味
が
あ
る
。
二
種
と
は
何
か
。
第
一
に
は
、
水
か
ら
出
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
〔
仏
の
教
え
は
〕
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
一
梁
と
い
う
濁
っ
た
泥
水
か
ら
離
れ
出
る
、

と
い
〉
フ

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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理
由
に
よ
る
。
別
の
意
味
も
あ
る
。
蓮
華
が
泥
水
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、
芦
間
た
ち
が
、
如
来
の
大
勢
の
聴
衆
た
ち
の
中
に
入
る

の
上
に
坐
り
、
如
来
が
無
上
な
る
智
慧
・
清
浄
な
る
境
界
を
説
き

こ
と
が
で
き
て
、
坐
る
こ
と
に
喰
え
る
の
で
あ
る
。
菩
薩
た
ち

明
か
す
の
を
開
き
、
如
来
の
奥
深
い
秘
密
の
教
え
の
蔵
を
さ
と
る
、

と
い
う
理
由
に
よ
る
。

第
二
に
は
、
蓮
華
が
開
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
衆
生
た
ち
は
、
大
乗
の
中
に
あ
っ
て
も
心
が
弱
く
、
信
の
心
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
れ
で
、
諸
仏
、
如
来
の
浄
ら
か
で
妙
な
る
法
身
を
開
示
し
て
、
信
の
心
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

第
十
七
に
、
「
最
上
法
門
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
は
、
摂
成
就
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
摂
成
就
」
と
は
、
量
一
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
、
一
部
開
・

文
・
文
字
の
集
ま
り
を
取
り
摂
め
る
こ
と
で
あ
る
。
十
の
十
七
乗
、
十
の
十
九
乗
と
い
っ
た
数
多
く
の
偶
頒
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
十
七
の
匂
の
法
門
は
、
総
論
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
匂
の
法
門
は
、
各
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
吋
[
法
華
]
経
』

-72 

に
「
諸
菩
薩
の
た
め
に
大
乗
の
無
量
義
と
名
づ
け
る
経
を
説
く
し
と
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
よ
う
に
。

4 

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
何
等
十
七
。
云
伺
顕
示
」
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
法
妙
境
界
」
を
「
妙
境
界
法
」
と
す
る
。
次
の
、
「
後
援
深
法
妙
境
問
介
者
L

も
隠
様
に
、
「
甘
盟
深
妙
境
界
法
者
」
と
す
る
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
於
三
蔵
中
最
勝
妙
蔵
。
此
法
門
中
養
成
就
故
L

吾
、
「
一
ニ
蔵
中
国
最
妙
勝
蔵
成
就
放
L

と
す
る
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
無
量
大
乗
門
中
盤
百
成
就
故
。
随
順
衆
生
根
L

を
「
無
重
大
乗
門
随
衆
生
根
」
と
す
る
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
以
」
の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
随
順
法
器
警
戒
就
」
を
「
随
器
法
成
就
L

と
す
る
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
以
依
如
来
」
を
「
依
仏
如
来
L

と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
喰
仏
知
」
を
「
如
来
知
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
諸
仏
之
蕨
L

を
「
仏
蔵
」
と
す
る
。

1 2 3 5 6 7 8 9 
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世
親
『
法
禁
論
』
訳
日
夜

ω

33 32 31 

『
妙
法
華
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
耕
凡
本
に
は
∞
口
門
司
間
三
国
召
と
あ
る
。
(
同
州
Z
℃
日

L-
∞)

『
妙
法
華
』
に
は
回
見
ら
れ
な
い
が
、
林
凡
本
に
は
ヨ
田
宮
同
司
白
日
間
)
円
同
日
可
出
向
唱
と
あ
る
。
(
穴
2
・匂・印

L'
∞)

底
本
で
は
、
「
無
釜
大
乗
法
門
中
益
百
成
就
故
。
題
願
衆
生
相
仮
住
持
成
就
放
L

と
「
中
養
成
就
放
」
と
い
う
句
が
あ
る
が
、
動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
無
量
大
乗
法

門
随
衆
生
根
住
持
成
就
故
」
(
『
大
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
十
二
頁
中
、
八
行
自
)
で
あ
り
、
ま
た
土
口
蔵
の
疏
中
の
法
華
論
の
引
用
文
も
、
「
無
量
…
大
乗
法
門
施
順

衆
生
根
住
持
成
就
故
」
(
『
大
正
蔵
』
第
悶

O
巻
、
七
九
三
頁
上
、
十
七
行
自
)
で
あ
っ
て
、
「
中
養
成
就
放
」
と
い
う
匂
を
欠
く
。
こ
こ
で
は
、
勅
那
摩
援
等

に
従
っ
て
「
中
養
成
就
故
L

の
匂
を
削
徐
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
真
中
、
八
行
自
)
。
焚
本
に
は
ぴ
O
門
安
田
忠
守
悶
〈
告
-
忠
-
即
日
と
あ
る
。
(
州
内
Z
-
u
-
印w
N
S
由
)

「
随
順
法
器
養
成
就
故
」
を
勃
那
麻
原
援
訳
で
は
「
隠
器
法
成
就
故
」
と
す
る
。
(
『
大
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
十
二
真
中
、
九
行
自
)

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
ニ
官
民
中
、
八
行
自
)
o

党
本
に
は
印
担
当
同
ぴ
ロ
注
町
田
℃
由
江
崎
田
町
田
ヨ
と
あ
る
。
(
穴
Z
・℃・印
w

戸

由

)

『
妙
法
華
』
「
安
楽
行
口
問
」
に
は
、
「
此
法
華
経
誇
仏
如
来
秘
密
之
蔵
」
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
三
九
百
民
上
)
と
あ
る
。
ぬ
向
(
二
頁
中
、
八
行
自
)
、
又
、

粛
斉
の
曇
摩
倣
陀
耶
会
訳
『
無
量
義
経
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
二
八
三
賞
以
下
)
が
あ
る
。
尚
、
党
本
に
は
H
H
M

岳
山
口
町
門
山
由
抽
出
自
口
出
自
由
岳
民
同
出
血
句
史
五
百
円
H
M

と
あ
る
。
(
間
2
・
℃
・
日
‘
~
・
∞
)

叶
妙
法
整
』
神
力
口
問
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
五
二
頁
上
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
如
来
一
切
所
有
之
法
。
如
来
一
切
自
在
神
力
。
如
来
一
切
秘
国
立
之
歳
。

如
来
一
切
議
深
之
事
。
皆
於
此
経
宣
一
示
顕
説
」

「
舎
利
」
(
身
品
開
)
に
は
二
種
類
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
全
身
の
舎
利
を
、
い
ず
れ
壊
れ
る
と
い
う
意
味
で
「
砕
身
L

と
い
い
、
法
身
の
舎
利
を
、
完
全
な
身
体

と
宮
口
う
意
味
で
「
全
身
L

と
い
う
。
こ
の
額
所
で
は
、
後
者
の
舎
利
を
指
し
て
述
べ
て
い
る
。

「
辞
支
仏
L

と
は
、
独
党
あ
る
い
は
縁
覚
、
買
え
MHmw
同ぴ

EaF同
の
こ
と
を
指
す
。

声
関
、
縁
覚
、
笠
口
薩
の
一
一
一
乗
に
人
乗
、
天
乗
を
加
え
て
五
乗
と
い
う
。
天
乗
、
人
乗
は
投
開
乗
、
そ
れ
以
外
の
一
一
一
乗
は
出
投
開
同
乗
と
い
う
。

「
二
乗
道
」
と
は
、
最
高
の
き
と
り
で
あ
る
何
務
多
羅
三
毅
三
菩
提
に
対
し
、
他
の
声
問
問
、
縁
覚
の
さ
と
り
を
指
す
。
な
お
、
遂
と
は
さ
と
り
、
あ
る
い
は
さ

と
り
へ
の
道
、
教
え
、
の
意
味
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
経
L

の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
以
」
の
字
を
欠
く
。
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動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
又
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
如
彼
」
を
欠
く
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
於
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
得
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
如
来
L

を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
得
L

の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
深
L

の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
二
葉
樹
間
義
。
以
諸
衆
生
於
大
乗
中
英
心
怯
弱
不
能
生
倍
。
固
定
故
掲
示
諸
仏
如
来
浄
妙
法
身
」
を
、
「
二
葉
問
問
者
。
諸
衆
於
大
乗
中
心
怯

弱
不
能
全
信
故
。
開
示
諸
仏
如
来
浄
妙
法
身
L

と
す
る
。

動
那
摩
援
訳
で
は
、
「
最
上
」
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
有
L

の
ん
予
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
鋒
慮
迦
L

を
「
府
間
」
と
す
る
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
法
門
」
の
後
に
「
者
L

の
字
を
」
加
え
る
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
別
L

の
後
に
「
故
L

の
字
を
加
え
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
故
L

の
字
を
欠
く
。

司
円
安
田
吋
山
の
立
日
写
で
、
十
の
十
七
乗
と
い
う
桁
の
名
称

書
出
阻
害
百
の
立
臼
写
で
、
十
の
十
九
乗
と
い
う
桁
の
名
称

mzrm凶
の
立
臼
写
一
議
。
ま
た
、
『
妙
法
華
』
薬
支
菩
藤
本
事
口
聞
に
「
復
関
走
法
華
経
。
八
百
千
万
億
那
出
他
。
甑
迦
羅
媛
婆
盟
組
問
問
盟
刀
法
憲
司
偽
」
と
あ
る
。
(
吋
大
正

蔵
』
第
九
巻
、
五
一
一
一
頁
中
)

『
妙
法
華
』
序
口
出
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、

52 51 50 49 48 47 46 45 61 60 59 58 57 56 55 54 53 62 

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

二
支
中
、
七

1
八
行
自
)
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に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。



世
親
『
法
華
論
』
訳
注

ω

四

依
所
説
法
威
儀
随
順
住
成
就

〔
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
・
ω
P
N
・
N
ω
-
u
・

8w
戸

印

)

(

勤

円

y

H
N
n
w

ロ・吋
a
H
U
1
)

依
所
説
法
威
儀
髄
膿
住
成
就
者
。
示
現
依
何
等
伺
等

法
説
法
。
依
三
種
法
故
。

成
就
二
種
示
現
。
一
者
成
就
自
在
力
。
身
心
不
動
故
。

二
者
離
一
切
障
。
随
自
在
力
故
。
此
自
在
力
復
有
二

種
。
一
為
随
願
衆
生
不
見
対
治
接
取
覚
菩
提
分
法
故
。

二
為
対
治
無
量
世
来
堅
執
煩
悩
故
。
如
経
仏
説
此
経

己
結
加
鉄
坐
。
入
於
無
量
義
処
三
昧
身
心
不
動
。
如

日
疋
等
故
。
一
一
者
依
器
世
間
。
三
者
依
衆
生
世
間
。
震

動
世
界
及
知
過
去
無
量
劫
事
。
如
是
等
故
。
如
経
是

時
天
雨
受
茶
羅
花
次
第
乃
室
歓
喜
合
掌
一
心
観
仏

一
者
依
三
昧
成
就
。
コ
一
昧

故

{
書
き
下
し
文
〕

「
依
所
説
法
威
儀
随
顕
住
成
就
L

と
は
、
何
等
何
等
の
法
に
依
り
て
法
を
説

く
を
示
現
す
る
や
。
一
ニ
種
の
法
に
依
る
が
故
な
り
。

一
に
は
、
一
ニ
昧
成
就
に

依
る
。

一
種
も
て
示
現
す
。

に
は
、
自
在
な
る
力
を
成
就
す
。

昧
成
就
は

身
心
の
動
ぜ
ざ
る
が
故
な
り
。
こ
に
は
、

一
切
の
樟
を
離
る
。
自
在
な
る
力

に
髄
う
が
故
な
り
。
此
の
自
在
な
る
力
に
復
た
二
種
有
り
。
一
に
は
、
衆
生

に
随
願
し
対
治
を
見
、
ず
覚
菩
提
分
法
を
摂
取
せ
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。
一
一

-76 

に
は
、
無
量
の
世
よ
り
来
り
、
堅
く
執
せ
る
償
悩
を
対
治
す
る
が
為
の
故
な

り

叩
山

経
の
知
く
「
仏
は
此
の
経
を
説
き
巴
っ
て
結
蹴
歓
坐
し
た
も
う
。
無
且
裏
一
義
処

一
ニ
昧
に
入
り
て
身
心
動
じ
た
ま
わ
ず
」
、
是
く
の
如
き
等
の
故
な
り
。
こ
に
は
、

器
世
関
に
依
る
。
一
一
一
に
は
、
衆
生
世
間
に
依
る
。
世
界
を
震
動
し
、
及
び
過

去
の
無
重
な
る
劫
の
事
を
知
る
。
是
く
の
如
き
等
の
故
な
り
。
経
の
如
く
「
是

の
時
天
は
憂
柁
羅
花
を
雨
し
L

次
第
し
て
乃
歪
「
歓
喜
し
合
掌
し
一
心
に
仏

を
観
た
て
ま
つ
る
」
が
故
な
り
。



{
現
代
語
訳
}

「
依
拠
し
て
教
え
を
説
き
、
厳
か
な
振
る
舞
い
に
準
拠
し
て
維
持
し
て
い
る
と
い
う
{
特
性
の
〕
完
成
」
と
い
う
の
は
、

い
く
つ
の
、
ど

の
よ
う
な
事
柄
に
依
拠
し
て
教
え
を
示
し
た
と
表
し
て
い
る
の
か
。

三
種
の
こ
と

(
法
)
に
依
拠
し
て
で
あ
る
。

第
一
に
、
コ
一
味
の
完
成
に
依
拠
し
て
で
あ
る
。
三
味
の
完
成
は
二
種
類
の
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

一
に
は
、
自
在
な
力
を
完

成
し
て
い
る
。
身
心
が
動
揺
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
一
に
は
、
す
べ
て
の
障
害
を
離
れ
て
い
る
。
自
在
な
力
に
従
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
自
在
な
力
に
も
二
種
類
が
あ
る
。

一
に
は
、

血
液
生
に
応
じ
て

{
煩
髄
を
]
滅
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、

さ
と
り
を
知
る
た
め
の
補
助

と
な
る
事
柄
を
摂
め
取
ら
せ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
に
は
、

る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど

の
〕
世
か
ら
堅
間
に
付
着
し
て
い
る
煩
悩
を

滅
す
る
か
ら
で
あ
る
。

『
〔
法
華
〕
経
』
に
「
仏
は
こ
の
経
を
説
か
れ
た
後
に
結
蹴
鉄
坐
さ
れ
、
無
量
義
処
一
一
一
味
に
入
ら
れ
て
身
心
は
動
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
L

と、

77 

こ
の
よ
う
に
あ
る
と
お
り
。

〔
一
ニ
種
の
こ
と
の
〕
第
二
に
、
環
境
世
界
に
依
拠
し
、
第
一
一
一
に
、
衆
生
世
界
に
依
拠
し
て
で
あ
る
。
世
界
を
震
動
す
る
こ
と
と
、
過
去
の

量
一
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の

[
数
の
]
劫
の

〔
関
の
]
出
来
事
を
認
識
す
る
こ
と
と
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
あ
る
と
お
り
。
『

経
』
に

「
こ
の
碍
に
神
は
回
受
陀
羅
花
や
:
:
:
を
闘
の
よ
う
に
降
ら
せ
て
し
か
ら
「
喜
び
合
掌
し
一
心
に
仏
を
観
た
て
ま
つ
っ
た
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
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戦
那
摩
提
訳
に
は
「
所
依
説
法
随
綴
威
儀
住
成
就
者
」
と
あ
る
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
何
等
」
を
欠
く
。

動
那
摩
援
訳
で
は
、
「
一
者
依
一
一
一
昧
成
就
。
一
一
一
味
成
就
二
穣
示
現
。
」
を
「
一
依
三
妹
成
就
放
。
以
一
一
一
昧
成
就
ニ
穏
示
現
。
間
四
等
為
一
一
」
と
す
る
。

動
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
諸
燈
L

と
す
る
。

動
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
復
L

の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
一
者
」
と
す
る
。

勃
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
不
日
比
」
を
欠
く
。

勅
郊
摩
援
訳
で
は
、
「
二
者
」
と
す
る
。

勅
郊
摩
提
訳
で
は
、
「
仏
L

の
学
を
欠
く
。

勤
那
瞬
静
提
訳
で
は
、
「
加
L

を
「
蹴
L

と
す
る
。

勃
那
脚
賄
罪
訳
で
は
、
「
身
心
不
動
。
如
是
」
を
欠
く
。

紡
那
摩
賢
訳
で
は
、
「
放
」
の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
者
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
者
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
如
回
定
L

を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
花
」
を
「
撃
」
と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
乃
至
」
を
欠
く
。

「
覚
菩
提
分
法
L

士
口
蔵
の
疏
に
よ
れ
ば
、
「
党
菩
提
」
と
は
無
上
遍
知
道
の
こ
と
で
あ
り
、
「
分
」
の
字
義
に
つ
い
て
、
「
正
に
無
上
輩
出
援
に
図
て
二
乗
そ
桓

じ
、
余
の
法
を
用
い
ず
。
放
に
称
し
て
分
と
為
す
。
大
乗
の
道
口
問
は
七
党
分
、
八
襲
道
分
な
り
。
今
七
党
を
歎
じ
て
之
を
燈
ず
」
、
「
分
の
一
言
、
国
な
り
。
因

即
ち
是
れ
二
乗
の
菩
提
な
り
」
(
『
大
五
歳
』
第
四
十
巻
、
七
九
四
真
下
、
一
一
一
行
毘
以
下
)
と
解
釈
す
る
。

以
上
の
一
文
は
、
勅
那
摩
援
訳
に
は
「
一
者
為
磁
願
衆
生
一
示
現
対
治
摂
取
党
笠
口
援
分
法
故
」
(
『
大
正
蔵
』
第
二
十
六
巻
、
一
二
支
下
、
一
一
一
行
自
)
と
あ
る
。

吉
蔵
の
疏
で
は
、
ま
ず
菩
提
流
支
訳
の
「
不
見
封
治
」
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
提
示
さ
れ
(
吋
大
正
競
』
第
四
十
巻
、
七
九
四
一
良
中
、
九
行
百
以
下
)
、
紡
那

役
親
『
法
華
十
議
』
訳
注

ω
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瞬
静
提
訳
の
「
一
首
公
境
対
治
L

に
つ
い
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
(
河
、
第
四
十
巻
、
七
九
四
頁
下
、

司
妙
法
欝
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
一
員
中
、
九
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
夜
す
る
。

吋
妙
法
華
』
序
口
聞
で
は
「
並
日
仏
世
界
六
種
震
動
。
」
(
吋
大
五
歳
』
第
九
巻
、
二
一
良
中
、
一
一
一
行
自
)
が
示
唆
さ
れ
た
笥
所
で
あ
ろ
う
か
。
吉
蔵
の
疏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
部
分
は
「
依
器
世
間
L

の
根
拠
に
あ
た
る
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
九
五
頁
下
、
一
七
行
目
以
下
)

O

動
那
摩
援
訳
に
は
「
知
過
去
無
整
知
事
L

の
あ
と
の
「
如
自
疋
」
を
欠
く
(
吋
大
正
蔵
』
第
二
十
六
巻
、
二
一
頁
下
、
二
ハ
行
自
)
。
吉
裁
の
疏
に
よ
れ
ば
、
こ

の
部
分
は
「
依
衆
生
世
間
」
の
根
拠
に
あ
た
り
、
「
釈
依
衆
生
世
間
。
過
去
無
柔
劫
仏
説
法
華
。
時
数
感
天
雨
四
葉
大
衆
歓
喜
。
今
亦
如
是
。
」
と
述
べ
て
、

(
二
大
衆
が
歓
喜
し
、
(
二
)
天
が
衆
生
で
あ
る
か
ら
当
て
は
ま
る
と
い
う
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
九
五
百
九
下
、
一

O
行
回
以
下
)

0

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
ニ
頁
中
、

0
1
一
六
行
自
)
に
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

21 20 22 23 五

依
止
説
図
成
就

【
テ
キ
ス
ト
〕
(
匂
・

ωダ
ロ
-
A
Y
N
N
)

(
勃
℃
-
M
N
P
~
・
5EH}・
z
p
E
)

依
止
説
西
成
就
者
。
為
諸
大
衆
示
現
異
相
不
思

議
事
。
大
衆
見
己
生
希
有
心
。
渇
仰
欲
間
生
如
是
念
。

如
来
今
者
応
為
我
説
。
故
名
依
止
説
因
成
就
。
是
故

如
来
放
大
光
明
。
示
現
地
方
謡
世
界
中
種
種
諸
事
故
。

先
為
大
衆
示
現
外
事
六
種
麓
動
等
。
次
為
一
部
現
此
法

門
中
内
証
甚
深
微
密
之
法
。
又
依
器
世
間
衆
生
世
間

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆

一
七
行
自
以
下
)
。

〔
書
き
下
し
文
】
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「
依
止
説
因
成
就
L

と
は
、
諸
の
大
衆
の
為
に
異
相
不
思
議
の
一
挙
を
示
現
す
。

大
衆
見
終
わ
り
、
希
有
の
心
を
生
ず
。
渇
仰
し
て
開
か
ん
と
欲
し
、
是
く
の

如
き
の
念
を
生
ず
。
「
如
来
は
今
、
応
に
我
が
為
に
説
く
べ
し
L

と
。
故
に
「
依

止
説
西
成
就
」
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
如
来
は
大
光
明
を
放
ち
、
他
方
の
諸

の
世
界
中
の
種
種
の
諸
事
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

時

先
ず
、
大
衆
の
為
に
外
事
の
六
種
の
震
動
等
を
示
現
す
。
次
に
、
此
の
法
門



世
親
吋
法
務
論
』
訳
注

ω

数
種
種
量
種
種
呉
足
煩
楢
差
別
具
足
清
浄
差
別
仏
法

弟
子
差
別
。
示
現
三
宝
故
。
復
乗
差
別
。
有
世
界
有

仏有
世
界
無
仏
。
令
衆
生
見
修
行
者
未
得
巣
得
道
者
己

得
果
。
如
経
諸
修
行
得
道
者
故
。
数
種
種
者
一
不
現
種

種
観
故
。
略
説
四
種
観
。
一
者
食
。
ニ
者
間
法
。
三
者

修
行
。
四
者
楽
。
如
経
爾
持
仏
放
眉
間
白
一
堂
相
光
。

次
第
乃
至
以
仏
舎
利
起
七
宝
塔
故
。
行
菩
薩
道
者
。

教
化
衆
生
依
四
摂
法
方
便
摂
取
。
此
義
応
知
。
如
経

所
説
当
自
推
取
。

〔
現
代
語
訳
}

中
に
内
証
・
甚
深
・
微
密
の
法
を
示
現
す
る
を
為
す
。
又
、
器
世
間
・
衆
生

に
種
種
あ
り
、
煩
儲
を
具
足
す
る
の
差
別
あ
り
、

却

清
浄
を
具
足
す
る
の
差
別
あ
り
、
仏
と
法
と
弟
子
の
差
別
あ
る
に
依
り
て
三

宝
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

復
た
、
乗
に
差
別
あ
り
。
世
界
有
り
て
仏
有
り
。
世
界
有
り
て
仏
無
し
。
衆

生
を
し
て
、
修
行
者
の
未
だ
楽
を
得
ず
、
得
道
者
の
巴
に
巣
を
得
る
こ
と
を

見
せ
し
む
。
経
の
如
く

世
間
の
数
に
種
種
あ
り
、

の
修
行
得
護
者
L

の
故
な
り
。

「
数
に
種
種
あ
り
」
と
は
、
種
種
の
観
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
略
し
て
四
種

の
観
を
説
く
。
一
に
は
食
。
こ
に
は
開
法
。
一
一
一
に
は
修
行
。
四
に
は
楽
な
り
。

経
の
知
く
「
爾
の
時
仏
は
、
居
間
の
白
豪
棺
の
光
を
放
っ
L

次
第
し
て
乃
宝

時

剖

「
仏
舎
利
を
以
て
七
宝
塔
を
起
つ
る
L

が
故
な
り
。

町
出

「
菩
薩
道
を
行
ず
る
L

と
は
、
衆
生
を
教
化
し
、
四
摂
法
に
依
っ
て
方
便
も

-80 

て
摂
取
す
る
な
り
。
此
の
義
、
応
に
知
る
べ
し
。
経
の
如
し
。
所
説
、
当
に

自
ら
推
取
す
べ
し
。

「
法
を
説
く
原
因
が
〔
衆
生
に
]
依
っ
て
い
る
と
い
う
[
特
性
の
〕
完
成
し
と
い
う
の
は
、
[
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
〕

多
く
の
人
々
の
為
に
、
(
仏
が
〕
異
な
っ
た
様
相
、
我
々
の
思
惟
を
越
え
た
光
景
を
示
し
だ
し
て
お
り
、
人
々
が
見
終
わ
っ
て
希
有
な
思
い



を
生
じ
た
。
そ
し
て
、
[
仏
を
〕
仰
ぎ
慕
っ
て

〔
法
]
を
聞
き
た
い
と
望
ん
で
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
生
じ
た
。
「
如
来
は
今
、
私
の
た
め

に
[
法
を
〕
お
説
き
に
な
る
で
あ
ろ
う
L

と
。
そ
れ
故
に
、
「
法
を
説
く
原
菌
が
〔
衆
生
に
〕
依
っ
て
い
る
こ
と
が
完
成
し
て
い
る
L

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
〔
な
ぜ
な
ら
]
そ
の
よ
う
な
理
由
(
民
衆
が
法
を
間
き
た
い
と
望
ん
だ
こ
と
)

で
、
如
来
は
大
い
な
る
光
明
を
放
ち
、

他
の
方
角
の
多
く
の
世
界
の
中
の
様
々
な
事
柄
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
、
人
々
の
た
め
に
外
面
的
に
は
六
種
類
の
震
動
な
ど
を
一
本
す
。

次
に
、
こ
の
法
門

の
中
に
仏
の
内
面
的
な
さ
と
り
で
あ
る
、
非
常
に
奥
深
く
、
感
覚
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
、
微
妙
な
法
を

示
す
。環
境
世
界
と
衆
生
世
界
に
つ
い
て
は
数
も
様
々
で
あ
り
量
も
様
々
で
あ
り
、
〔
衆
生
の
]
煩
悩
が
多
い
か
少
な
い
か
の
区
別
も
あ
り
、
清

浄
さ
の
程
度
の
一
弘
別
も
あ
り
、
仏
と
法
と
弟
子
と
に
も
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
一
区
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
三
宝
を
示
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
乗
(
大
乗
と
小
乗
)
の
一
民
別
が
あ
る
。
仏
の
い
る
世
界
と
仏
の
い
な
い
世
界
が
あ
る
〔
と
い
う
区
別
が
あ
る
〕
。

修
行
者
が
ま
た
結
果
を
得
て
い
な
い
こ
と
と
得
道
者
が
す
で
に
結
果
を
得
て
い
る
こ
と
を
[
仏
が
〕
衆
生
に
見
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
コ
法

81 

華
]
経
』
に
お
い
て
「
修
行
し
て
得
道
す
る
者
L

と
あ
る
よ
う
に
。

「
数
が
様
々
で
あ
る
こ
と
L

(

数
種
種
)
と
い
う
の
は
、
種
々
な
る
観
察
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
要
約
し
て
四
種
類
の
観
察
を
説
こ
う
。

一
に
は
「
食
」
、
一
一
つ
に
は
「
開
法
ヘ
一
ニ
に
は
「
修
行
L

、
四
に
は
「
楽
L

で
あ
る
。
コ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
そ
の
時
仏
は
、
鹿
間
に

あ
る
自
い
巻
き
毛
か
ら
一
条
の
光
を
放
っ
て
L

か
ら
「
仏
の
遺
骨
を
お
さ
め
る
た
め
の
七
宝
づ
く
り
の
塔
が
起
て
ら
れ
る
の
が
見
え
た
」

と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

「
菩
薩
の
道
を
行
ず
る
」
と
は
、
衆
生
を
教
化
し
て
、
四
つ
の
摂
法
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
手
段
と
し
て
(
衆
生
〕
を
摂
め
取
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
の
通
り
で
あ
る
。
説
こ
う
と
す
る
意
味
は
、
自
ら
推
し
量
っ
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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な
い
。
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戦
那
摩
提
訳
で
は
、
「
為
諸
大
衆
一
部
現
異
相
不
思
議
事
」
安
、
「
彼
諸
大
衆
現
見
異
相
不
可
思
議
事
」
と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
大
衆
見
巳
生
希
有
心
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
如
固
定
念
」
を
「
希
有
心
」
と
す
る
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
ム
寸
考
」
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
故
」
の
{
子
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
如
来
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
他
方
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
諮
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
為
大
衆
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
次
為
一
不
現
此
法
門
中
市
内
証
甚
深
微
密
之
法
。
L

を
「
次
一
不
明
明
此
法
門
内
証
甘
桔
密
法
故
。
L

と
す
る
。

勃
那
摩
捷
訳
で
は
、
「
明
」
の
{
子
を
加
え
る
。

勅
那
摩
擦
一
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
此
義
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
如
緩
中
山
ヨ
推
取
L

と
す
る
。

六
変
震
動
、
又
六
反
震
動
と
も
雷
同
う
。
東
商
南
北
と
上
下
に
六
通
り
に
震
動
す
る
こ
と
。
大
神
変
の
一
つ
で
仏
の
偉
大
な
説
法
が
説
か
れ
る
と
き
に
起
こ
る

端
相
の
一
穣
。

吋
妙
法
華
』
に
は
、
「
又
見
彼
土
現
在
諸
例
。
及
間
働
所
説
経
法
。
弁
見
彼
諸
比
佐
比
丘
尼
優
波
塞
優
婆
美
譜
修
行
得
道
者
。
復
見
譜
菩
穣
摩
諮
薩
種
種
因
縁

種
種
一
居
間
解
穣
種
相
貌
行
謹
口
薩
退
。
L

(

吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
二
官
民
中
、
十
九

1
二
三
行
自
)
と
あ
る
。

古
口
蔵
(
『
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
五
笈
下
)
で
は
、
「
仏
法
弟
子
差
別
一
不
瑛
一
二
宝
故
者
L

と
あ
り
、
「
一
不
現
三
宝
」
は
「
仏
法
弟
子
差
別
」
に
か
か
っ
て
い

82 
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る
が
、
こ
こ
で
は
「
又
依
器
世
間

1
仏
法
弟
子
差
別
」
す
べ
て
に
か
か
っ
て
い
る
と
解
す
。

こ
こ
で
は
、
大
乗
と
小
乗
の
区
別
を
た
て
る
こ
と
。
士
口
蔵
に
は
「
復
乗
差
別
者
。
閉
山
果
為
小
乗
、
菩
薩
為
大
乗
」
(
『
大
正
蔵
h

第
間
十
巻
、
七
九
五
真
下
、

十
行
自
)
と
あ
る
。
小
乗
と
は
吋
妙
法
禁
』
の
「
比
丘
比
丘
尼
優
婆
袋
一
優
婆
夷
」
(
『
大
友
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
頁
中
、
二
十
行
自
)
大
乗
と
は
『
妙
法
華
』
の

「
笠
間
経
腕
時
詞
穣
」
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
資
中
、
二
一
行
自
)
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「
世
界
有
り
て
仏
有
り

L
iこ
れ
に
つ
い
て
は
、
士
口
蔵
に
「
東
方
世
界
現
在
仏
為
仏
」
(
『
大
正
競
』
第
四

O
巻
、
七
九
五
官
民
下
、
十
一
一
行
自
)
、
『
妙
法
華
』
に

は
「
又
見
彼
土
現
在
仏
諸
仏
」
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
頁
中
、
十
九
行
自
)
と
あ
る
。

又
、
「
世
界
有
り
て
仏
無
し

L
iこ
れ
に
つ
い
て
は
、
土
問
蔵
に
「
又
、
見
諸
仏
般
浬
繋
後
以
仏
舎
利
起
七
宝
陵
情
名
為
無
仏
」
(
吋
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
九

r
A

頁
下
、
十
二
行
自
)
、
『
妙
法
華
』
に
は
「
復
見
諸
仏
浬
繋
者
。
復
見
諸
仏
般
洩
融
市
後
以
仏
本
一
口
利
起
七
宝
塔
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
真
中
、
二
十
三
行

自
)
と
あ
る
。

「
修
行
者
米
だ
楽
を
得
、
ず
、
得
道
者
す
で
に
果
を
得
る
こ
と
L

i

吉
蔵
に
お
い
て
「
四
衆
修
行
也
。
来
得
果
者
修
一
一
一
学
行
米
得
凶
果
。
得
選
者
己
得
四
巣
L

(

明大

正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
五
頁
下
、
十
七
行
自
)
と
あ
る
。

『
妙
法
筆
』
(
『
大
五
歳
』
第
九
巻
、
二
真
中
、
一
一
一
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。
『
妙
法
華
』
に
お
い
て
は
、
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆

夷
が
「
修
行
得
道
者
」
で
あ
る
と
い
う
。

身
心
を
増
日
比
増
援
す
る
も
の
の
こ
と
。
吉
蔵
(
吋
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
五
一
良
下
、
二
十
七
行
自
)
に
は
、
「
一
者
食
亦
可
楚
禅
悦
為
食
。
亦
可
同
道
端
等

四
食
。
L

と
あ
る
。
即
ち
、
「
禅
三
昧
を
食
と
す
る
こ
と
O
L

で
あ
る
。
又
、
四
食
の
う
ち
の
「
端
L

と
は
「
段
L

「
捧
」
と
も
一
言
わ
れ
る
。
酒
食
と
は
、
段
食

(
肉
体
を
養
う
食
物
)
、
触
食
(
感
覚
の
こ
と
、
身
体
生
命
を
養
資
す
る
の
で
食
と
い
う
)
、
思
食
(
意
志
作
用
の
こ
と
、
思
想
、
希
望
に
よ
っ
て
身
体
を
保
持

す
る
も
の
)
、
議
食
(
六
識
の
こ
と
)
で
あ
る
。

修
行
の
結
果
得
ら
れ
る
安
楽
。

吋
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
官
民
中
、
十
六

1
二
回
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

仏
に
備
わ
る
三
十
二
相
の
一
つ
。
仏
陀
の
同
組
問
に
あ
る
右
回
り
に
渦
を
な
し
て
い
る
白
い
毛
。

仏
の
遺
骸
、
遺
品
目
の
こ
と
。

仏
陀
の
選
管
を
紀
っ
た
塔
の
こ
と
。
七
種
類
の
宝
玉
よ
り
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
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『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
真
中
、
一
一
一
一
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

郎
摂
法

1
人
々
を
収
め
取
る
四
の
方
法
。
布
施
、
愛
語
、
利
行
、
同
事
。

ム

ノ、

大
衆
欲
開
法
現
前
成
就

【
テ
キ
ス
ト
〕
(
匂
・

ωぴ

wN・
Nω
也

h
r
w
~
5
)

(
山
朝
間
)
・
お
my
戸

EEH)-Mω
ダ

戸

ω)

自
此
以
下
。
示
現
大
衆
欲
間
関
現
前
成
就
。
間
一
入
者

多
人
欲
開
生
希
有
心
。
国
疋
故
唯
開
文
殊
師
利
。
如
是

示
現
世
尊
弟
子
髄
願
於
法
不
相
違
故
。
今
仏
世
尊
現

神
変
相
者
為
何
等
義
。
為
説
大
法
故
。
現
大
相
以
為

為説
説部
如
来4現
所大
得手目
妙有
法為
不
説可品

開j(ノ

議婆
等筆
文句

言z
立5天
it 瑞
相

一種…義。

回
疋
故
仰
推
文
殊
蹄
利
。
何
等
為
二
。

現
見
諸

【
書
き
下
し
文
】

此
れ
自
り
以
下
は
、
「
大
衆
欲
関
現
前
成
就
L

を
示
現
す
。

一
人
に
問
う
と
は
、
多
入
、
聞
か
ん
と
欲
し
、
希
有
の
心
を
生
ず
。

の
故

84 

に
、
唯
だ
、
文
殊
部
和
に
の
み
問
う
。
是
の
如
く
、
世
尊
の
弟
子
に
し
て
、

法
に
鑓
願
し
相
違
せ
ざ
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

ょ
っ
、
仏
世
尊
は
、
神
変
の
相
を
現
じ
た
も
う
」
と
は
、
何
等
の
義
と
為
す

ゃ
。
大
法
を
説
く
為
の
故
な
り
。
大
な
る
棺
を
現
じ
、
以
て
説
く
こ
と
の
菌

と
為
す
。
大
な
る
相
を
現
ず
と
は
、
妙
法
蓮
華
経
を
説
か
ん
が
為
の
故
に
、

大
な
る
瑞
相
を
現
ず
る
な
り
。
如
来
所
得
の
妙
法
、
不
可
思
議
等
の
文
字
・

章
句
を
説
か
ん
が
為
の
故
な
り
。

為
す

は

諸
法

皇の
貞故
ずに
る明
カヨ さ

故三
か」ι

5詰
二利
にを
は推
.す
諸

~{可
議警
を壬
離竺

粍19と

二
種
の
義
有
り
て
、



法
故
。
二
者
離
諸
国
縁
唯
白
内
心
成
就
彼
法
故
。
示

現
種
種
諸
瑞
相
者
。
以
為
一
不
現
彼
彼
事
故
。
如
彼
事

相
現
没
住
滅
応
当
益
出
知
。
以
文
殊
翻
利
能
記
彼
事
故
。

以
文
殊
師
利
所
作
成
就
国
果
成
就
現
見
彼
法
故
。
所

作
成
就
者
。
此
有
二
種
。
一
者
功
徳
成
就
二
者
智
慧

成
就
。
四
成
就
者
。
一
切
智
成
就
故
。
又
復
有
問
謂

縁
国
故
。
縁
因
成
就
者
。
衆
棺
呉
足
故
。
果
成
就
者
。

説
大
法
故
。

種
種
異
星
(
仏
国
土
者
。
為
此
示
現
披
国
土
中
種
種

異
国
間
差
別
応
知
。
浄
妙
国
土
者
。
罷
無
償
悩
衆
生

住
処
。
如
経
照
於
東
方
万
八
千
世
界
次
第
乃
主
悉
見

彼
仏
国
界
荘
厳
故
。
如
来
為
上
世
間
者
。
諸
菩
臨
等
依

如
来
住
故
。
以
彼
如
来
於
彼
国
土
諸
大
衆
中
得
自
在

故
。
如
経
又
見
彼
土
現
在
諸
仏
如
是
等
故
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
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唯
だ
、
内
心
自
り
彼
の
法
を
成
就
せ
る
が
故
な
り
。
「
種
種
な
る
諸
の
瑞
棺
を

示
現
す
」
2

と
は
、
彼
彼
の
事
を
示
現
せ
ん
が
為
を
以
て
の
故
な
れ
山
。
彼
の
事

の
相
の
現
・
没
・
住
・
滅
の
如
ぃ
。
応
に
善
く
知
る
べ
し
。
文
殊
師
利
の
能

く
彼
の
一
撃
を
記
す
る
を
以
て
の
故
に
。
文
殊
部
利
の
所
作
は
成
就
し
、
因
果

は
成
就
し
、
彼
の
法
を
現
見
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
「
所
作
成
就
L

と
は
、

此
れ
に
こ
種
有
り
。
に
は
、
功
徳
成
就
、
こ
に
は
、
智
慧
成
就
な
り
。
「
図

成
就
L

と
は
、
一
切
智
の
成
就
の
故
な
り
。
又
復
た
、
印
刷
有
り
。
謂
く
、
縁

幻

自

国
の
故
な
り
。
縁
関
成
就
と
は
、
衆
相
具
足
の
故
な
り
。
「
果
成
就
」
と
は
、

大
な
る
法
を
説
く
が
故
な
り
。

「
額
種
異
異
な
る
仏
国
土
」
と
は
、
此
れ
、
彼
の
爵
土
中
の
種
種
援
(
異
な
る

差
別
を
示
現
せ
ん
が
為
な
り
。
誌
に
知
る
べ
し
。
「
諦
妙
な
る
国
土
L

と
は
、

お

謂
く
、
煩
悩
無
き
衆
生
の
、
住
処
り
。
経
の
如
く
「
東
方
八
千
世
界
を
照
ら
し

た
も
う
L

次
第
し
て
乃
至
「
悉
く
彼
の
仏
国
界
の
荘
騒
な
る
を
見
る
」
が
故

な
り
。
「
如
来
も
て
上
首
と
為
す
L

と
は
、
諸
の
菩
薩
等
、
如
来
に
依
り
て
住

す
る
が
故
な
り
。
彼
の
如
来
、
彼
の
国
土
の
諸
の
大
衆
の
中
に
於
い
て
自
在

を
得
る
を
以
て
の
故
な
り
。
経
の
如
く
「
又
、
彼
の
土
の
現
在
の
諸
仏
を
見

る
」
、
是
く
の
如
き
等
の
故
な
り
。
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{
現
代
語
訳
】

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
「
法
を
聞
き
た
い
と
い

み
が
大
衆
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
〔
特
性
の
〕
完
成
」
を
示
し
て
い
る
。

人
に
問
う
と
は
、
(
次
の
よ
う
な
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
〕
多
く
の
も
の
た
ち
が

[
仏
の
現
さ
れ
た
不
思
議
な
る
さ
ま
の
図
磁
を
〕

開
き
た
い

み
、
希
有
な
る
思
い
を
生
じ
た
。
こ
の
故
に
[
弥
勤
菩
薩
が
〕
文
殊
師
利
た
だ
一
人
に
問
う
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

〔
文
殊
師
利
は
]
世
尊
の
弟
子
で
あ
り
、
法
に
し
た
が
い
、
違
う
こ
と
が
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

中
に
〕
「
今
、
仏
世
尊
は
、
不
思
議
な
奇
躍
の
さ
ま
を
お
映
し
に
な
ら
れ
た
L

と
あ
る
の
は
、

い
か
な
る
意
義
か
。
〔
そ
れ

は
]
大
い
な
る
法
を
説
く
た
め
で
あ
る
。
大
い
な
る
[
不
思
議
な
奇
績
の
〕

さ
ま
を
現
し
出
し
、

そ
れ
を
[
法
を
〕
説
く
よ
す
が
と
し
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
大
い
な
る
さ
ま
を
現
し
出
し
た
」

の
は
、

『
妙
法
蓮
華
経
b

を
説
く
た
め
に
、
大
い
な
る
め
で
た
い
さ

86 

ま
を
現
し
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
法
華
経
』
に
示
さ
れ
る
〕
如
来
が
獲
得
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
法
、
不
可
思
議
[
な
る
法
〕

と
し
て
の
文
字
、
章
句
を
説
く
た
め
で
あ
る
。

二
つ
の
意
義
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
[
弥
鞘
菩
譲
他
、

多
く
の
も
の
た
ち
は
]
伸
ぎ
見
て
、
文
殊
蹄
利
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

(
こ
と
が
ら
)
を
は
っ
き
り
と
知
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
の

つ
「一-，

つ
め
は
、
〔
彼
が
〕

た
だ
心
の
内
か
ら
そ
の
法
(
こ
と
が
ら
)
を
完
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
種
種
諸
々
の
め
で
た
い
し
る
し
を
示
す
」
と
は
、

と
は
何
か
。

一
つ
め
は
、

諸
々
の
因
縁

を
離
れ
て
、

彼
彼
の
事
(
つ
ま
り
過
去
諸
仏
の
諸
端
相
)
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

そ
の
事
相
の
、

現
れ
、
変
化
し
、
と
ど
ま
り
、
滅
す
る
と

彼
の
事
(
過
去
諸
々
の
諸
瑞
相
)
と
い
う

い
っ
た
様
相
な
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
よ
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。
文
殊
蹄
利
は
、

も
の
を
は
っ
き
り
と
説
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
文
殊
部
科
は
、
作
す
べ

き
こ
と
の
完
成
と
因
果
の
完
成
と
に
よ
っ
て
諸
法
を
は
っ
き
り
と
知
る
か
ら
で
あ
る
。
「
な
す
べ
き
こ
と



の
完
成
」
に
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
め
は
功
徳
の
完
成
、
一
一
つ
め
は
智
慧
の
完
成
で
あ
る
。
つ
因
果
の
完
成
」
の
う
ち
〕
「
国
の
完
成
」
と
い

う
の
は
、

一
切
智
を
完
成
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
国
が
あ
る
。

い
わ
ば
間
接
的
な
因
で
あ
る
。
間
接
的
な
「
罰

の
完
成
」
と
い
う
の
は
、
衆
相
(
つ
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
め
で
た
い
前
兆
)
を
そ
な
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
果
の
完
成
」
と
い
う
の
は
、

〔
一
切
知
問
、
衆
相
の
巣
と
し
て
の
〕
大
い
な
る
法
(
こ
と
が
ら
)
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。

つ
法
華
経
』
中
の
〕
「
種
種
さ
ま
ざ
ま
な
る
仏
国
土
L

と
は
、

そ
の
国
土
に
は
種
種
さ
ま
ざ
ま
な
区
別
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

[
こ
の
こ
と
を
〕
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
浄
妙
な
る
国
土
L

と
は
、
煩
舗
な
き
衆
生
の
住
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』
に
お

い
て
「
東
方
の

万
八
千
の
闇
土
が
照
ら
さ
れ
る
と
L

か
ら
「
そ
の
仏
国
土
の
領
域
の
厳
か
な
あ
り
さ
ま
が
こ
と
ご
と
く
見
ら
れ
た
L

と

ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。
「
如
来
を
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
[
国
土
亡
と
い
う
の
は
、
[
そ
こ
に
お
い
て
は
〕
諸
々
の
菩
醸
た

ち
が
如
来
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
ま

そ
の
よ
う
な
如
来
は
、
か
の
国
土
の
諸
々
の
人
々
の
中
に
あ
っ

て
、
自
在
な
る
力
を
獲
得
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
可

経
』
に
お
い
て
「
ま
た
、

か
の
国
土
に
お
ら
れ
る
仏
た
ち
が
見
ら
れ
」
と

87 

あ
る
よ
う
に
。

1 

勅
那
摩
援
訳
で
は
、
「
自
此
以
下
一
示
現
大
衆
。
現
前
欲
開
法
成
就
L

と
あ
る
。

勧
那
摩
擬
訳
で
は
、
「
者
L

の
ん
予
を
欠
く
。

戦
那
摩
提
訳
で
は
、
「
於
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
如
来
L

を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
文
字
章
勾
」
を
「
文
句
し
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
「
爾
の
時
に
弥
勃
菩
薩
、
是
の
念
を
作
さ
く
:
:
:
L
(
『
妙
法
華
』
二
頁
中
、
二
回
行
自
)
以
下
を
指
す
。

2 3 4 5 6 
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7 

こ
こ
で
は
「
一
一
小
現
大
衆
欲
関
現
前
成
就
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
七
種
の
功
徳
の
成
就
を
列
挙
す
る
筒
所
ご
資
中
、
凶
行
自
)
に
て
は
、
「
大
衆
現

前
欲
間
関
法
成
就
L

と
あ
り
、
現
代
語
訳
は
後
者
に
基
づ
い
た
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
品
第
九
巻
、
一
一
覧
中
、
二
五
行
自
)
に
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
有
二
種
義
。
楚
故
仰
推
文
殊
師
初
」
を
「
有
二
穣
法
放
捻
文
殊
部
利
L

と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
何
等
為
一
一
L

を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
放
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
暗
唱
由
同
内
心
L

を
「
出
回
心
」
と
す
る
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
諮
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
ム
応
当
益
百
知
」
を
「
応
知
L

と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
此
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
放
L

の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
成
就
L

を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
放
」
の
字
を
欠
く
。

官
口
蔵
は
、
「
『
諸
の
因
縁
を
離
る
恥
と
は
、
文
殊
の
、
推
度
、
比
類
す
る
に
非
ず
し
て
、
市
も
知
る
を
以
て
〔
の
故
な
り
〕
。
成
論
に
一
五
う
o

『
現
見
事
中
に
岡
山

縁
は
無
用
な
り
』
と
O

L

と
い
う
(
『
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
六
百
見
下
、
一
一
行
自
)

0

士
口
蔵
は
、
文
殊
部
利
が
ヨ
必
、
ず
此
の
希
有
の
棺
を
見
る
べ
き
』
(
『
妙
法
華
』
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
ニ
貰
中
、
二
九
行
自
)
が
放
に
、
今
将
に
種
種
の
瑞
相

を
一
示
現
せ
ん
。
此
れ
文
殊
の
過
去
に
曾
て
見
た
る
穏
種
の
瑞
相
よ
り
山
山
る
な
り
」
と
い
う
(
『
大
正
蔵
b

第
泊

O
巻
、
七
九
六
頁
下
、
一
七
行
自
)
O

『
妙
法
華
』

(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
百
回
一
下
、
五

1
六
行
自
)
に
、
「
以
何
因
縁
市
有
比
端
神
通
之
相
L

と
あ
る
。
党
本
に
は
、

r
o
ロ〈ヨえ

3
2出
足
己
主
y
y
呉
氏
凶
}
内
田
町
有
田
片
山
、
同
a

可C
M可

ma
印
可
由
自
由
〈
間
同
吋

HBUmw
間山門出吋可出
B

即
応

}uvzg
と
あ
る
。
(
州
内
戸
℃
∞
噌
勾
中
町
)

士
口
首
燃
は
、
「
彼
彼
事
と
は
、
過
去
の
諸
仏
の
種
種
な
る
端
棺
の
為
す
所
の
古
学
な
り
」
と
い
う
(
『
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
六
支
下
、
一
九
行
自
)
。
こ
こ
は

弥
紡
ら
が
文
殊
を
選
ん
だ
環
由
に
つ
い
て
説
か
れ
る
筒
所
で
あ
る
。
「
彼
彼
世
帯
ぜ
」
の
具
体
的
な
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
此
れ
自
り
以
下
、
次
に
酌
知
思
考
(
文
殊

部
利
)
を
明
か
す
L

段
に
示
さ
れ
る
。
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こ
れ
は
有
為
の
四
相
、
す
な
わ
ち
生
(
一
一
環
)
、
伎
、
塁
(
(
一
一
没
)
、
滅
。

士
口
蔵
は
、
「
図
の
中
に
二
国
有
り
。
一
は
正
図
、
こ
は
縁
因
な
り
o
r
L
回
出
と
は
謂
く
一
切
智
な
り
。
即
断
な
る
一
一
切
知
官
房
)
以
て
能
く
過
去
世
の
古
学
を
見
る
が
放
な

り
L

と
い
う
(
吋
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
七
真
上
、
ム
ハ
行
自
)

0

士
口
蔵
は
一
切
知
閣
の
完
成
を
疋
図
、
つ
ま
り
直
接
的
図
と
み
て
い
る
。

市
口
蔵
は
衆
相
を
、
「
地
動
き
、
議
十
雨
り
、
光
放
つ
を
名
づ
け
て
衆
相
と
為
す
L

と
い
う
(
『
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
七
資
上
、
九
一
行
自
)
。
過
去
仏
、
あ
る

い
は
現
在
の
仏
が
、
法
華
経
を
説
く
擦
に
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
前
兆
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
吉
蔵
に
し
た
が
え
ば
衆
相
は
一
一
一
と
な
る
が
、
法
品
開
設
、

智
頭
に
依
れ
ば
、
此
土
六
瑞
・
他
土
六
端
と
い
う
相
に
な
ろ
う
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
異
議
(
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
為
此
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
開
県
南
突
」
を
欠
く
。

勅
那
惨
提
訳
で
は
、
「
謂
」
の
字
を
欠
く
。

勅
那
摩
損
訳
で
は
、
「
住
処
L

の
後
に
「
故
」
を
加
え
る
。

勤
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
彼
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
諮
」
を
「
一
切
」
と
す
る
。

こ
の
勾
を
『
妙
法
華
』
の
該
当
佼
讃
に
直
接
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
吉
蔵
は
「
即
ち
ご
万
八
千
仏
土
』
(
吋
妙
法
筆
b

吋
大
変
蔵
』
第
九
巻
、
二
頁
下
、

六
行
自
「
万
八
千
土
」
)
を
釈
す
」
と
い
う
(
『
大
正
競
』
第
四

O
巻
、
七
九
七
真
上
二
一
一
行
目
)
0

焚
本
に
は
、
山
田

g
門宮山田
σ昆
岳
山
片
山
巾
可
訟
岳
山
田
『
皆
吉
山
口
日
常
山
e

t
門
山
由
円
山
田
口
円
可
同
居
と
あ
る
。
(
阿
ハ
乞
℃
・
∞
入
品
)

古
口
蔵
は
「
経
中
の
『
悉
く
彼
の
仏
国
界
の
夜
厳
な
る
を
見
る
』
(
『
妙
法
華
』
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
ニ
支
下
、
七
行
白
)
を
釈
す
る
文
な
り
」
と
い
う
(
『
大

正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
七
頁
上
、
一
一
七
行
自
)
。
焚
本
に
は
、
句
史
同
日
立

-R山
田
口
同
志
尽
と
あ
る
。
(
穴
H
L
・
円
}
∞
-
~
~
・
や
斗
)

『
妙
法
華
b

(

吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
真
中
、
一
七
行
自
tJ
二
頁
下
、
七
行
自
)
に
、
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

古
口
蔵
は
旧
国
文
「
又
観
諸
仏
室
主
師
子
L

(

『
妙
法
華
』
『
大
五
歳
』
第
九
巻
、
二
頁
下
、
一
八
行
自
)
を
釈
し
た
も
の
と
す
る
(
『
大
正
蔵
』
第
凶

O
巻
、
七

九
七
頁
中
、
七
行
自
)
。
党
本
に
は
、
門
担
任
問
問
呉
昌
司
4
州
諸
問
自
山
口
山
門
丘
町
山
間
町
民
出
℃
山
江
口
山
富
片
山
同
況
と
あ
る
。
(
州
内
Z
・
円
)
・
∞
入
・
吋
)
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世
親
吋
法
華
論
h

訳
浅
山

37 

吋
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
二
頁
中
、

一
七
行
自

1
一
一
頁
下
、
七
行
自
)
に
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る

七

文
殊
師
利
答
成
就

言発
【
テ
キ
ス
ト
】
(
也
・
ω
ρ
ミ
・
む
E
N
ω
)
(
勅
℃
・
ロ
グ
戸

今

]

{

]

{

)

自
此
以
下
次
明
聖
者
。
文
殊
師
利
以
宿
命
智
現
見
過

去
四
棺
果
相
成
就
十
事
如
現
在
前
。
是
故
能
答
弥
鞍

菩
露
。
一
疋
何
現
見
過
去
国
相
。
謂
文
殊
師
利
自
見
己

身
。
曽
於
彼
彼
諸
国
土
中
処
処
。
修
行
種
種
行
事
故
。

云
伺
現
見
過
去
果
相
。
語
文
殊
部
利
自
見
己
身
。
是

過
去
世
妙
光
菩
薩
於
彼
仏
所
開
此
法
問
。
為
衆
生
説

故【
現
代
語
訳
〕

こ
れ
よ
り
以
下
に
、

〔
書
き
下
し
文
〕

此
れ
自
り
以
下
、
次
に
聖
者
を
明
す
。
文
殊
部
利
の
、
宿
命
智
を
以
て
過
去

の
菌
相
・
築
相
と
成
就
せ
る
十
事
と
を
現
に
見
る
こ
と
現
在
前
の
如
し
。

90-

の
故
に
、
能
く
弥
勤
菩
薩
に
答
う
。

一
疋
伺
が
過
去
の
四
相
を
現
に
見
る
や
。
謂
く
、
文
殊
部
利
は
、
自
ら
己
の
身

を
見
る
に
、
曽
て
彼
彼
の
諸
国
土
中
の
処
処
に
於
い
て
種
種
の
行
事
を
修
行

せ
る
が
故
な
り
。

一
五
伺
が
過
去
の
果
相
を
現
に
見
る
や
。
謂
く
、
文
殊
部
利
は
、
自
ら
己
の
身

を
見
る
に
、
日
疋
れ
過
去
世
の
妙
光
菩
麓
に
し
て
、
彼
の
仏
所
に
於
い
て
此
の

法
門
を
聞
き
て
、

の
為
に
説
く
が
故
な
り
。

(
文
殊
部
利
)
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
文
殊
師
利
は
、
前
世
に
つ
い
て
の
知
識
(
指
命
智
)
に
よ
っ
て
、



過
去
の
原
田
闘
の
あ
り
方
と
結
果
の
あ
り
方
、

お
よ
び
十
の
事
柄
の
完
成
と
を
実
際
自
前
に
あ
る
か
の
よ
う
に
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由

で
嬬
勤
菩
謹
〔
の
問
い
〕
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
な
ぜ
、
(
文
殊
師
利
は
〕
過
去
の
原
因
の
あ
り
方
を
現
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
と
、
文
殊
部
利
が
、
自
分
自
身
を
観
察

す
る
と
、

か
れ
こ
れ
諸
々
の
仏
毘
土
の
中
の
場
所
場
所
で
、
種
々
の
修
行
を
行
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

か
つ
て
、

「
な
ぜ
、
〔
文
殊
師
利
は
〕
過
去
の
結
楽
の
あ
り
方
を
現
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
L

と
い
う
と
、
文
殊
師
利
が
、
自
分
自
身
を
観
察

か
の
仏
が
お
い
で
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
門
(
法
華
経
)
を
聴
い
て
、
衆
生
の

す
る
と
、

〔
自
分
が
〕
過
去
世
に
妙
光
菩
薩
と
し
て
、

た
め
に
説
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

1 

動
那
摩
擦
】
訳
で
は
、
「
次
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
菩
薩
」
を
加
え
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
相
」
の
ん
予
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
十
穏
事
」
と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
窓
口
薩
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、

J
f
A
何
現
見
過
去
図
相
。
謂
文
殊
師
利
自
見
日
身
。
曾
於
彼
彼
諸
国
土
中
処
処
。
修
行
種
穣
行
事
故
」
を
、
「
現
見
過
去
因
相
者
。
由
同
見

己
身
。
於
彼
諸
仏
罰
土
中
修
行
穣
行
事
故
」
と
す
る
。

齢
制
那
摩
提
訳
で
は
、
「
一
広
何
L

を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
誘
」
を
「
者
L

と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
栓
」
の
字
を
欠
く
。

本
論
の
「
七
積
功
徳
成
就
L

(

『
大
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
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一
頁
上
、
二
九
行
包
な
ど
)
の
う
ち
の
七
番
目
で
あ
る
「
文
珠
部
利
菩
縫
答
成
就
」
に
つ
い
て
の
説
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役
親
吋
法
華
論
』
訳
注

ω

明
で
あ
る
。

国
訳
は
「
文
殊
繭
利
菩
薩
宿
命
智
を
以
て
現
に
過
去
の
図
の
相
果
の
相
を
見
て
、
十
種
の
事
を
成
就
す
。
現
に
前
に
在
る
が
如
し
L

と
訓
ず
る
(
十
九
頁
)

が
、
こ
こ
で
は
現
見
の
目
的
諮
と
し
て
(
ご
過
去
の
図
樹
、
(
ニ
)
楽
拐
、
(
一
一
一
)
十
一
事
成
就
と
す
る
。
な
お
、
士
口
蔵
も
「
現
見
己
下
出
所
見
之
一
事
。
:
・
・
:

一
過
去
闘
相
。
一
一
果
相
。
一
一
一
成
就
十
種
事
」
と
解
し
て
い
る
(
吋
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
九
七
頁
中
)
。

過
去
役
で
の
妙
光
菩
薩
と
し
て
の
文
殊
師
利
に
つ
い
て
は
『
妙
法
整
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
賀
中
、
十
五
行
回
以
下
)
に
記
述
が
あ
る
。

11 12 成
就
十
事

O 

(
介
段
)

{
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
・
ω
p
~
-
N
ω
a
℃
・
吉
w
~
-
H
)

何♀
等制。
名
為 :3
成 F
就 Eミ
十ト4

宅13=に。
一
者
現
見
大
義
国
側
成
就
。
二

者
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
探
因
成
就
。
一
一
一
者
現
見

希
有
国
成
就
。
問
者
現
見
勝
妙
菌
成
就
。
五
者
現
見

受
用
大
因
成
就
。
ム
ハ
者
現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪

因
成
就
。
七
者
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
関
成
就
。
八

者
現
見
能
進
入
西
成
就
。
九
者
現
見
憶
念
国
成
就
。

十
者
現
見
自
身
所
経
事
閤
成
就
。

{
書
き
下
し
文
}
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伺
等
を
名
づ
け
て
「
成
就
十
一
事
L

と
為
す
や
。

一
に
は
、
現
見
大
義
国
成
就
な
り
。

こ
に
は
、
現
見
世
間
文
字
章
句
意
甚
深
因
成
就
な
り
。

二
に
は
、
現
見
希
有
国
成
就
な
り
。

四
に
は
、
現
見
勝
妙
閤
成
就
な
り
。

五
に
は
、
現
見
受
用
大
国
成
就
な
り
。

L
¥
ヲ
」
十
曲
、

一
ノ
』
;

現
見
摂
取

切
諸
仏
転
法
輪
閣
成
就
な
り
。

七
に
は
、
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
な
り
。

八
に
は
、
現
見
能
進
入
国
成
就
な
り
。



九
に
は
、
現
見
憶
念
国
成
就
な
り
。

十
に
は
、
現
見
自
身
所
経
事
関
成
就
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

ど
の
よ
う
な
も
の
を
「
成
就
十
事
L

と
い
う
の
か
。

第
一
に
、
重
大
な
意
義
を
も
つ
も
の
の
因
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
一
に
、
世
俗
的
な
文
字
や
章
句
の
意
味
が
と
て
も
深
い
こ
と
の
国
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
希
有
な
る
こ
と
の
国
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
も
の
の
罰
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
六
に
、
マ
」
れ
か
ら
説
か
れ
る
法
華
経
が
〕

切
諸
仏
の
説
法
を
摂
め
取
っ
て
い
る
こ
と
の
図
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
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に
、
〔
教
え
を
〕
享
受
す
る
と
い
う
大
き
な
罰
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
そ
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

と
で
あ
る
。

第
七
に
、
〔
衆
生
の
心
の
中
で
〕
如
来
の
説
法
を
確
屈
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
の
閣
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
八
に
、
[
大
い
な
る
さ
と
り

進
み
入
り
得
る
こ
と
の
西
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
九
に
、
[
教
え
を
〕
心
に
保
ち
続
け
る
こ
と
の
国
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

第
十
に
、
自
ら
の
経
て
き
た
事
柄
の
因
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。

北
大
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動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
何
等
名
為
成
就
十
一
挙
L

を
「
成
就
十
種
事
者
。
何
等
為
十
」
と
す
る
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
意
甘
四
深
田
制
」
を
「
甘
盟
、
深
意
岡
山
L

と
す
る
。

勤
那
麻
原
提
訳
で
は
、
「
転
」
の
字
を
欠
く
。

成
就
十
事

現
見
大
義
国
成
就

{
テ
キ
ス
ト
}
(
匂
・
吉
w
N
~
-
N
山
吋
)
(
勤
。
・

HSW
戸
戸

℃

-Mω
門
リ

w

九

-
N
)

大
義
国
成
就
者
。
八
句
示
現
。
此
義
応
知
。
何
等
為
八

一
者
欲
論
大
法
。

者
欲
雨
大
法
雨
。
一
一
一
者
欲
撃
大

法
鼓
。

四
者
欲
建
大
法
陣
。

五
者
欲
然
大
法
灯
。
六

者
欲
吹
大
法
議
。
七
者
欲
不
新
大
法
鼓
。
八
者
欲
説

大
法
。
此
八
句
欲
示
現
如
来
欲
論
大
法
等
故
。
何
等
名

為
八
種
大
義
。
謂
有
疑
者
為
断
疑
故
。
己
断
疑
者
。

増
長
淳
熟
彼
智
身
故
。
棋
淳
熟
考
。
為
説
二
種
微
密

境
界
。
一
者
戸
開
微
密
境
界
。
一
一
者
菩
龍
微
密
境
界
。

大
法
鼓
者
二
句
示
現
。
以
遠
間
故
。
入
密
境
界
者
。

令
彼
進
取
上
上
清
諦
義
故
。
進
取
上
上
清
浄
義
者
。

門
書
き
下
し
文
〕

「
大
義
国
成
就
」
と
は
、
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八
匂
も
て
示
現
す
。
此
の
義
、
応
に
知
る
べ
し
。

河
等
を
か
八
と
為
す
。

一
に
は
、
大
法
を
論
ぜ
ん
と
欲
す
。

一
一
に
は
、
大
法
の
摘
を
雨
ら
さ
ん
と
欲
す
。

四三
tこに
はは

大大
法法
のの
櫨37鼓
をを
建撃
てた
んん
とと
欲欲
すす

六五
』こに

はは

大大
法法
のの
議泊灯
をを
吹然
かさ
んん
とと
欲欲
すす

七
に
は
、
大
法
の
鼓
を
断
え
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。

八
に
は
、
大
法
を
説
か
ん
と
欲
す
。



令
彼
進
取

切
種
智
得
現
。
見
故
。
令
彼
進
取
一
一
切

種
智
得
現
見
者
。
為
一
切
法
建
立
名
字
章
勾
義
故
。

建
立
名
字
章
句
義
者
。
令
入
不
可
説
証
智
転
法
輪
故
。

{
現
代
語
訳
】

此
の
八
句
、
如
来
の
大
法
を
論
ぜ
ん
と
欲
す
る
等
を
示
現
せ
ん
と
欲
す
る
が

故
な
り
。

何
等
そ
か
名
づ
け
て
八
種
の
大
義
と
な
す
。
謂
く
、
疑
有
る
者
に
は
為
に
疑

を
断
ず
る
が
故
な
り
。
己
に
疑
を
断
ぜ
る
者
に
は
、
彼
の
智
身
を
増
長
し
、

淳
熟
せ
し
む
る
が
故
な
り
。
根
の
淳
熟
せ
る
者
に
は
、
為
に
二
種
の
微
密
の

境
界
を
説
く
。
一
に
は
、
芦
闇
微
密
境
界
、
ニ
に
は
、
菩
藤
微
密
境
界
な
り
。

大
法
乱
は
一
一
句
に
示
現
す
。
遠
き
よ
り
開
く
を
以
て
の
故
な
り
。
密
境
界
に

入
り
た
る
者
に
は
、
彼
を
し
て
上
上
清
浄
な
る
義
を
進
取
せ
し
む
る
が
故

な
れ
山
。
上
上
清
浄
な
る
義
を
進
取
せ
る
者
に
は
、
彼
を
し
て
一
切
種
智
を
進

取
し
て
現
見
を
得
し
む
る
が
故
な
り
。
彼
を
し
て
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切
種
智
を
進
取
し
て
現

一
切
法
の
為
に
名
字
章
句
の
義
を
建
立
す
る

見
を
得
し
め
ら
れ
た
る
者
は
、

が
故
な
れ
山
。
名
字
章
句
の
義
を
建
立
せ
る
者
に
は
、
不
可
説
な
る
証
智
に
入

り
て
法
輪
を
転
ぜ
し
む
る
が
故
な
り
。

第
一
の
「
重
大
な
意
義
を
も
つ
も
の
の
国
が
成
就
す
る
こ
と
L

と
は
、

八
句
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
義
を
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
を
八
と
し
て
い
る
の
か
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
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第
一
に
、
大
い
な
る
教
え
を
論
じ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。
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第
こ
に
、
大
い
な
る
教
え
の
雨
を
降
ら
せ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

に
、
大
い
な
る
教
え
の
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
そ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

第
四
に
、
大
い
な
る
教
え
の
旗
を
高
く
掲
げ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

に
、
大
い
な
る
教
え
の
灯
明
を
燃
え
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

第
六
に
、
大
い
な
る
教
え
の
法
螺
貝
を
吹
き
鳴
ら
そ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

第
七
に
、
大
い
な
る
教
え
の
太
鼓
の
音
を
断
や
さ
ぬ
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
。

第
八
に
、
大
い
な
る
教
え
を
説
こ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

何
を
[
蔚
の
八
句
に
対
応
す
る
〕

八
種
の
重
大
な
意
義
と
称
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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以
上
の
八
勾
は
、
如
来
が
大
い
な
る
教
え
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
等
を
示
現
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。

〔
八
匂
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
如
来
が
]
疑
い
有
る
者
の
た
め
に
、
疑
い
を
断
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
疑
い
を
断
じ
た
者
に
は
、
彼
の
智
慧
の
あ
つ
ま
り
を
発
展
さ
せ
、
熟
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

機
根
の
熟
し
た
者
に
は
、
二
種
の
深
遠
な
る
境
地
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。
[
そ
の
こ
種
と
は
〕
第
一
に
声
閣
の
微
妙
な
る
境
地
、
第
一

の
微
妙
な
る
境
地
で
あ
る
。
「
大
法
鼓
L

と
い
う
言
葉
は
、
ニ
匂
に
現
れ
て
い
る
。
遠
く
か
ら
聞
こ
え
る
か
ら
つ
鼓
」
と
い
う
の
〕

で
あ
る
。

微
妙
な
る
境
地
に
入
っ
た
者
に
は
、

で
滞
ら
か
な
道
理
を
撞
得
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
上
で
浄
ら
か
な
道
理
を
獲
得
し
た
者
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
知
る
智
を
獲
得
さ
せ
、
現
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
で

あ
る
。



あ
ら
ゆ
る
事
柄
そ
知
る
智
を
獲
得
し
、
現
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
者
に
は
、
す
べ
て
の
教
え
の
た
め
に
名
称
や
語
句
の

意
味
を
確
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。

名
称
や
語
句
の
意
味
を
確
立
し
た
者
に
は
、
一
言
葉
で
説
く
こ
と
の
で
き
な
い
証
智
に
入
ら
せ
、
{
そ
し
て
]
正
し
い
教
え
を
説
か
せ
る
か

ら
で
あ
る
。

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

動
那
摩
費
訳
で
は
、
「
此
義
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
擦
一
訳
で
は
、
「
何
等
為
八
」
を
欠
く
。

動
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
論
大
法
」
を
「
転
大
法
輪
」
と
す
る
。

勅
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
欲
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
論
」
を
「
説
L

と
す
る
。

勅
那
態
援
訳
で
は
、
「
名
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
為
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
擬
訳
で
は
、
「
彼
」
の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
淳
」
の
ん
予
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
微
」
の
学
を
欠
く
。

勤
那
摩
擬
訳
で
は
、

J
者
L

を
欠
く
。

勅
郊
摩
援
訳
で
は
、
「
微
」
の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
二
者
」
を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
微
L

の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
擬
訳
で
は
、
「
者
L

の
字
を
欠
く
。

-97 

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
相
税
『
法
華
論
』
訳
注

ω

37 36 35 34 33 32 31 

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
彼
」
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
進
L

の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
令
彼
」
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
令
彼
進
」
を
欠
く
。

前
山
山
の
「
現
見
大
義
国
成
就
」
の
略
。

動
那
摩
援
訳
に
は
、
「
一
者
欲
転
大
法
輪
」
と
あ
る
。
(
吋
大
五
歳
』
第
二
六
巻
、
十
一
一
一
真
中
)

「纏
L

旗
の
一
種
。
も
と
は
玉
や
将
箪
の
儀
衛
や
家
旗
の
こ
と
で
あ
る
が
、
魔
箪
に
対
す
る
法
の
支
の
象
徴
と
し
て
、
仏
・
菩
畿
の
飾
り
を
意
味
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

「議
L

ほ
ら
が
い
。
「
燦
L

に
同
じ
。

可
妙
法
務
ご
で
、
こ
の
八
勾
に
対
応
す
る
部
分
は
次
の
通
り
。
「
今
仏
投
薄
。
欲
説
大
法
。
雨
大
法
雨
。
吹
大
法
螺
。
撃
大
法
鼓
。
演
大
法
議
。
」
(
『
大
正
蔵
』

第
九
巻
、
一
一
一
頁
下
)
な
お
、
党
本
で
は
、

HSF聞
広
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間
戸
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m
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と
あ
っ
て
、
法
禁
論
の
八
句
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

紡
那
魔
提
訳
に
は
、
「
此
八
匂
一
示
現
如
来
欲
説
大
法
等
放
」
と
あ
っ
て
、
欲
の
一
{
子
を
欠
く
。
(
『
大
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
十
一
一
一
頁
中
)

士
口
蔵
は
以
下
の
「
大
義
」
を
前
出
の
八
匂
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
さ
せ
て
解
釈
す
る
。
即
ち
、
第
一
旬
「
欲
論
大
法
」
に
対
し
て
は
「
讃
有
疑
者
為
断
疑
故
」
、
以

下
限
次
に
対
応
す
る
が
、
第
一
一
一
勾
「
欲
繋
大
法
鼓
」
と
第
七
勾
「
欲
不
断
大
法
鼓
」
に
つ
い
て
は
「
根
淳
熟
者

1
以
遠
開
放
」
が
対
応
す
る
。

八
句
の
う
ち
の
第
一
「
大
法
を
論
ぜ
ん
と
欲
す
L

に
対
応
。

八
匂
の
う
ち
の
第
二
「
大
法
の
雨
を
溺
ら
さ
ん
と
欲
す
」
に
対
応
。

八
匂
の
う
ち
の
第
一
一
一
「
大
法
の
鼓
を
撃
た
ん
と
欲
す
」
に
対
応
。

八
匂
の
う
ち
の
第
七
「
大
法
の
鼓
を
断
え
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
」
に
対
応
。

「
欲
戦
中
大
法
鼓
L

と
「
欲
不
断
大
法
鼓
」
。
妙
法
撃
で
は
「
欲
:
:
:
繋
大
法
鼓
L

(

『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
一
資
下
、
十
三
行
自
)
の
み
日
比
ら
れ
る
。
党
本
で
は
、

「鼓
L

に
該
当
す
る
一
言
葉
は
、
ふ
ロ
ロ
門
凶
ロ
刊
を
「
太
鼓
L

(

岩
本
訳
)
、

σ宮
一
円
山
(
「
銭
は
ち
L

(

同
)
(
町
内
Z
・℃

5
L
P
H
H
)

と
な
っ
て
い
て
別
露
で
あ
る
。

98 
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50 49 48 47 

八
匂
の
う
ち
の
第
四
「
大
法
の
櫨
を
建
て
ん
と
欲
す
L

に
対
応
。

八
勾
の
う
ち
の
第
五
「
大
法
の
灯
を
然
さ
ん
と
欲
す
」
に
対
応
。

八
句
の
う
ち
の
第
六
「
大
法
の
議
を
吹
か
ん
と
欲
す
」
に
対
応
。

八
句
の
う
ち
の
第
八
「
大
法
を
説
か
ん
と
欲
す
」
に
対
応
。

成
就
十
事

現
見
世
間
名
字
章
句
意
甚
深
菌
成
就

【
テ
キ
ス
ト
〕
(
℃
・
古
w

ミ・

5
B
N
C
)
(勤
匂
・

5
p
ロ

N
Z九
日
)

現
見
世
間
名
字
章
句
意
甚
深
国
成
就
者
。
如
経
我
於

過
去
諸
仏
曽
見
此
瑞
次
第
乃
至
故
現
斯
瑞
故
。

{
現
代
語
訳
〕

{
書
き
下
し
文
】

「
現
見
世
間
名
字
章
句
意
甚
深
西
成
就
」
と
は
、
経
の
如
く
「
我
、
過
去
の

諸
仏
に
お
い
て
、
曽
て
、
こ
の
瑞
を
見
た
て
ま
つ
り
し
に
L

次
第
し
て
乃
至

99-

「
故
に
こ
の
端
を
現
し
た
も
う
な
ら
ん
」
が
故
な
り
。

「
世
間
に
お
け
る
名
称
や
語
句
の
意
味
が
は
な
は
だ
深
い
と
い
う
こ
と
の
因
が
完
成
す
る
こ
と
成
就
す
る
こ
と
を
現
に
見
る
L

と
い
う
の

は
、
コ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
わ
た
し
は
、
過
去
の
多
く
の
仏
た
ち
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
め
で
た
い
し
る
し
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
」
か
ら
「
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
め
で
た
い
し
る
し
を
現
し
示
さ
れ
る
の
だ
。
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

52 51 

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
者
」
を
「
故
L

と
す
る
。

勤
那
摩
援
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



世
親
『
法
禁
論
』
訳
注

ω

54 53 

初
出
の
箆
所
で
は
(
一
一
一
頁
下
、
二
五
行
自
)
こ
れ
を
「
文
字
」
と
す
る
。
勃
那
摩
提
訳
も
伺
様
で
あ
る
。

吋
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
一
貰
下
、
一
四

1
一
七
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

成
就
十
事

現
見
希
有
国
成
就

【
テ
キ
ス
ト
}
(
匂
・

ω
m
y

ロ-
N
H
S
N

∞)
(
勅
℃
-
Z
P
N
~・

九
ナ
]
ニ
)

日

現
見
希
有
閣
成
就
者
。
以
無
量
時
不
可
得
故
。
不
可

思
議
不
可
称
不
可
量
者
。
示
現
過
彼
師
僧
祇
劫
不
可

得
故
。
又
後
一
市
現
五
種
劫
故
。
所
謂
一
夜
ニ
昼
一
一
一
口
付

時

間

四
時
五
年
。
示
現
無
量
無
辺
諸
法
故
。
如
経
如
過
去

無
量
無
辺
不
可
思
議
阿
借
祇
劫
繭
時
有
仏
号
日
月
灯

明
次
第
乃
至
令
得
阿
鰐
多
羅
三
薮
一
ニ
菩
提
成
一
切
種

智
故
。

【
書
き
下
し
文
〕

「
現
見
希
有
閤
成
就
L

と
は
、

の
時
、
不
可
得
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。

「
不
可
思
議
、
不
可
称
、

100 

か
の
阿
倍
抵
劫
を
過
、
ぎ
て
、
不
可

五
種
の
劫
を
示
現
す
る
が
故
な

得
な
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
又
復
た
、

り
。
所
謂
、

五
に
は
年

無
辺
の
諾
劫64ニ
をに
示は
現昼
す。

る三
カま に
故は
に月

一
に
は
夜
。

経閤
のに
如は
く65時

過
去
の
無

な
り
。-
無
辺
・
不
可
思
議
な
る
阿
僧
抵
劫
の
如
き
、

そ
の
と
き
に
仏
あ
り
。
日

丹
灯
明
と
名
づ
け
た
て
ま
つ
る
」
次
第
し
て
乃
至
「
阿
鱒
多
羅
三
窺
一
ニ
菩
提

を
得
て
、

一
切
種
智
を
成
ぜ
し
め
た
も
う
L

が
故
な
り
。

{
現
代
語
訳
】

「
希
有
な
る
こ
と
の
留
が
完
成
す
る
こ
と
を
現
に
見
る
」
と
い
う
の
は
、

は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
長
い
時
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な

ぃ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
心
で
考
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
こ
と
ば
で
い
い
あ
ら
わ
す
こ
と
も
で
き
、
ず
、

は
か
る
こ
と
も
で
き
な
い
L

と



い
う
の
は
、
問
僧
抵
の
時
を
過
ぎ
て
、

と
い
う
こ
と
を
現
し
示
す
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

五
麓
類
の
劫
の

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

単
位
を
現
し
示
す
。

間
に
は
「
時
節
」
、

は
か

五
に
は
「
年
」
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
、

一
に
は
「
夜
L

、
こ
に
は
「
昼
」
、
一
一
一
に
は
「
月
」
、

り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
劫
を
現
し
示
す
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
]
経
』
に
お
い
て
「
は
か
り
し
れ
ず
、
無
辺
際
の
、
考

え
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
開
僧
抵
劫
の
昔
に
、

お
り
し
も
、
日
月
灯
明
と
い
う
名
の
如
来
が
現
れ
て
」
か
ら
「
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
を

得
て
、
仏
の
知
恵
を
完
成
さ
せ
た
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

62 61 60 59 58 57 56 55 

勃
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
以
L

の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
又
」
の
{
予
を
欠
く
。

動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
故
。
所
謂
L

を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
一
者
夜
二
者
昼
三
者
月
間
問
者
待
五
者
年
L

と
す
る
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
一
京
市
税
彼
無
量
無
辺
劫
故
」
と
す
る
。

勤
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
令
」
の
字
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
γ

江
藤
』
第
九
巻
、
一
ニ
頁
下
、
一
七
行

g
i一
一
六
行
自
)
に
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。
党
本
に
は
、
宮
山
口
々
包
吋
即
℃
白
ユ
SF仲
間

-
2
6
5
5悶
e

ロ
白
お
と
あ
る
。
(
州
内
Z

℃
・
ミ

L-
∞)

「劫
L

と
は
緩
め
て
一
長
い
時
間
を
あ
ら
わ
す
単
位
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

rと
匂
出
の
音
写
「
劫
波
」
の
賂
形
。
以
下
に
「
夜
L

「
獲
」
「
月
」
「
時
」
「
年
L

の
五

種
の
時
節
を
挙
げ
る
が
、
「
劫
L

に
は
、
こ
の
よ
う
な
時
分
・
符
節
の
慈
味
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
音
蔵
は
「
容
一
夜
等
一
五
何
亦
名
劫
。
答
。
外
国
称
劾
波
。
」

(
『
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
七
九
八
頁
下
、
二
一
二
行
罰
)
と
い
う
解
釈
を
示
す
。

成
本
は
「
法
」
。
た
だ
、
意
味
上
か
ら
考
え
て
、
大
正
蔵
の
他
の
伝
本
の
表
記
を
採
っ
て
「
劫
L

と
改
め
る
。

『
妙
法
華
』
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
ニ
頁
下
、
一
七

l
二
六
行
自
)

63 65 64 

北
大
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成
就
十
事

四

現
見
勝
妙
国
成
就

【
テ
キ
ス
ト
}
(
℃
・
吉
w

N

・
N
ゆ

aH)-S淘
~
-
N
)
(
勤
℃
・

{
書
き
下
し
文
}

用現 E3
故66見 fコ

日苓~ 守、ー

如妙、一
経四ケ
次成己
有望
イム ー弓
亦一~品
名現
日
日諸

好ち

要量
第67菩
乃薩
至自
所受

出

「
現
見
勝
妙
閤
成
就
L

と
は
、
諸
仏
及
び
諸
菩
議
の
自
受
躍
を
示
現
す
る
が

故
な
り
。
経
の
如
く
「
次
に
復
た
仏
有
り
、
亦
た
日
月
灯
明
と
名
づ
く
L

次

可
説
法
初
出
T
後
善
故
。

第
し
て
乃
宝
「
説
く
可
き
所
の
法
は
初
も
中
も
後
も
善
な
る
」
が
故
な
り
。

{
現
代
語
訳
〕

に
見
る
L

と
い
う
の
は
、
諸
々
の
仏
や
諸
々
の
菩
寵
が
〔
司
法
華
経
』
の
七
つ
の
善
い

み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
て
受
け
継
い
で
い
る
(
自

102-

「
非
常
に
素
晴
ら
し
い
も
の
(
仏
が
こ
れ
か
ら
説
こ
う
と
し
て
い
る
『
法
華
経
』
の
七
つ
の
善
い
点
)
の
留
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現

受
用
)
と
〔
経
自
身
が
〕
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
次
に
ま
た
、
日
月
灯
明
と
い
う
名
の
仏
が
お
ら
れ
た
L

か
ら
「
お
説
き
に
な
ら
れ
る
法
は
初
め
も
中
間
も
終
わ
り
も
す
べ
て
優
れ
て
い
た
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

68 67 66 

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
一
一
小
現
諸
仏
及
諸
菩
薩
自
受
用
故
L

を
「
以
諸
仏
菩
薩
自
受
用
一
不
現
故
L

と
す
る
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

「
勝
妙
L

の
意
味
に
つ
い
て
、
土
口
蔵
は
「
一
一
万
億
の
仏
の
説
法
が
み
な
七
蓄
の
文
で
あ
る
こ
と
L

と
解
し
て
い
る
(
『
大
正
蔵
』
第
四
十
巻
、
七
九
九
頁
上
)
。

そ
の
際
の
七
議
官
と
は
、
『
法
華
経
』
序
品
の
(
一
)
初
議
出
・
中
慈
市
・
後
議
問
、
会
乙
笈
(
義
深
遠
、
(
一
一
…
)
英
語
巧
妙
、
(
凶
)
純
一
一
無
雑
、
(
五
)
呉
足
、
(
ム
ハ
)

清
白
、
(
七
)
党
行
之
棺
の
こ
と
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
一
一
真
下
)
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
二
頁
下
、
二
六
行
自

1
m頁
上
、

行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

69 



成
就
十
事

現
見
受
用
大
国
成
就

五

{
テ
キ
ス
ト
】
(
匂
・

ミ・

ωふ
)
(
勃
匂
・

z
p
N
N・

M
A
M
a

〕ミ)

現
見
受
用
大
国
成
就
者
。
是
時
王
子
受
勝
妙
楽
各
捨

出
家
。
復
彼
大
衆
於
爾
許
時
心
不
疲
俸
故
。
如
経
其

最
後
仏
土
木
出
家
持
次
第
乃
至
仏
授
記
巴
髄
於
中
夜
入

無
余
浬
繋
故
。

{
現
代
語
訳
〕

「
(
教
え
を
穂
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
〕
大
い
な
る

{
書
き
下
し
文
}

「
現
見
受
用
大
国
成
就
」
と
は
、
是
の
時
、
王
子
勝
妙
な
る
楽
を
受
け
ん
と

し
、
各
捨
て
て
出
家
せ
り
、
復
た
彼
の
大
衆
は
繭
許
の
時
に
於
い
て
心
疲
倦

η
 

せ
ざ
る
が
故
な
り
。
経
の
如
く
「
其
の
最
後
の
仏
、
未
だ
出
家
せ
ざ
り
し
時
」

次
第
し
て
乃
至
「
仏
は
授
記
し
巳
り
、
便
ち
中
夜
に
於
い
て
無
余
浬
繋
に
入

る
」
が
故
な
り
。

を
享
受
す
る
こ
と
の
国
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
」
と
い
う
の

103 

家
し
た
こ
と
、

は
、
そ
の
時
〔

5
月
灯
明
仏
の
八
人
の
〕
王
子
た
ち
が
樺
め
て
優
れ
た
楽
を
享
受
し
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
〔
王
位
や
領
土
を
]
捨
て
て
出

ま
た
〔
日
月
灯
明
仏
を
取
り
臨
ん
で
い
る
〕
大
勢
の
人
々
が

を
説
か
れ
て
い
る
六
十
小
劫

[
臼
月
灯
明
仏
が

も
の
〕
問
中
ず
っ
と
、
倦
み
疲
れ
る
心
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
な
ぜ
な
ら
〕
『
[
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
そ
の
最
後
の
仏
が

極
の
捜
般
市
に
入
ら
れ
た
L

と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。

ま
だ
出
家
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
時
L

か
ら
「
仏
は
[
徳
蔵
窓
口
薩
に
〕
成
仏
の
予
一
言
を
し
て
か
ら
、

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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72 71 70 

動
那
摩
援
訳
で
は
、
「
心
不
疲
倦
」
を
「
不
全
波
倦
心
L

と
す
る
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
(
吋
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
間
資
上
、
二
行
自

1
四
一
良
市
ザ
、
六
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。
こ
の
引
用
部
分
の
中
に
、

法
禁
経
を
聴
関
す
る
大
衆
の
様
子
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。

八
王
子
の
出
家
や

成
就
十
事

ー」

ノ、

現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
西
成
就

〔
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
・
怠
w

ミ・吋
z

ゆ
)
(
勤
七
・

5
p
~・口
s

℃・

{
書
き
下
し
文
】

〕

E
m
y
戸

N
)

現
見
摂
取
一
切
諸
仏
転
法
輪
西
成
就
者
。
法
輪
不
断

「
現
見
喪
取

経
の
如
く
「
仏
の
滅
度
の
後
に
、
妙
光
菩
躍
は
妙
法
蓮
華
経
を
持
し
、

切
諸
仏
転
法
輪
困
成
就
」
と
は
、
法
輪
断
ぜ
ざ
る
が
故
な
り
。

104 

故
。
知
経
仏
滅
度
後
妙
光
菩
薩
持
妙
法
蓮
華
経
満
八

J¥ 
十

十
小
劫
為
人
演
説
故
。

小
劫
を
満
て
て
、
人
の
為
に
諒
説
せ
る
」
が
故
な
り
。

〔
現
代
語
訳
】

「
(
こ
れ
か
ら
説
か
れ
る
吋
法
華
経
』
が
、
〕

一
切
諸
仏
の
説
法
を
横
め
取
っ
て
い
る
こ
と
の
因
が
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
L

と

は
、
[
諸
々
の
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
〕
法
輪
が
断
絶
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
〔
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
仏
が
滅
度
さ
れ
た
後
に
、

妙
光
菩
醸
は
妙
法
蓮
華
経
を
受
持
し
て
、

八
十
小
劫
も
の
筒
、
人
々
の
た
め
に
〔
法
華
経
を
]
説
き
続
け
た
」
と
あ
る
よ
う
に
。
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『
妙
法
華
』
(
『
大
正
競
』
第
九
巻
、
凶
頁
中
、
ム
ハ
1
七
一
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

成
就
十
事

七

現
見
養
堅
実
如
来
法
輪
出
削
成
就

{
テ
キ
ス
ト
】
(
℃
・
会
w
q
・
5
・M
ω
)

(勤円
)
-
Z
P
N
N
e

{
書
き
下
し
文
】

Nz印
)

現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
図
成
就
者
。
仏
滅
度
後
無
量

時
説
故
。
如
経
日
月
灯
明
仏
八
子
皆
師
妙
光
次
第
乃

至
皆
令
堅
居
間
蒋
多
羅
コ
一
議
三
菩
提
心
故
。

「
現
見
善
堅
実
如
来
法
輪
因
成
就
」
と
は
、
仏
の
滅
度
の
後
、

内

説
く
が
故
な
り
。
経
の
如
く
「
日
月
灯
明
仏
の
八
子
、
皆
妙
光
を
師
と
し
L

の
時
に

次
第
し
て
乃
歪
「
皆
を
し
て
阿
轄
多
羅
一
一
一
親
三
菩
提
心
に
堅
国
な
ら
し
む
る
し

が
故
な
り
。
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{
現
代
語
訳
】

「
如
来
の
説
法
を
〔
血
液
生
の
心
の
中
で
〕
確
屈
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
の
因
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
L

と
は
、
仏
が
滅
し
た

後

る
こ
と
も
で
き
な
い
長
時
に
わ
た
っ
て

〔
妙
光
菩
寵
が
〕
説
法
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
]
経
』

に
お
い
て
「
こ
の
玉
子

た
ち
は
皆
、
妙
光
菩
藤
を
姉
と
し
L

か
ら
「
〔
八
王
子
た
ち
]
皆
に
、
無
上
の
正
し
い
さ
と
り
の
心
を
閉
め
さ
せ
る
L

と
ま
で
に
あ
る
よ
う

ヲ」

o
t
 

75 74 

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
議
ど
の
字
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
説
」
の
後
に
「
法
L

の
字
を
加
え
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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勃
那
摩
援
訳
で
は
、
「
次
第
L

を
欠
く
。

勅
那
摩
提
訳
で
は
、
「
令
」
の
後
に
「
笠
(
L

の
字
を
加
え
る
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
心
」
の
字
を
欠
く
。

『
妙
法
華
ご
に
は
「
日
月
灯
明
仏
八
子
。
品
目
邸
妙
光
。
令
笠
(
堅
問
問
問
務
多
羅
一
一
一
毅
一
一
一
菩
提
。
L

(

『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
問
問
頁
中
、
七

1
九
行
自
)
と
あ
る
が
、

論
の
引
く
経
文
と
少
し
く
異
な
る
。
識
で
は
「
皆
令
堅
問
問
」
と
あ
る
が
、
吋
妙
法
益
十
』
で
は
「
令
盆
(
堅
密
L

と
す
る
。
ま
た
論
で
は
「
阿
務
多
緩
三
毅
三
菩
提

心
L

と
あ
る
が
、
吋
妙
法
議
』
で
は
「
心
」
の
一
字
な
し
。
但
し
、
動
那
摩
提
訳
は
「
一
二
貌
三
笠
間
提
」
と
あ
っ
て
、
『
妙
法
華
』
と
一
致
す
る
。

成
就
十
事

i¥ 

現
見
能
進
入
関
成
就

【
テ
キ
ス
ト
】
(
予
さ
入

~-z'E)(勤
匂

-
z
p
ミ・

{
書
き
下
し
文
〕
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日
2

4

)

現
見
能
進
入
西
成
就
者
。
後
諸
王
子
得
大
菩
提
故
。

如
経
諸
王
子
次
第
乃
室
皆
成
仏
道
故
。

「
現
見
能
進
入
国
成
就
」
と
は
、
彼
の
諸
の
王
子
、
大
菩
提
を
得
る
が
故
な

り
。
経
の
如
く
「
是
の
諸
の
王
子
」
次
第
し
て
乃
杢
「
皆
、
仏
道
を
成
ぜ
る
し

が
故
な
り
。

{
現
代
語
訳
}

「
[
大
い
な
る
さ
と
り
に
〕
進
み
入
り
得
る
こ
と
の
簡
が
成
就
す
る
こ
と
を
現
に
見
る
」
と
い
う
の
は
、

か
の
王
子
た
ち
が
大
い
な
る
さ

と
り
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
法
華
]
経
』
に
お
い
て
「
こ
の
王
子
た
ち
は
」

か
ら
「
皆
、
仏
道
に
お
い
て
完
成
し
た
L

と
ま
で
に
あ
る

よ
〉
フ
に
。
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動
那
摩
提
訳
で
は
、
「
能
」
の
字
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
次
第
L

を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
頁
中
、
九
(
}
十
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

成
就
十
事

九

現
昆
臆
念
閤
成
就

【
テ
キ
ス
ト
}
(
タ
き
入
~
・

5
・
g
)
(勤
沼
早
川
yq・

{
書
き
下
し
文
】

吋
a
h
v
)

現
見
犠
念
因
成
就
者
。
為
地
説
法
利
益
他
故
。
如
経

出

其
最
後
成
仏
者
名
臼
然
灯
次
第
乃
歪
尊
重
讃
歎
故
。

「
現
見
臆
念
日
凶
成
就
L

と
は
、
他
の
為
に
説
法
し
て
地
そ
利
益
す
る
が
故
な

り
。
経
の
如
く
「
其
の
最
後
に
成
仏
せ
る
者
を
名
づ
け
て
然
灯
と
臼
い
L

次
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第
し
て
乃
至
「
尊
重
し
讃
歎
せ
る
L

が
故
な
り
。

【
現
代
語
訳
}

「
〔
教
え
を
〕
心
に
保
ち
続
け
る
こ
と
の
閤
が
完
成
す
る
こ
と
を
現
に
見
る
L

と
い
う
の
は
、
〔
教
え
を
心
に
保
ち
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

人
だ
け
が
〕
地
人
の
た
め
に
説
法
し
て
地
人
に
利
益
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

づ
け
て
然
灯
〔
仏
〕
と
い
い
L

か
ら
「
尊
び
、
讃
え
た
L

と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。
『
〔
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
最
後
に
成
仏
し
た
者
を
名

84 83 

動
那
摩
擦
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
γ
江
藤
』
第
九
巻
、
四
賀
市
T
、
十

1
一
五
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
待
在
す
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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成
就
十
事

十

現
見
自
身
所
経
事
盟
成
就

{
テ
キ
ス
ト
】

(U-会入~・

52N岱
)
(
鞍

U-HEL~・

。，H
N
)

現
見
自
身
所
経
事
国
成
就
者
。
以
自
身
受
勝
妙
楽
故
。

出

如
経
弥
勤
当
知
次
第
乃
至
仏
所
護
念
故
。
汝
号
求
名

田

町

引

師

団

者
。
示
現
知
彼
過
去
事
故
。
又
復
示
現
今
得
彼
法
皆

具
足
故
。
又
依
義
摂
一
ニ
故

与
説
故
。
如
経
今
仏
世

尊
欲
説
大
法
等
故
。
二
成
如
実
説
故
。
如
経
我
於
過

去
瞥
見
等
故
。
一
一
一
令
持
説
故
。
如
経
諸
人
今
当
知
等
故

自
此
巴
下
示
現
所
説
法
因
果
相
応
知
。

{
現
代
語
訳
】

{
書
き
下
し
文
】

「
現
見
自
身
所
経
事
国
成
就
L

と
は
、
自
身
の
勝
妙
な
る
楽
を
受
く
る
を
以

て
の
故
な
り
。
経
の
如
く
「
弥
勤
よ
、
当
に
知
る
べ
し
」
次
第
し
て
乃
至
「
仏

回

の
護
念
す
る
所
L

の
故
に
。
「
汝
を
求
名
と
号
づ
く
し
と
は
、
彼
の
過
去
一
挙
を

知
る
を
示
現
す
る
が
故
な
り
。
又
復
た
、
今
、
彼
の
法
を
得
、
皆
具
一
足
す
る
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を
示
現
す
る
が
故
な
り
。

又
、
義
に
依
り
て
、
一
ニ
を
摂
す
る
が
故
な
り
。

経
の
如
く
「
今
、
仏
世
尊
は
、
大
な
る
法
を
説
か
ん
と
欲
す
L

町

二
に
は
、
如
実
の
説
を
成
す
が
故
に
。
経
の
如
く
「
我
は
、
過
去
に
於
い
て

に
は
、
説
に
与
る
が
故
に
。

の
故
な
り
。

曽
て
見
る
」
等
の
故
な
り
。
三
に
は
、
説
く
を
待
た
し
む
る
が
故
な
り
。
経

の
如
く
「
諸
人
よ
、
今
、
当
に
知
る
べ
し
L

等
の
故
な
り
。
此
れ
自
り
己
下
、

説
く
所
の
法
の
閣
果
を
示
現
す
。
応
に
知
る
べ
し
。

「
自
ら
の
経
て
き
た
事
柄
の
国
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
現
に
見
る
L

と
い
う
の
は
、
[
文
殊
部
利
〕
自
身
が
〔
人
々
に
過
去
の
閤
縁
を

語
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
〕
き
わ
め
て
慢
れ
た
楽
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
弥
勤
よ
。
[
こ
の
こ
と
]



知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L

か
ら
「
仏
に
護
り
念
わ
れ
る
も
の
」
と
ま
で
に
あ
る
よ
う
に
。
「
汝
を
求
名
と
名
付
け
る
」
[
と
経
で
一
言
う
の

は
]
の
は
、
[
文
殊
師
利
自
身
が
〕
そ
の
過
去
の
出
来
事
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
、
〔
文
殊
蹄
利
が
そ
の
時

に
説
か
れ
た
〕
教
え
を
了
解
し
、
す
べ
て
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
意
味
に
よ
っ
て
、
一
一
一
つ
の
こ
と
が
摂
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
[
法
を
〕
説
く
こ
と
に
与
る
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
]
経
』
に
お
い
て
「
今
、
世
尊
が
大
い
な
る
法
を
説
く
こ
と
を
欲
し
て
い

る
L

等
と
あ
る
よ
う
に
。

第
二
に
、
あ
り
の
ま
ま
な
こ
と
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
〕
経
』
に
お
い
て
「
私
は
、

か
つ
て
過
去
に
見
た
の
で
あ
る
」

等
と
あ
る
よ
う
に
。

第
一
一
一
に
、
〔
仏
の
〕
説
法
を
、
〔
文
殊
師
利
が
諸
人
に
]
待
た
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
[
法
華
]
経
』

に
お
い
て
「
諸
人
よ
。
今
、

ま

109-

さ
に
知
る
べ
き
で
あ
る
L

等
と
あ
る
よ
う
に
。

こ
こ
よ
り
以
下
は
、
説
か
れ
た
教
え
の
関
果
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

T
」
の
こ
と
を
〕
ま
さ
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

90 89 88 87 86 85 

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
次
第
」
を
欠
く
。

勤
那
摩
提
訳
で
は
、
「
彼
L

の
字
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
又
」
の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
ム
ご
の
学
を
欠
く
。

勃
那
摩
提
訳
で
は
、
「
皆
」
の
学
を
欠
く
。

紡
那
摩
提
訳
で
は
、
「
又
依
義
援
三
放
L

以
下
「
等
放
」
ま
で
を
欠
く
。
ま
た
、
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』
に
も
該
当
部
分
は
日
比
ら
れ
な
い
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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こ
の
一
文
は
、
勤
那
摩
提
訳
で
は
序
口
問
の
終
わ
り
で
は
な
く
、
方
便
口
聞
の
「
論
臼
」
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
口
蔵
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
『
法
華

論
疏
』
(
『
大
正
蔵
』
第
四

O
巻
、
八
百
頁
下
、
十
六
行
自
)

『
妙
法
務
十
』
(
『
大
正
蔵
h

第
九
巻
、

m
出
資
中
、
十
五

1
十
八
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。
『
妙
法
華
』
の
当
該
箆
所
に
は
、
「
衆
経
を
設
請
す
と

畿
も
、
市
川
も
通
利
せ
ず
、
忘
失
す
る
所
多
し
L

と
さ
れ
る
求
名
が
、
後
に
、
「
諸
の
善
根
を
種
え
た
る
悶
縁
を
以
の
放
に
、
無
量
百
千
万
億
の
諸
仏
に
値
す
る

こ
と
を
L

得
た
と
あ
る
。

「
汝
号
求
名
L

は
『
妙
法
車
中
』
に
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
前
注
の
「
求
名
笠
口
緩
汝
身
是
也
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
党
本
は
、
雪
印
包
叩
〈
間
吉
田
由
開

門gmwr即
日
出
口
出
芯
ロ
知
的
由
自
白
可
角
川
口
出
可
知
山
田
共
同
5
0
口
問
自
由

σ
0仏昨日出向同門
4
0
d
y口
円
山
田
口
氏
仏
可
同
匂
『
悶
℃
仲
田
廿
¥
(
州
内
2
・℃
-
N
N
噂~~・
H
N
a
M
印
)

吋
妙
法
撃
』
(
『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
一
二
頁
下
、
十
二
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
。

吋
妙
法
整
』
(
『
大
友
議
』
第
九
巻
、
一
二
頁
下
、
十
四
行
自
)
の
「
我
於
過
去
諸
仏
曾
見
此
瑞
L

と
対
応
す
る
。

『
妙
法
華
』
(
『
大
疋
蔵
』
第
九
巻
、
五
支
出
T
、
二
十
行
自
)
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
夜
す
る
。

92 93 96 95 94 
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附
表
、

羅
什
訳
「
妙
法
華
」
対
照
表

党
文
句
法
華
経
」
、

吋
法
華
論
」
引
用
文
、

、
阿
羅
漢
の
叙
述

2
2戸
HH戸
山
可
同
時
三
由
吉
¥
巾

K
E
g
-口
出
向
ヨ
ミ
巾
罫
白
m
山
田
〈
山
口
司
問
〕
同
提
言

i
g
E門戸田門
H
S
R
a
y円
喜
三
巾
℃
開
門
〈
山
門
巾
ヨ
岱
釦
仲
間
答
日
付
吉
田
由
同
七
ぬ
か
き
出

印
出
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如
固
定
我
問
。

一
時
仏
住
王
金
口
城
警
閉
間
暢
山
中
。
与
大
比
丘
衆
万
二
千
人
倶
。

(
二
皆
是
阿
羅
漢
。
会
二
諮
漏
己
尽
(
一
二
)
無
復
煩
悩
。
(
西
)
心
得
自
在
(
五
)
普
得
心
解
脱
(
六
)
善
得
慧
解
脱
。
(
七
)
心
善
諮
伏
。
(
八
)

人
中
大
捷
。
(
九
)
応
作
者
作
。
(
十
)
所
作
己
弁
。
(
十
一
)
離
諸
霊
担
。
(
十
一
己
逮
得
日
利
。
(
十
一
一
一
)
尽
諸
有
結
。
(
十
四
)
養
得
正
智
心
解
脱
。

(
十
五
)

一
切
心
得
自
在
(
十
六
)
到
第

彼
岸
。
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是
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慢
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時
仏
住
王
金
城
老
間
関
蝦
山
中
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大
比
丘
衆
万
二
千
人
保
。

皆
目
疋
阿
羅
漢
。
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組
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尽
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復
煩
悩
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逮
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利
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結
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得
自
在
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笠
口
薩
摩
詞
薩
八
万
人
。

(
二
皆
於
間
務
多
羅
一
一

一
笠
口
提
不
退
転
。
会
己
皆
得
陀
羅
尼
(
一
一
一
)
大
弁
才
楽
説
。
(
四
)
転
不
退
転
法
輪
。
(
五
)
供
養
無
量
百
千
諸
仏
。
(
六
)

112-

於
諸
仏
所
種
諸
蕃
板
。
(
七
)
常
為
諸
仏
之
所
称
歎
。
(
八
)
以
大
慈
悲
荷
修
身
心
。
(
九
)
義
人
仏
慧
(
十
)
通
達
大
智
(
十
二
到
於
彼
岸
。
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思
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界
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数
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千
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生
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十
北
口
議
摩
諦
薩
八
万
人
。

皆
於
間
内
務
多
羅
一
一

一
重
口
提
不
退
転
。
皆
得
陀
羅
尼
楽
説
弁
才
。
転
不
退
転
法
輪
。
供
養
銀
小
島
県
百
千
諸
仏
。
於
諮
仏
所
殖
衆
徳
本
。
常
為
諸
仏
之
所
称

歎
。
以
慈
修
身
義
入
仏
慧
。
送
達
大
智
到
於
彼
岸
。
名
称
並
国
間
無
量
世
界
。
能
度
無
数
百
千
衆
生
。
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